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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　とおりすがり漂流者









　ワインボトルの中には、美しい妖よう精せいが住んでいる。

　新しいワインには未熟な乙女おとめの妖精が。

　そして古いワインには成熟した貴婦人の妖精が。

　瓶びん詰づめの妖精たちは、ワインのコルクが抜ぬかれる日を心待ちにしている。瓶の外へと出ることが叶かなえば、ラベルに記された自分の名を知ることが出来るから。その日のためだけに彼女たちはセラーで横になって、数年、数十年、あるいはもっと長い眠ねむりにつく。

　だから、一度でもコルクが抜かれたワインが、気が抜けてとても飲めたものではなくなってしまうのは、瓶の中から妖精がいなくなってしまったせいだ。

「彼女の名前は『ラ・プルミエ・エリクシール』。己おのれの名を知った妖精がこの場に留とどまっているうちに、どうぞ召めし上がれ」

　──仮面舞踏会マスカレイドの夜、そんなキザな台詞せりふとともに、青年は少女へとワイングラスを差し出した。

「伯爵カウント。キミの達者な口ぶりに比べれば、確かにワインは嫌きらいな味ではないね……」

　グラスに注がれた葡萄ぶどう酒は、少女の髪かみと瞳ひとみの色と同じ、目も覚めるような真しん紅く。その中身をひと口含ふくんで、少女──アンジェラ・アンブロシアは長い赤毛をかきあげた。

　その端たん正せいな美び貌ぼうの上半分を、緋ひ色いろの瞳だけを残してドミノマスクに隠かくし、アンジェは今、パリのとある宮きゆう殿でんで貴族たちの社交場に姿を現していた。

　目的はひとつ。目の前にいる、伯爵カウントと呼ばれている青年に会うためだ。

「ありがとう、アンブロシア。しかし出来れば、素す直なおに美味おいしいと言って欲しかったがね。なにせ、きみがこの味を好むことを、僕はよく知っているのだから」

　やや不ふ貞て腐くされた顔つきで感想を口にしたアンジェに対し、青年は大おお仰ぎように肩かたをすくめてみせた。

「私が好む……？　いったい誰だれに聞いたか知らないけれど、とんでもない大デマだね……この銘めい柄がらは初めて口にするものだよ」

「それはそうだろう。僕がパトロンを務めるシャトーのワインだ。そして、きみが飲んだのは、その記念すべき第一号でもある」

「…………どうりで、若く未熟なワインだったわけだ」

「なあに、歳としを重ねれば芳ほう醇じゆんな味になる。きみの人生の供にすればいい」

「フフッ、私の人生の供とはね……。そんな難なん儀ぎなものに付き合ってしまうと、ワインの妖精も老ろう婆ばになってしまうんじゃないかな……」

　伯爵カウントの言葉に、アンジェは苦く笑しようを禁じ得なかった。

　この青年は、アンジェラ・アンブロシアという女がもう何百年も変わらぬ姿で生き続けている化け物だと、知りもしないのだろう──そんな自じ嘲ちようめいた笑えみだった。

　アンジェ同様、伯爵カウントも顔の上半分を仮面で隠しているため、その素顔を窺うかがい知ることはできない。彼は全身に宝石をちりばめたかのように煌きらびやかな光こう沢たくを放つ服を身に纏まとい、左右の両手首にはいくつもの水すい晶しよう飾かざりを巻いている。

　水晶飾りはアンジェも初めて目にする代しろ物ものだったが、綺き麗れいに磨みがかれた円形の水晶の下には時計盤ばんめいた飾りが取りつけられ、今も秒針が刻一刻と時を刻んでいる。

　しかし──本当に時計なのだろうか、と、アンジェは今ひとつ自信を持てなかった。

　記き憶おくにある限り、彼女が初めて時計の技術の進歩に驚おどろいたのは、遊星歯車機構の機械式時計が誕生した十一世紀のころ。当時はアンジェも不老不死となって百年も経たっておらず、人の世の変わりように瞳を輝かがやかせる乙女であった。

　あれから数百年が経った今では、機械式時計も小型化が始まり、懐かい中ちゆう時計が流行はやるようになった。

　だが、この青年の手首に巻かれた、言うなれば腕うで時計とでも呼ぶべき代物は、流行の最さい先せん端たんである懐中時計よりもさらに小型で洗練されていた。貴族たちも物もの珍めずらしげに眺ながめているあたり、おそらく近いうちに小さな懐中時計を手首に巻くスタイルがヨーロッパの社交界を中心に流行り始めるだろう。

（伯爵カウントか……確かに謎なぞめいた男ではあるね……）

　曰いわく、作曲家でありヴァイオリニストである。化学と錬れん金きん術じゆつに精通した研究者である。世界旅行の経験によりあらゆる国の見識を持つ賢けん者じやである。

　そして、曰く、不老不死である。

　いつまでも若々しい見かけに反し、魔ま術じゆつの秘薬によって長ちよう寿じゆを得た伯爵カウントはすでに二千歳を超こえると噂うわさされており、古代の逸いつ話わをまるで見てきたかのように臨場感たっぷりに語るその姿に、あっという間にヨーロッパの社交界で知らぬ者のいない存在となった。

　アンジェが伯爵カウントと会おうと思ったのも、そんな噂を耳に挟はさんだからだ。

　もしも自分以外に『不老不死アンブロシア』に到とう達たつした魔術師がいるのなら──もしかすれば、長い長い人生の孤こ独どくに耐たえる苦しみが消えるのでは、と。あるいは、この長い長い人生を終わらせる術を知っているのでは、と。

　だが、実際に会ってみても、核かく心しんに触ふれるようなことはなにも言ってこない。

　伯爵カウントは先ほどから舞ぶ踏とう会かいの食事にまるで手をつけようとせず、豪ごう勢せいな御ご馳ち走そうを不潔そうに眺めているばかりだ。

「やれやれ、ここの食事は不衛生が過ぎる。とても食べる気にはならない」

「……不老不死であっても、空腹感は消えないものだよ。ただ餓が死ししないだけさ」

「はは。それは面おも白しろい話だ」

　アンジェの言葉を、果たして本気と受け取ったのか、それとも冗じよう談だんと受け取ったのか。仮面越ごしでは、どんな表情をしているかは今ひとつ読み取りにくい。

「ともかく、この時代の食べ物は口に出来て精々、パンと麦くらいなものだ」

「それはまた好き嫌いの激しい……どんな育て方をされたのやら……」

「──さあ、どうだろう。僕はフラスコの中で生まれたからな」

　饒じよう舌ぜつに喋しやべっていたくせに、そんな冗談を最後に、それきり伯爵カウントは押し黙だまってしまう。

　しばらくすると、豪ごう奢しやなドレスで着飾った魅み力りよく的な淑しゆく女じよたちが伯爵カウントのもとに集まり始め、彼に占うらないをせがみ始めた。ほとんどが十代や二十代といった年とし頃ごろだ。伯爵カウントは淑女たちに囲まれ、大仰な語り口で未来を占い始める。

　三十年もすればこの国の王家は滅ほろびる──ギロチンが恐おそろしければ、家名も財産も放ほうり捨てて逃にげ出すがいい──そんな不ふ吉きつな予言を、淑女たちはこれっぽっちも本気にせず、きゃいきゃいと無む邪じや気きに怖こわがりながら聞いていた。

「……所しよ詮せん、貴族お抱かかえの道どう化けのような男か」

　わざわざ魔術まで使って舞踏会に出席したが、とんだ無む駄だ足あしだ。マスクを外して退席するアンジェの表情は、期待外れの結果に終わった出会いに対する、失望と諦てい観かん。

　だが、隠れてその場を抜け出していたのはアンジェだけではない。

　彼女が足を踏ふみ入れた、月明かりの満ちる中庭。

　そこに、先回りしていた伯爵カウントが待ち構えていた。

「きみのことも予言しておこう。そうだな……今から三百年以上先の話になるが、きみは遥はるか東のとある島国で、奇き妙みような少年と出会うだろう。楽しみにするといい」

「……冗談も休み休み言え。そのころには死んで──死ねていなければ困る」

　いくらアンジェが苛いら立だたしげに目を細めても、仮面に隠された相手の顔は窺い知れない。

　サンジェルマン伯はく爵しやくと呼ばれたこの男は翌年にフランスから追放され、その後アンジェと会うことはなかった。ただ、彼が去った後も妖精のワインは残り、およそ三十年後にフランス革命が起きたころには、彼女の口によく合う好ましい味になっていた。

　それが、魔法暦れき七〇年にブランとアンジェが出会う、三百年も昔の話。








第一章　四魔王フオーテリブル









　新天地アルテナの魔都に存在する魔術教育機関ウエノ学園。

　学園で毎年開かい催さいされている魔術文化祭、その七日間にわたる開催期間の最終日を飾るグランドフィナーレは、例年、名物の花火大会で締めくくられている。

　魔力光を帯びた幻げん想そう的な色とりどりの花火が打ち上げられ、夜空を真っ白に染め上げる。この地の住人たちは、学園のみならず魔術師の都の各所からその光景を見上げ、感かん嘆たんのため息をこぼす。

　が、しかし。

　魔都にただふたり、夜空の絶景を仰あおぐことなく対たい峙じする人ひと影かげがあった。

「さあ──盤ばん上じように駒こまを並べろ、ブランドン・ブラックバーン」

　ひとりは、真紅の魔術ローブに身を包んだ少女。

　古めかしい魔女めいた三角帽ぼう子しを被かぶったその少女は、年若い外見からは想像もできない長い歳月を生きてきた、不老不死の大魔術師。

「本気かよ、師し匠しよう」

　対峙するは、稀け有うなことながらもその身を屋外へと晒さらしている、黒くろ髪かみの少年。アルテナの平和を守る魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』の主あるじにして、オリハルコン位階を有するひきこもりの魔術王。そして今や、目の前の少女に弟子でし入りし、大魔術師見習いとなった身だ。

　ブランドン・ブラックバーンと、その宿敵にして師匠、アンジェラ・アンブロシア。

　互たがいの瞳に宿る宝石のような魔力の輝きは、ブランが清せい浄じようなる『青生生魂ブルーオリハルコン』、対してアンジェは禍まが々まがしい『緋緋色金レツドオリハルコン』だ。

「……本気だとも」

「あいよ。だったら、おれも本気でやらせてもらう」

　夜空に打ち上げられた閃せん光こうが互いの横顔を照らす中、ブランは手にした七シチ支シ刀トウを用い、六つの聖遺物を己の手元へと魔術転送する。

　まずはアルテナの三種の神器たる剣けん・鏡・玉の三つの玉璽レガリア級聖遺物、草クサ薙ナギノ剣ツルギ、八咫ヤタノ鏡カガミ、八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマ。

　次いで、九きゆう尾び狐ぎつねの妖力を宿した殺セツ生シヨウ石セキ。仙せん丹たんの材料とされ遠い異国では賢者の石の名で呼ばれた辰シン砂シヤ石セキ。そして、アルテナ最古の字書と言われる篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギ。

　そのどれもが、膨ぼう大だいな魔力を秘ひめた、ブランの我流術式の鋳い型がただ。

「キャストオン！　七詠唱セブンキヤスト！」

　我流術式『分身鋳造シヤドウキヤスト』。

　七支刀を掲かかげたブランの呪じゆ文もんに応じ、六つの聖遺物が夜空の閃光にも劣おとらぬ魔力光を発し、その姿を人型へと変えていく。メガネをかけたブランそっくりの学生服姿の少年を筆頭に、老ろう若にやく男なん女によ取り揃そろえた魔術王の分身シヤドウたちへと。

　瓜うり二ふたつの姿を持つ、近接格闘型分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』。

　青年期の姿を持つ、禁呪搭載型分身シヤドウ『黒魔導師ウオーロツク』。

　幼少期の姿を持つ、万能支援型分身シヤドウ『錬金術師アルケミスト』。

　老年期の姿を持つ、広域探索型分身シヤドウ『大賢者ワイズマン』。

　女性体の姿を持つ、隠密潜入型分身シヤドウ『魔女ウイツチ』。

　最後に、幼おさな姉あねの姿と魂たましいを持つ、全知全能型分身シヤドウ『女王クイーン』。

　ブランを含ふくめた七人の魔術師たち──

　集結した彼らの姿を前に、アンジェは懐なつかしげにほほえむ。

「この光景……私とキミのかつての戦いを思い出してしまうね……」

　一度は敗北を喫きつした相手に対し、しかしアンジェの面持ちには余よ裕ゆうさえ感じられた。

「だけど……今夜はあの日のようにはいかないよ……！」

　言って、今度はアンジェが聖遺物を取り出す。それらは、彼女が本来愛用しているエルミタージュ帝てい国こくの玉璽レガリア級聖遺物『ファベルジェの卵』ではなかった。

　北ほく斗と七しち星せいを刀身に刻んだ魔剣。

　奇き怪かいな機械の残ざん骸がい。

　精せい巧こうな髑どく髏ろの水晶細工。

　錬金術アルケミーの奥おう義ぎを記したエメラルドの石版。

　アンジェはそれら四つの聖遺物に、ありったけの魔力を注ぎ込む。

　その工程はまさに、魔術文化祭でのブランとスティーヴンとの戦いの最さ中なか、彼女が盗ぬすみ取ったブランの『分身鋳造シヤドウキヤスト』のようで──しかし、決定的に違ちがう点がひとつ。

　歌うように紡つむがれている呪文は連文詠唱。アンジェは今、己おのれの意識を、人格を、そして魔力を、喜き怒ど哀あい楽らくの感情とともに四つに裂さき、単独で大魔術詠えい唱しようを行っていた。

　奪うばい取った好敵手の我流術式を、大魔術師が持てる秘術の全すべてを尽つくし、この数日間のうちにさらなる高みへと昇しよう華かさせた大魔術──『化身アバター鋳造キヤスト』。




「──キャストオン、四魔王フオーテリブル」
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　ブランとアンジェの師し弟てい対決が開始された同時刻。

　魔術文化祭最終日を飾かざる附与魔術エンチヤントの粋すいを尽くした花火の熱気に沸わくウエノ学園の中庭に、群ぐん青じよう色いろのポニーテールの少女、デュセル・デュランダルの姿はあった。

　彼女は今、夜の出店で買ってきたポップコーンを口いっぱいに頰ほお張ばったまま咀そ嚼しやくすることも忘れ、爆ばく発はつの連続によるフラッシュで白く染まった夜空と、大スクリーンじみた空に次々と大輪の花を咲さかせているカラフルな魔力光に、すっかり見入っている。

　瞬まばたきさえ忘れてしまったかのように見開かれ、次から次へと打ち上げられる花火をひとつたりとて見み逃のがすまいとする彼女の『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳ひとみは、感極きわまって輝かがやいていた。

「ふぁにこれすごい。すごい」

　感動のあまり言葉にならない様子だ。

　いや、実際のところはポップコーンが邪じや魔まで喋しやべれないだけなのだが、彼女が今までの人生で目にした花火は、幽ゆう閉へいされたロンドン塔とうから独り寂さびしく眺ながめてきた、遠くて小さなものばかり。

　火薬も魔力も出し惜おしみなく注ぎ込まれたウエノ学園自じ慢まんの傑けつ作さく花火の数々を間近に見上げるのは、当然初めてのこと。感動もひとしおだろう。

「デュセルさん、お口の中のものを吞のみ込んでから感想を口にしてはいかがかしら」

　と、デュセルの隣となりに座るステラ・スティングレイが、金髪ブロンドの束ね髪シニヨンを揺ゆらしながら、おっとりとした口調でたしなめた。

「もう、デュセルさんたら、口元にポップコーンのかけらがいっぱいです。ほら、拭ふいてあげますから」

「んー、ありがとステラ」

　ふたりの周囲で大勢の生徒たちが花火を見上げてやんややんやと騒さわいでいるが、集中しているデュセルの耳には入らないらしい。無邪気なその様子に、彼女の口元をハンカチで拭ぬぐってやったステラが、にっこりと笑った。

　デュセルとステラ、敵対関係にあるルーヴル王国とメトロポリタン合衆国のエージェント同士だが、この魔術文化祭の間にすっかり仲良くなっていた。

　デュセルは先日の一件で、実は子ども時代に一度出会っていたステラが、自分のためにこの十年手紙を出し続けてくれていたことを知った。さらに、ステラが聖遺物奪だつ取しゆの任を解かれたことで争う理由も完全に消えた。

　今のデュセルとしては親友がひとり増えた気分だろう。最高の心地に違いない。

「あ。そーいえばブランは？」

　最後の極大花火の打ち上げが終わり、その最中は興奮のあまり手元のポップコーンを取り落としていたデュセルは、子どものような顔つきでパチパチパチパチパチと拍はく手しゆしながら、大切なことを思い出した。

　ステラは隣にいるが、もう片方の隣にいて欲しいはずの少年の姿がない。

「うふふ、この人だかりですから、どこかで迷ってしまったんでしょうね」

　いっしょに観みる約束だったのだが、敷しき地ち内は大勢の花火見物客で足の踏ふみ場もない大混雑ぶりだ。デュセルたちのいる場所まで辿たどり着けなかったとしても不思議ではない。

「ふーんだ。ブランともいっしょに観たかったのにー」

「それはわたくしもです」

　ポップコーンを食べ終えたのにまたもや頰を膨ふくらますデュセルと、その横で頰に手を当てて残念そうにため息をこぼすステラ。

　と、そのとき。ふたりの少女たちはほぼ同時に気がついた。

　花火が終わり、煤すすけた火薬の臭においが薄うすれていくとともに、帰り支度じたくを始める大勢の一いつ般ぱん来場客たちが雑然と移動を始めた、そんな矢先──

　本来の闇やみ夜よを取り戻もどして黒く染まる空の下。学園から遠く離はなれた、ふたつ並んだ摩ま天てん楼ろう。その合間を高速で飛び交かい、すぐまた闇へと消えた、影かげと影。

　片や少年。片や少女。ともにウエノ学園の学生服姿で、メガネをかけている。

「我が身は加速する！」

　少年──ブランの分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』が、吠ほえるように呪文を唱えた。

　瞬しゆん間かん、爆発的にスピードを加速させたスケアクロウの攻こう撃げきが、少女へと迫せまる。

「私に追いついてくるとは……実に喜ばしい」

　が、少女は余裕の面おも持もちのまま、双ふた子ごのように並ぶ摩天楼の壁かべと壁とを三角跳とびで駆かけ上がり、スケアクロウの追撃を搔かい潜くぐる。

「我が身は空を蹴ける」

　同時に、少女は呪文を唱えて大きく摩天楼の壁を蹴り、あろうことか空気を足場にスケアクロウが迫る後方へと接近。文字どおり物理法則を捻ねじ曲げた軌き道どうとともに、少女は上空から高速のかかと落としを見み舞まう。

「空気密度を凝ぎよう縮しゆくさせて足場にしたのか!?」

　頭上から重く鋭するどい一撃を喰くらい、スケアクロウは敵の魔術と格闘術に驚きよう愕がくさせられたまま、地上へと真っ逆さまに蹴り落とされた。

　さらにメガネの少女は、赤毛の三つ編みを風に弄もてあそばせながら、再び虚こ空くうを蹴り、落下するスケアクロウを追撃する。上下感覚が麻ま痺ひするような虚空に身を躍おどらせたまま、少女は足場もないのに己の重心を固定させ、八はつ極きよく拳けんの構えから拳こぶしを繰くり出す。

　速く、そして重い拳が、スケアクロウの腹部を穿うがつ。

　スケアクロウは未いまだ落下中で、空中で踏ん張るなど不可能だった。衝しよう撃げきとダメージをまともに受け、そのまま地上へと叩たたきつけられる。

　一方、必殺の一撃を見舞った少女は、涼すずしい顔で地面へと着地する。

　主と同じ切れ長の『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔ま眼がんをズレたメガネで隠かくし、ウエノ学園の女子制服を身に纏まとい、長い赤毛を蠍さそりの尾おのような三つ編みに束ねた、その少女──

　アンジェと瓜うり二ふたつの姿を持つ化身アバターは、勝ち誇ほこるようにミステリアスな微び笑しようを浮うかべた。

「近接殲滅型化身アバター、七星剣グランシヤリオの『女帝エンプレス』」




　スケアクロウたちの戦いを一望できる、ふたつの摩天楼のうちの一方の屋上。

　そこには、敵の性能を見定めるべく透とう明めい化の魔術で姿を隠した、ブランの分身シヤドウ『魔女ウイツチ』が潜ひそんでいた。魔術師同士の戦いという域を超ちよう越えつした異次元じみた格闘戦を前に、その一部始終を録画していたウィッチも冷や汗あせを禁じ得ない。

「今のスケアクロウは三種の神器を鋳型にしていて、最弱時代とはわけが違うのに」

　スケアクロウの戦闘能力を同じ土俵で凌りよう駕がせしめたアンジェの化身アバター。その恐おそるべき性能に、ウィッチは透明になって隠れたまま、忌いま々いましげに歯ぎしりをこぼす。

　と、そのとき。誰だれにも気け取どられるはずのないウィッチの胸のあたりが、突とつ如じよとして、不思議な違い和わ感かんに襲おそわれた。

「なんか、むにゅ？　って感かん触しよくが……」

　奇き妙みような感触に、ウィッチは首を傾かしげて胸むな元もとを見下ろす。

　こと魔術的なステルス性能にかけては七詠唱セブンキヤストでも随ずい一いちを誇るウィッチの、隠れた自慢である程ほどよい大きさの美乳。

　その美乳が、驚おどろくべきことに、むんずと無ぶ遠えん慮りよに揉もまれていた。

「ぅぎゃああああああああああっ!?」

　背後の正体不明の腕うでを振ふりほどき、ウィッチは涙なみだ目めで悲鳴を上げながら飛びすさる。

「揉まれた！　揉むのは好きだけど揉まれるのは嫌きらいなのに！」

　勢い余って屋上の床ゆかをごろごろと転がりながら、ウィッチは今まで自分が潜んでいた物もの陰かげから距きよ離りを取る。

　が、先ほど確かに何者かが胸を揉んできたはずなのに、その姿は影も形もない。

　考えられる可能性はひとつ。ウィッチと同等のステルス性能を誇る敵が、同じように透明化魔術で姿を隠しているに違ちがいない。

「やいこら！　出てきやがれ！」

　銀ぎん髪ぱつのツインテールを逆立て、ウィッチは誰もいない物陰へと吠えたてる。

「そう怒おこらないで欲しいね。そもそもキミの本体は男の子だろうに。お近づきの記念のつもりの、ちょっとしたコミュニケーションじゃないか……」

　そうして姿を見せる、朱しゆ色いろの執しつ事じ服姿の少年。性別こそアンジェと違えども、切れ長の瞳をさらに細めた糸目の『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔眼を始め、外見の大部分の印象は実に似通っている。

　怒ど髪はつ天てんを衝つくウィッチに対し、少年は軽く肩かたをすくめてみせた。

「私は主マスターの男性体、そしてキミはブラン君の女性体。同じ異性体同士、これから仲良くしていきたいだけさ」

　正体不明の敵を前に、怒いかりながらもウィッチは冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきしていた。ウィッチにも気づかれない隠おん密みつ機能を有している以上、眼前の少年型化身アバターは同タイプに違いない。

（……あれ？　でもこちらの位置を把は握あくされたってことは、ワイズマンみたいな魔力探知や観測タイプだったり？　でもそれならどうして透明化や気配遮しや断だんまで……）

　が、ミステリアスに佇たたずむ敵を前に、ウィッチの思考が揺れる。

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

　そんな中、対たい峙じする両者のもとへ新たな人影が現れた。七詠唱セブンキヤストの中で唯ゆい一いつアンジェやその化身アバターたちと同じ『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳を有する、ブランの分身シヤドウ『黒魔導師ウオーロツク』だ。

　ウォーロックは黒ずくめの外がい套とうから二丁魔ま銃じゆうを取り出し、敵化身アバターに対して強力無比な雷らい撃げきの禁きん呪じゆを放つ。

「紛まがい物の緋眼堕ちレツドのオリハルコンか……実に腹立たしい」

　アンジェの少年型化身アバターは、同じ雷撃の禁呪でこれを相そう殺さい。

　そして、ウィッチに向けていた友好的な薄ら笑いを一変させ、冷え冷えとした敵意をウォーロックへと向ける。

「やいこらウォーロック、助けに来るのが遅おそい！　おっぱい揉まれた！」

「お前の胸など知ったことか」

　口ではそう言いあいながらも、ウィッチとウォーロックは並んで敵へと向き直る。

「いいだろう。なら、私の性能を披ひ露ろうしようじゃないか！」

　対する化身アバターは、細めていた糸目を僅わずかに開眼。次の瞬間、ウィッチたちの足元にいくつもの魔法陣が浮かび上がった。

　それもただの魔法陣ではない。『七つの魔法セブンキヤスト』に連なる七大魔術系統のうち、触しよく媒ばいさえ揃そろえば無詠唱で術式を起動できる唯一の魔術──錬金術アルケミーによる錬れん成せい陣じんだ。

「いつの間に錬成陣なんか仕込んで!?」

　動揺するウィッチたちの足場が、一瞬のうちに崩くずれる。

　錬成による分解と、術者が望む形への再錬成。その術式工程を利用して、敵はブランの分身シヤドウたちの足場を瓦が解かいさせたのだ。

　予想外の不意打ちに、ウィッチとウォーロックの姿は摩天楼の内部を突き抜ぬけ、落下。回かい避ひ行動に移る暇ひまもない、あっという間の出来事だった。

　落ちていくウィッチの顔が驚愕に歪ゆがむ。なにせ相手は自分並みのステルス性能に加え、ワイズマンが得意とする索さく敵てき能力、さらには、錬金術アルケミーに特化したアルケミストと同等の錬成能力を有していたのだから。

「そんなの反則だーっ！」

　ウィッチの悲鳴が尾を引いて遠ざかっていく。

　もちろん、アンジェの男性体の姿を持つ化身アバターが、七詠唱セブンキヤストの各メンバーが搭とう載さいしている特化機能の全すべてを有している、というわけではない。アンジェがこの化身アバターに搭載させた機能は、状況に応じて他者の特性をコピーする能力だ。

　遥はるか眼下に落下していくブランの分身シヤドウたちを見下ろしながら、少年型化身アバターは再び、ことさらに瞳ひとみを細める。

「能力模倣型化身アバター、紀元前機械アンテイキテイラの『道化師ジヨーカー』」




　ふたつ並んだ摩天楼のもう一方。その屋内では、分身シヤドウ『大賢者ワイズマン』がサングラスでも隠しきれない苦々しげな目つきで周囲を警けい戒かいしていた。

「まったく、老体をいたぶってくれやがるぜ！」

　複雑に入り組んだ通路の袋ふくろ小こう路じに追い込まれたワイズマンは、学園での老紳しん士しとしての立ち振ふる舞まいをかなぐり捨て、荒あら々あらしく憤ふん慨がいの声を上げた。

　アンジェが鋳ちゆう造ぞうした化身アバターは四体のはず。しかし今、索敵に長たけたワイズマンのレーダーには十数体に及およぶ魔力反応が示されている。他の七詠唱セブンキヤストはワイズマンを追いつめている化身アバターとは別の三体と交戦中、これは間違いない。魔力探知は正確に機能している。

　本来の算段なら一いつ騎き打うちのはずだった。にもかかわらず突如としてレーダー上の敵の数が膨ふくれ上がり、ワイズマンは防戦どころか逃にげの一手を選せん択たくせざるを得なくなってしまっているのが現状だ。

「ええい、やつの特化機能はいったい……？」

　と、焦あせるワイズマンの前に、静かな靴くつ音おととともに人影が現れる。

　不老不死のため本来は歳としを取らないアンジェが、仮に二十代まで成長したら──そんなもしもの妙みよう齢れい期の姿を持つ、妖あやしげな美女。主あるじが好む真しん紅くを薄うすめたオレンジ色の裾すその長い魔術ローブを纏まとったその肉体は、匂におい立つ色いろ香かとともに、ステラにさえ匹ひつ敵てきしかねない魅み惑わく的なボディラインを兼かね備えていた。

「あの若作りババアめ、見み栄えを張るのも大たい概がいにしやがれ」

「実に哀かなしいですね……そうしてむやみに相手の品性に疑いの目を向けるのは。主マスターの肉体が成長することがあれば、私のようになるのは明々白々ですが」

　ワイズマンの指し摘てきに、美女は哀しげに眉まゆをひそめた。

「口の悪いご老人には、おしおきが必要ですね」

　そうして妖よう艶えんに笑うとともに、切れ長の緋ひ色いろの瞳が細められ、ワイズマンが感じていた周囲の魔力反応が急増していく。反応は雑多で、保有魔力もそこまで高くはない。しかし数の多さが問題であった。

「キャスト・エヴォケーション」

　戦せん慄りつするワイズマンを前に、美女が呪文を唱える。同時に、魔力反応の原因と思おぼしき無数の低位聖遺物が、紅ルージユの魔力光に包まれるとともに次々と人型を形成していく。

「さあ、お行きなさい、私の造りだした簡易分身シヤドウ──可愛かわいい歩兵ポーンたち」

　美女に命じられるまま、彼女の姿を模した十数体の分身シヤドウたちが、ワイズマンへと押し寄せる。妖艶な風ふう貌ぼうに似合わぬ、まるで老教授の肉体を挽ひき肉にでもするかのような、数の暴力に任せた凶きよう暴ぼうな殺さつ到とうぶりだ。

　ワイズマンの魔力探知機能は、すぐにも敵の魔術の仕組みを理解した。間違いなくブランが得意とする『分身鋳造シヤドウキヤスト』──しかし、そんなことがありえるのか。

　この我流術式はあまりに複雑すぎるため、術者の自我の複製が宿るのはあくまで最初の鋳造工程のみ。分身シヤドウたちが術式を真ま似ねてみても、分身シヤドウの造った分身シヤドウは自我が宿らず、出来上がるのは正しよう真しん正しよう銘めいの人形フイギユアでしかない。実際、ブランを除いた七詠唱セブンキヤストの誰にも『分身鋳造シヤドウキヤスト』の模倣をすることは出来なかった。いくらアンジェの『化身アバター鋳造キヤスト』が大魔術でも、あくまでブランの我流術式の理論を根底に置いている以上、その条件が覆くつがえるはずはない。

「まさか……死霊術ネクロマンシーで低級霊れいを憑ひよう依いさせて動かしてやがるのか！」

　歩兵ポーンたちの攻こう撃げきを避さけながら、術式解析を終えたワイズマンはたまらず叫さけんでいた。

　分身シヤドウが持つ憑依機能を利用し、降霊術でもって、自我という決定的に足りないパーツを死し霊りようで補う。それはまさに、脆もろい死体の代わりに強きよう靭じんな分身シヤドウの肉体を用いる高度なゾンビ製造法だ。

　美女型化身アバターは、大量の歩兵ポーン相手に苦戦するワイズマンの姿を前に、成り行きを他人ひと事ごとのように観戦しながら艶えん然ぜんとほほえむ。

「分身鋳造型化身アバター、水晶髑髏クリスタルスカルの『死霊術師ネクロマンサー』」




　ブランの分身シヤドウとアンジェの化身アバターの激げき闘とうが各所で続く摩ま天てん楼ろう。その姿がよく見える少し離はなれた公園に、複数の小さな人影があった。

「その、こういうの困るんだけど……」

　公園のベンチでなにやら訝いぶかしげに首を捻ひねっているのは『錬金術師アルケミスト』。

　そしてその隣となりには、ドレスを着た小さな幼女がちょこんと腰こし掛かけている。歳のころはアルケミストと同じ七歳児くらいだろうか。ドレスの色はピンクでフリルの色は白、モリガンの好むゴスロリ調ではなく、純然たる少ロ女リ趣ー味タファッションだ。

「ふふっ。アル君は、同年代の女の子とお喋しやべりするのは初めてなのかいっ？」

　おしゃまな口調で、幼女は隣のアルケミストへと明るく語りかける。

　リボンで結んだ主譲ゆずりの赤毛には、淡あわいピンク色が交じっている。しかし、眼まな差ざしには幼い容よう貌ぼうにあまりに不ふ釣つり合いな『緋緋色金レツドオリハルコン』の不気味な輝かがやきが宿っていた。その正体はアンジェの幼少期の姿を持つ化身アバター──『四魔王フオーテリブル』の名を冠かんする最後の一体だ。

「アル君の好きな食べものってなんだい？　私はねぇ、砂糖菓が子しが好きかなっ」

「ねえちゃんの作ってくれるものならなんでも……」

「ダメダメ！　シスコンは女の子に嫌きらわれちゃうぞ？」

　なのにどうしてか、アルケミストは戦いもせずに先ほどから幼女に言い寄られている。仲間たちが戦っているというのに、延々とイチャついているのだ。

「いいのかなあ……こんなことしてて」

「実に楽しくないかいっ？」

　悩なやむアルケミストと密着した幼女は、屈くつ託たくのない童女の笑えみを浮うかべている。

「ま、まあいいか……」

　同い年くらいの異性にベタベタされて、しかしアルケミストは悪い気はしていなかった。なにせ、他の分身シヤドウたちに比べて、アルケミストだけは絶望的にモリガン以外の異性と接する機会を持たないからだ。

　ひきこもりの主に代わって学園に通っているスケアクロウや、同じく学園で教授職を務めるワイズマンは言うまでもなく、ウィッチも女性体という利点を最大限に有効活用して美味おいしい目を見ている。ウォーロックも堅かた物ぶつそうに見えて、ブランたちの知らないところではよろしくやっているという噂うわさだ。

　だというのに、常にモリガンに過保護に扱あつかわれているアルケミストだけは、女の子とお近づきになる機会は皆かい無む。学園の初等部に通うことも出来ず、たまにデュセルやステラといっしょにいられる機会があっても、そういう場合は決まってブラン本人がしゃしゃり出てきて憑依してくる。たまったものではない。

「アル君、戦せん闘とうなんて楽しくないことに夢中な連中はほっといて、私たちはふたりで夜のデートを楽しもうよっ！」

「う、うん。そうだね、それがいいかも」

　異性に免めん疫えきのないアルケミストが、背せ伸のび感たっぷりの幼女のお誘さそいに引っ掛かかろうとした、ちょうどそのとき。

「だめーっ！　だめったらだめーっ！」

　突とつ如じよとして、ふたりの間にモリガンが割り込んできた。

「アルくんは、おねえちゃんのお気に入りなんだもん！　知らない女の子にほいほいついて行っちゃだめなの！」

　いつになく頰ほおを膨らませて、モリガンは敵の幼女をばしーんと突つき飛ばす。

「なにをするんだいっ！　この、痛いじゃないかっ！」

　対してベンチから転げ落ちた幼女型化身アバターは、ぐるぐるパンチでモリガン相手に応戦する。

　そうして始まったのは、お互たがい髪かみを引っ張り合い、ほっぺをつねり合い、脛すねを蹴け飛とばし合う、本気の子どものケンカだ。

「ちょ、ちょっと！　ねえちゃんたち落ち着いて！」

　アルケミストもなんとかふたりの幼女の仲をとりなそうとするが、彼女らのパンチやキックのとばっちりを受け、弾はじき飛ばされる。

「あっかんべーだ！　私を本気にさせたら、とっても怖こわいんだからねっ！」

　と、幼女型化身アバターはモリガンを睨にらみつけながら得意げに名乗る。

「奇跡代行型化身アバター、緑柱エメラルド石碑文タブレツトの『魔メ法イ少ガ女ス』だよっ！」
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　──激闘から一夜明けて、翌日。

「もう朝か……」

　ブランは自宅のベッドで目を覚ました。

　起きた瞬しゆん間かんからすでに、とてつもなく全身がだるい。筋肉痛と魔ま力りよく欠けつ乏ぼうがダブルで肉体と精神に負担をかけ、完全に満まん身しん創そう痍いの状態だ。

　首を動かすことさえ面めん倒どうだが、それでもどうにかこうにか時計を確かく認にんする。時刻は午前十一時。朝と呼ぶにはいささか太陽が昇のぼりすぎていた。

「あの若作りババア師し匠しようめ。なにが修しゆ行ぎようの一いつ環かんだ、なにが稽けい古こをつけてやるだ。年とし甲斐がいもなく大はしゃぎして総力戦なんか仕掛けてきやがって……」

　昨晩は、本当ならデュセルやステラと過ごす楽しい楽しい魔術文化祭の最終日のはずが、師匠であるアンジェの修行によって台無しになってしまった。

　稽古とは名ばかりの魔術勝負が終わった後、半はん壊かいした七詠唱セブンキヤストの修復に魔力を使い過ぎたため、ブランはこうして昼間まで眠ねむっていたというわけだ。

　疲つかれ切った顔つきでブランはぼやく。

「アンジェのきのうのはしゃぎっぷりは絶対、おれの『分身鋳造シヤドウキヤスト』をパクって編み出した『化身アバター鋳造キヤスト』とかいう大魔術のお披ひ露ろ目めというか自じ慢まんに違ちがいない」

　憎にくまれ口を叩たたいてはいるが、アンジェの『化身アバター鋳造キヤスト』は大魔術だけあって、彼の我流術式の上位互ご換かんとも言うべき術式完成度を誇ほこっていた。中でも特筆すべきは、四体の化身アバター全すべてが、アンジェと同じ大魔術師であることだろう。

　七詠唱セブンキヤストと四魔王フオーテリブルの激闘は夜よ更ふけまで続いたが、数の差では勝まさっていたにもかかわらず、終始ブランたちは劣れつ勢せいを強しいられていたほどの強敵揃ぞろいだった。

「きょうが文化祭の振ふり替かえ休日で良かった……。いやまあ、おれは授業があろうがなかろうが、どのみち家にひきこもるんだが」

　七日間ぶっ通しで魔術文化祭を開かい催さいしていたのだから、当たり前のことではあるが最終日の翌日は休校日となっている。

　しかし、ブランの六体の分身シヤドウのうち、『案山子スケアクロウ』と『大賢者ワイズマン』の二体は現在すでに学園に配置済み。前者は文化祭で展示していた美少女フィギュアの後片づけで、後者は教授職だけあって休校日にも仕事があるからだ。

　と、部屋の外から、「おはよー」という挨あい拶さつとともに、モリガンが朝食兼けん昼食の支度したくを始める物音が聞こえてきた。弟の起き床しようを敏びん感かんに察知し、弟の怠たい惰だなタイムスケジュールに合わせて食事を用意するのが彼女の日課だ。

「あいよ。いつものことながらサンキューねえちゃん」

　姉へと返事をし、大あくびを嚙かみ殺したブランは、今も変わらず体のだるさを感じながらも、分身シヤドウの遠えん隔かく操作コントローラーを手に取る。

　スケアクロウのモニターに映る学園風景は、文化祭が終わったというのに大おお忙いそがしだ。誰だれもが学園の後片づけに追われている。ステラを始めとした生徒会は当然として、各研究会の学生たちの姿が学園敷しき地ち内のそこかしこにある。

　ブランが操あやつる分身シヤドウはというと、爆ばく睡すいしていた主あるじに代わって、朝から黙もく々もくと展示室で美少女フィギュアたちの撤てつ収しゆう作業中。そんなスケアクロウの視界を通じてブランが窓の外の学園風景を眺ながめていた、ちょうどそのとき。

「おっはよー！　ブラン！」

　勢いよく教室の扉とびらが開くとともに、ポニーテールを弾はずませた少女が駆かけ込んできた。

「デュセル？　あいよ、おはよう」

　少女の来訪を合図に、ブランは遠く離れた自室から意識を分身シヤドウに憑ひよう依いさせ、メガネを外して親友を出で迎むかえる。

「ブランの憑依を確認！　えいやー！」

　憑依の有う無むを目ざとく確認してから、デュセルは恒こう例れいの抱ハ擁グ＆頰タッチビズを行う。

「デュセル、その格好はいったい……？」

　普ふ段だんなら、これでもかと押しつけられる巨きよ乳にゆうの感かん触しよくにデレデレと相そう好ごうを崩くずすはずのブランだが、今は怪け訝げんそうに首を傾かしげていた。

　それもそのはず、突とつ然ぜん抱だきついてきたデュセルの格好がいつもと違う。

　学園の制服でもなければ私服でもない。

　古き良きアルテナの伝統衣い装しよう──浴衣ゆかただ。

「これ？　アルテナの花火大会だとこーゆー格好がふつーなんでしょ？」

　浴衣姿のデュセルは、ブランの両りよう頰ほおにちゅっちゅっと自分の頰を交こう互ごにくっつけたあと、不思議そうな面おも持もちで少年の顔を覗のぞき込む。

「いやそうだけど、だからどうして浴衣を着ているのか聞きたいんだが……」

　そう言ってデュセルの姿をまじまじと見つめるブラン。

　普段どおりのポニーテールとはいえ、浴衣姿だと襟えり元もとのうなじが強調されて、すこぶる色っぽい。それに薄うすい生き地じ越ごしにノーブラで抱きつかれると、制服時より破は壊かい力が一層強まった感じがする。なおかつ帯に乗っかった巨乳の谷間もはっきりと見える。

「【●ＲＥＣ】」

　口にした疑問の返事も待たず、ブランはすかさず録画機能をＯＮにした。

　一方、デュセルはブランの問いかけに小首を傾げたまま、再度自分の姿を見下ろす。

「だって、きのうブランといっしょに花火大会見られなかったじゃない？」

「まあな」

「それって悔くやしいじゃない？　ブランも残念だなって思うでしょ？」

「まあな」

「なら、もっかいやり直そうって考えるのは自然なことでしょ？」

「…………え？」

「今ごろお姉さまたちが、あたしの注文どおり花火の手配をしてくれているはずだから。打ち上げなんかはＭＩ７に任せるし。今夜には、ルーヴルの国家予算を使ってきのうより数倍豪ごう華かな花火大会をやる手て筈はずよ。で、あたしたちはそれを特等席で観みるの」

　にっこりとほほえむデュセル。

「い、いくら親友同士で観たかったとはいえ、まさかやり直しを要求されるとはアルテナの風物詩も夢にも思うまい……」

　対してブランの顔は完全に引きつっていた。

「ときにデュセル。一応聞いておくが、学園長の承認は取ったのか？」

「学園長？　ううん、会ったこともないけど」

「風物詩とはいえ、あの花火大会も学園行事の一環だ。やり直すからには責任者の許可がいるわけで──」

「じゃあ許可を取って来るわね！」

　ブランの言葉を待たず、浴衣のまま教室を飛び出すデュセル。

　そうして数分後。

「……学園長、いなかった。ふーんだ」

　しょんぼり顔のデュセルが戻もどってきた。学園長の不在に、浮うかれ気分が消しよう沈ちんしたのだろう。服装もいつもの制服姿に着き替がえ終えている。

「まあ、あのひとは大たい抵てい留守だからな……」

　苦笑いを浮かべつつも、そっと安あん堵どのため息をこぼすブラン。

「それにしてもデュセル。お前って、おれとスケアクロウの違いや、スケアクロウにおれが憑依しているかどうかも分かるのか？」

　と、彼はふとした疑問を口にした。

「ふふーんだ、あったりまえじゃない。だって親友だもん。魔術なんか使わなくたって、顔を見ただけで分かるんだから。最近だと、ウィッチや他の分身シヤドウに憑依している場合も見分けられるようになったのよ」

「そりゃすごい。素す直なおにびっくりだ」

　得意げに満面の笑みをたたえるデュセルの言葉に、ブランも思わず感心。

「ところで、どうして振替休日なのに学園に？　デュセルは展示とかしなかったんだから、片づけに駆り出される必要もないだろ？」

「ブランの撤収作業をお手伝いしにきたの」

「なんていいやつなんだ……さすがは親友……」

「で、後片づけをさっさと終わらせたらー、まずはアルテナ三ツ星レストランのランチに行くでしょ？　食後は魔都の『御インペリアル所・パレス』の公園でお散歩してー、そうそうルーヴル大使館にいるお姉さまたちがブランをちゃんと紹しよう介かいしろってうるさいのよ。で、ディナーはそうね、またステラの客船にお邪じや魔まして三人仲良く──」

「いやもう明日から平常講義が始まるっての。どんだけ遊び倒たおすつもりだ」

　しかし、友だちと遊ぶ計画についてとなると途と端たんに早口になるデュセルに対し、ブランは呆あきれたため息をこぼす。

「おれはとっくに文化祭疲れでへろへろだよ……」

　開催初日のステラの父スティーヴン・スティングレイとの戦いに始まり、以降の日程は、昼にデュセルやステラとのデート、夜はアンジェとの修しゆ行ぎようが、ほぼ毎日続いていた。

　そのあまりのハードスケジュールぶりには、ブランも早々に音を上げてしまっている。なんとか全日程をこなしたものの、体力には自信のない生きつ粋すいのひきこもりだけあって、とっくに肉体の限界を迎むかえていた。

「こうして分身シヤドウを使って後片づけをしているものの、おれ本人はもう一歩も動けず自室のベッドで安静にしてなきゃいけない状態なんだ……」

「でも、部屋から一歩も外に出たがらないのはいつものことじゃない」

「おうよ！　なにせおれは完全無欠のひきこもりだからな！」

「ふーん。じゃあ、看病しに行ってあげよっか？」

「……え？」

「家の場所を教えてくれたら、今すぐにでも駆けつけるわよ」

　何気ないデュセルの気き遣づかいに、ブランはぽかんとした面持ちを浮かべる。

　七歳のころから昼夜の区別もつかないのっぺらぼうな生活を続けて、ひきこもり人生も早十年。自宅に友だちを誘さそうなんて機会は、今まで一度もなかった。

「デュセルが、おれの家に？」

　先日アンジェが勝手に自宅に押し掛かけたことなどすっかり失念した様子で、ブランは驚おどろきの面持ちでデュセルの顔をまじまじと眺めた。

「べ、別に、ブランが家の場所を秘密にしておきたいつもりなら、あたしもこれ以上は尋たずねないからね。だってほら、七詠唱セブンキヤストの本ほん拠きよ地ちでもあるわけだし、教えたくないっていうブランの気持ちも充じゆう分ぶん分かるから──」

「いや、そういうわけじゃないんだ。ただ、いきなりだったから驚いただけで」

「……」

「……」

　照れ隠かくし気味にはにかみつつ、ふたりはそわそわと落ち着かない様子ながらも手早くフィギュアの片づけを終えた。ブランは突とつ然ぜんの申し出に戸と惑まどい、デュセルは自分が変なことを言ってしまったと思い込んだのか、それきり話は続かなかった。

「そ、そーだ！　生徒会も撤収作業してるんでしょ？　ステラの様子を見にいかない？」

「あ……ああ、あいよ。おれは構わないぜ」

　そうしてふたりは教室を後にし、生徒会室へと移動する。

　きのうまでは至るところで目についた文化祭の飾かざりつけも取り払はらわれ、学館内はすっかり平常時の状態に戻ろうとしていた。が、事後処理はまだまだ残っているらしく、休校日だというのに生徒会室からは慌あわただしい声が聞こえていた。

　軽いノックだけで返事も待たずに室内へと足を踏ふみ入れるデュセルと、こそこそと隠れるようにその後ろに控ひかえたブラン。

「あら？　デュセルさんにブランさん。おはようございます」

　そんなふたりをおっとりとした微び笑しようで出迎えたのは、『星条青玉スターサフアイア』の垂れ目を温和そうに細めた生徒会長、ステラだった。

「おっはよー、ステラ！」

　と、デュセルはステラの姿を見つけるなり、駆け足で彼女にも抱ハ擁グ＆頰タッチビズを敢かん行こう。
















「ちょ、デュセルさん？」

　突然抱きつかれたステラは、あたふたとした様子で顔を赤らめる。

　今のところブランやステラとしか交かわさないデュセル流の親友への挨あい拶さつなのだが、友人関係になってまだ数日、同性とはいえステラも未いまだに慣れていないようだ。

　ふたりの少女の仲なか睦むつまじい様子に対し、ブランの視線が注がれている先──

　魔ま力りよくで維い持じされノーブラでも最善の形状を保っているデュセルの巨乳とステラの爆ばく乳にゆうが、互たがいにぶつかり合い、揃そろってぐにゅんと押し潰つぶされている。

（あそこに挟はさまれたい……）

　羨せん望ぼうの眼まな差ざしでガン見し続けるブラン。

「よし【●ＲＥＣ】」

「ブラン？　今なにか言った？」

「別に。ただの独り言」

　背後を振ふり返ったデュセルの問いかけに、ブランはそ知らぬ顔で誤ご魔ま化かした。

　首を傾げたデュセルはようやくステラの体を離はなし、密着体勢のせいで押し潰されていた巨乳も解放されて本来のかたちに戻る。

「あの、デュセルさんとブランさんは、今までこんな大だい胆たんな挨拶をしていたんですか？」

「そーよ。だって親友同士だもん。親密な挨拶はふつーのことでしょ？」

「……こほん。それでしたら──」

　すると、突然ステラがブランの手を引いた。

　予期していなかった不意打ちに、ブランはステラへと引っ張られる。

「えいっ」

　次いでステラからの抱ハ擁グがブランを襲おそう。

　緊きん張ちようのあまり彼女は顔を真っ赤にして目を閉じてしまっているが、本人の慎つつましさに反して、押しつけられた爆乳の自己主張ぶりは強きよう烈れつだ。

「えいっ、えいっ」

　さらに、密着したままブランの左右の頰に、見よう見まねのぎこちない頰タッチビズを交こう互ごに繰くり返すステラ。

　抱きつかれているブランはというと、突然のことに完全に硬こう直ちよく中だ。それでなくとも、ステラほどの爆乳の持ち主に抱きつかれて平然としていられる男は、ポーカーフェイスを崩くずさない彼女の父親くらいなものだろう。

「こ、こんな感じでよろしいのかしら？」

「動きがかたいわねー。手本を見せたげる、こーするの」

　今度はデュセルがステラからブランをひったくり、再び抱ハ擁グ＆頰タッチビズ。

「なるほど。こうですね？」

　続けざまにステラがデュセルからブランを取り戻し、三み度たび抱ハ擁グ＆頰タッチビズ。

「待って！　これ以上続けられると、おれの理性がどうにかなってしまう！」

　これにはブランもたまらず悲鳴を上げた。

　普ふ段だんはこういう場面でも生身の肉体でなかったことを悔くやむ程度だが、このときばかりは分身シヤドウの肉体を使っていた自分を呪のろい、ついでに、全身筋肉痛になるほどのスパルタ修行を押しつけてきた師し匠しようのアンジェを呪った。

　しかし、ステラ相手にこんなことをしていると、普通なら彼女に心しん酔すいしている副会長がぎゃんぎゃんと吠ほえたてて苦言を呈ていしそうなものなのだが──

　ふと、ブランの視線が生徒会室の一番奥へと向けられた。

　そこにあったのは、ひとり用の革かわ張ばりのソファーだ。ひと目で高級仕立てと分かる素材で、リラックス効果の高い附与魔術エンチヤントさえ施ほどこされている。無論、学生たちが利用する生徒会室には分不相応な高級品だ。

　ブランやデュセルの知るステラという少女は、確かに大だい富ふ豪ごうではあるが、これ見よがしにあんな私物を持ち込んだりはしないはず。だからこそ、その人ひと柄がらが慕したわれているのだ。

　では、そのソファーに座っているのは誰だれかと言うと。

「む？　誰かと思えばブランドンではないか。いたのか」

　それは、ブランにとっては幼おさな馴な染じみにあたり、学内でも密ひそかにポンコツとして知れ渡わたっている、誰あろう副会長だった。

「貴様のような怠たい惰だでだらしのないクズ石が、この生徒会室になんの用だ。言っておくが我々生徒会は多た忙ぼうの身、貴様の暇ひま潰つぶしに付き合ってやる時間などないぞ」

　彼女は『水宝玉アクアマリン』の瞳ひとみを不ぶ躾しつけにブランへと向ける。

「いや……お前こそなんだよ、特にそのソファーは」

「今のわたしは、おっっっ金持ちだからな」

　なぜか、お金持ちの「お」の部分をこれ見よがしに強調する副会長。

「は？」

「なんだブランドン、聞こえなかったのか？　お金持ちだ！　いや、それどころではなく、むしろ大金持ちなのだ！　それもこれも、聡そう明めいで謙けん虚きよなわたしをルーヴル第一王女殿でん下かやメトロポリタン大統領閣下が気に入ってくださったからだな！」

　愛用の扇おうぎを全開にして高笑いする副会長。見れば、極ごく貧ひん生活が続いてボロボロになっていたはずの扇は見事に修しゆう繕ぜんされ、さらには金きん箔ぱく仕立てになっていた。

「くるしゅうない、くるしゅうない！」

　調子に乗りまくっている様子の副会長は、普段は顔を突つき合わせるたびに邪じや険けんにしているはずの幼馴染の前でも上じよう機き嫌げんに振る舞まい、生徒会室に用意させた特注の超ちよう豪ごう華かソファーにもたれかかり、この世の春を大満まん喫きつしている。

　それもこれも、彼女が文化祭のライブで録画したデュセルとステラのデュエット映像に、ルーヴル・メトロポリタン両国の国家元首たちがこぞって大金を積んだからに他ほかならない。偉えらそうにソファーに腰こし掛かけ、ワイングラスを傾かたむけて葡萄ぶどうジュースを飲む姿は、まさに成金。ステラのお情けのトウモロコシで食い繫つないでいたころの面おも影かげは微み塵じんもない。

「んんー、さすがは最高品種の葡萄を贅ぜい沢たくに使ったルーヴル産の数年物の葡萄ジュースだ、のどごしが違ちがう……」

「ワインじゃあるまいしジュースに年代物もクソもあるか。古いだけじゃねえか」

　ブランの冷めた声も耳に入らないのか、副会長はうっとりとした面おも持もちで贅ぜい沢たく三ざん昧まいを続けている。ちなみに、目の前に大量に積み上がっている書類仕事は放置したままだ。

「その……身内のことながらお恥はずかしいところをお見せしてしまいました……」

「いや、それを言うなら幼馴染のおれのほうが恥ずかしい。こいつ、典型的な、金を持つと性格が変わるタイプだったんだな……」

　そんなふたりの皮肉もまるで聞こえない様子で、副会長はまるで底なし沼ぬまにハマったかのように、ふかふかのソファーへとその身をずぶずぶと沈しずませていた。

　ここのところ毎日こんな感じなのか、ステラを始めとした生徒会の面々はすっかり諦あきらめた様子でため息をこぼし──と、そこで生徒会室の扉とびらがまたもノックされた。

「あら？　きょうは来客が多いですね」

　ステラはおっとりとした足取りで扉へと近づき、新たな来客者を出で迎むかえる。

　が、次の瞬しゆん間かん、途と端たんにその顔が驚きと緊張に引きつった。

　少し遅おくれてブランとデュセルも身構える。

　副会長とその他の生徒会メンバーだけは、三人が突とつ如じよとして緊張感を帯びた理由も知らないまま、新たに現れた赤毛の来客者へとのん気な視線を向けている。

「失礼させてもらうよ……」

　そう言って室内へと入ってきたのは、ウエノ学園の女子制服を身に纏まとった女学生だった。長い真しん紅くの髪かみを三つ編みにし、メガネをかけている。

「アンジェラ・アンブロシア!?」

　少女を前にデュセルが声を荒あららげ、その隣となりではステラも息を吞のんでいた。ブランでさえ、突然の訪問に緊張を禁じ得ない様子だ。

「……おい、アンジェ。いったい学園になんの用だ」

　いくら師匠とはいえ、アンジェはデュセルやステラの身を危険に晒さらした相手だ。あらゆる状じよう況きようにおいても信用できるわけではない。

　と、アンジェは軽く肩かたをすくめ、何気ない仕草でメガネを取った。

　さらに高まるブランたち三人の緊張感に反して、副会長たちの怪け訝げんそうな顔つきはますます深まるばかり。

　どうやら露あらわになったアンジェの『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔眼は、位階隠しの隠いん蔽ぺい魔術により副会長たちには認にん識しきできていないらしい。位階の高いブランたち三人だけが、アンジェの裸ら眼がんの色を正しく理解できていた。

「どうやら、アンジェ本人が憑ひよう依いしているみたいだな」

「フフッ……そうだよ。よく見み抜ぬいたねブラン君。さすがは私の愛まな弟子でしだ」

　ブランの言葉にアンジェ──正しくは瓜うり二ふたつの姿を持つ化身アバター『女帝エンプレス』に自身の意識を憑依させた不老不死の大魔術師が、満足げに微笑を浮うかべる。

「弟子ってどういうことよ！」

「悪いデュセル、それにステラ。成り行きは後で説明する。それよりアンジェ、もう一度聞くが、なにが目的で学園にやって来た」

　油断なく身構えたままのブラン。

　対して、アンジェはミステリアスに小首を傾かしげる。

　にわかに緊きん迫ぱくする両者の対たい峙じを、固かた唾ずを吞んで見守るデュセルとステラ。

「ブランドンが弟子？　まさか美少女フィギュアのか？」

　この場でただひとり副会長だけが、偉そうにソファーにふんぞり返ったまま、場の空気の読めない極きわめて頓とん珍ちん漢かんな感想を口にしていた。

　すると、アンジェは周囲の警けい戒かい心しんを嘲あざ笑わらうかのような軽い足取りとともに、懐ふところから取り出した一枚の書類を手に、副会長の前へと進み出る。

「ええと……副会長君。これを受理してくれるかい？」

　そうして、アンジェは書類を副会長へと手て渡わたした。

「貴様は確か、エルミタージュ帝てい国こくからの留学生だったな」

　眉まゆをひそめ首を捻ひねりながら書類の文面へと目を落とす副会長。しばらく後、彼女はなにやら合点がいったのか大きく頷うなずいた。

「これは復学届ではないか」

　何気ない副会長の言葉に、ブラン、デュセル、ステラの顔に驚おどろきが浮かぶ。

「復学届って、おいアンジェ！　お前また学園に通うつもりか！」

「正しくは、私に代わって私の化身アバターが……だけどね」

　悪びれた様子もなくほほえむアンジェ。

　その傍かたわらで、文面に目を通していた副会長の手が急に震ふるえ始める。

「しかもこの復学届、あろうことか帝国の皇こう帝てい陛下のサイン付きではないか！」

　副会長は慌あわてて生徒会権限の承認ハンコを引っ張り出し、自己裁量で押してしまった。

「って、おいこら！　事情も知らないくせになにを勝手に！」

「わたしの判断に文句があるのか、ブランドン！　これでわたしは、ルーヴルの王女殿下やメトロポリタンの大統領閣下、そしてエルミタージュの皇帝陛下を加え、三大国の全トップに貸しを作ったことになるのだ！　それ即すなわち、わたしこそが世界の中心で、世界はわたしを中心に回り始めたということだ！」

　ろくに仕事もしていなかったくせに、ろくでもない仕事だけはきっちりこなす副会長。

「まったく……学園長の許可もないってのに……」

「失礼な。許可ならもともと出ていたのだぞ」

「ついに頭までおかしくなったか、ポンコツ哀あわれなやつ」

　幼馴染の返答に、憐れん憫びんの眼まな差ざしとともに呆あきれ果てるブラン。

　しかし。

「……実はですねブランさん、学園長さんの許可は本当に出ているんです」

　続くステラの言葉には、さすがにブランも驚いた。

　副会長はともかくとしても、彼女の弁なら信しん憑ぴよう性せいは高い。

「おいおい、学園長って長いこと音信不通の行方ゆくえ不明じゃなかったか？」

「はい。わたくしも実際にお会いしたことはないのですが、二週間ほど前に文化祭開かい催さいの承認書が届けられた際、ちょっとしたメモというか指示が付け加えられていたんです」

「内容は？」

「文化祭後に復学と転入を望む者が数名いるはずなので、学園長さんが学園にお戻もどりになられるまでの間、生徒会権限で快く無条件で許可するように──と」

　それを聞いてブランは頭を抱かかえた。

「学園長はやることなすこと予言めいているが、今回はまた強ごう引いんだな……」

「なになに、どーいうこと？　なんの話？　学園長なら、あたしもさっき学園長室に乗り込んだけど、誰もいなかったわよ？」

　小首を傾げるデュセルに対し、ブランは困り顔で腕うでを組む。

「……学園長？　そういえば私も見た覚えがないね」

　アンジェも訝いぶかしげに首を傾げていた。

「あの人は、放ほう浪ろう癖へきがあるっていうか、謎なぞの怪かい人じん物ぶつっていうか、ぶっちゃけ曲くせ者ものの類たぐいなんだよ。いつもどこかをほっつき歩いていて、学園に姿を見せるほうが珍めずらしい。だからうちの学園は、不在の学園長の業務代行を務める生徒会の権限が強いんだが……」

「学園長の代理って、教授たちの仕事じゃないの？」

　デュセルの素そ朴ぼくな疑問に、ブランとステラは苦笑いを浮かべる。

「教授のみなさんはご自分の魔ま術じゆつ研究でお忙いそがしいですから、学生の自主性を育てるという名目で、生徒会は割とお仕事が多いですね」

　アルテナ出身の魔術師はほとんどが学がく者しや肌はだの研究者だ。当然、地位の高い者ほど魔術研究に没ぼつ頭とうしてきただけあって、その代だい償しようとして社会性が大おお幅はばに欠けている。それはウエノ学園の教授たちも例外ではない。

　ゆえにワイズマン教授としての高い地位と実績を持ち、密かにアルテナ一の魔術師であるブランがひきこもりなのも、そうした法則性の範はん疇ちゆう内というわけだ。

「まあ、それもこれも学園長が放任主義なだけだが」

　台詞せりふだけなら悪あしざまに言っているようにも取れるが、なぜだかブランの声こわ色いろには学園長に対する信しん頼らい感のようなものが含ふくまれていた。

「ん？　ちょっと待ってくれステラ。さっき、復学と、転入って言ったよな？」

　ブランのその言葉に、デュセルやアンジェの視線までもがステラへと注がれる。

「ええ。明日から一名、新しい転入生さんがウエノ学園にやって来る予定です」

「この時期に？」

　ブランに尋たずねられ、ステラも困り顔で頷いた。そんなふたりの様子に、デュセルはつい除のけ者にされている気分で唇くちびるを尖とがらす。

「ねー、もいっこ質問していい？　この時期ってなにかあるの？」

「わたくしは学年がひとつ上なので、去年に選せん択たくを終えています。でも、デュセルさんやブランさん、それに副会長さんの学年は、この時期から専せん攻こう選びが始まるんです」

「フフッ、なら私もだね……同学年だからね……」

　さらりと口を挟はさんだアンジェへと困った視線を向けるも、ステラは言葉を続ける。

「三者面談がこの時期に行われるのも、専攻科目の選択にまつわる進路志望調査を兼かねているんです。要はですね、アルテナの魔術師は研究職なので、将来自分がどの魔術系統の専門家になるか、生徒さんたちが選ばなければならない時期なんです」

「魔術系統？　専攻科目？」

　ますますデュセルは首を傾げる。

　と、ステラの言葉を引き継ついで、親友の質問にブランが答えた。

「魔法暦れきにおける魔術師たちの最終到とう達たつ目標、『奇き跡せき』の成じよう就じゆ。そのために奇跡に連なる七大魔術系統のうち、どの系統を学園で学び、習得し、究きわめていくかを選ぶ。つまりは、自分が目指すべき『七つの魔法セブンキヤスト』のひとつを選ばなきゃいけないってことだ」

　──セブンキャスト。

　思いがけなかった単語を聞き、デュセルは青い瞳ひとみを驚きとともに見開いた。
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　七しち芒ぼう星せいの図形に象しよう徴ちようされる、魔術師たちの探究の極きよく致ちたる七つの奇跡。

　魔術や大魔術さえ超ちよう越えつした、『魔法』と呼ばれる最終到達領域。それらを総じてセブンキャストと呼こ称しようする者は、魔法暦が始まって七十年もの歳月が過ぎた今となってはめっきり減ってしまっている。アンジェのような旧ふるい時代の魔術師ならともかく、ブランでさえ、ろくに文ぶん献けんに載のっていなかった『七つの魔法セブンキヤスト』の名を、とある怪人物から聞かされた経験があったために知っているだけに過ぎない。

　さて。魔術師たちが歩む『七つの魔法セブンキヤスト』に至る道は、当然ながら『魔法』の数と同じく、七つ存在している。それこそが七大魔術系統だ。

　ひとくくりに魔術と呼ばれている物理法則改変現象を、技術や法則に基もとづいて細分化したものであり、いわば魔法を頂点とした魔術学の体系。ゆえに、それぞれの魔法に辿たどり着くために学ばなければならない魔術系統が定められている。

『不老不死アンブロシア』を目指すならば『錬金術アルケミー』を。

『新世界創造ワールドエンド』を目指すならば『黒魔術マテリアルスペル』を。

『異世界転生エクソダス』を目指すならば『白魔術アストラルスペル』を。

『時間の逆行タイムリバース』を目指すならば『占星術アストロロギア』を。

『死者の復元ネクタル』を目指すならば『死霊術ネクロマンシー』を。

『神の召喚アポカリプス』を目指すならば『召喚術サモンズコール』を。

　ブランが十年前、魔力暴走に巻き込まれた姉モリガンを救うため、その魂たましいを自らの分身シヤドウに封ふうじる際に用いた『魂の定着コキユートス』も、学問上では『附与魔術エンチヤント』の最終到達領域として分類されている術式なのだ。

　──と、ブランが考えごとに没頭していた、そんな中。

「どうしたのブランくん、難しい顔して」

　分身シヤドウへの憑依を解いた後、自宅の食しよく卓たくで朝食兼けん昼食をぼんやりと口に運んでいたブラン。そんな弟の様子を見、モリガンが不思議そうに首を傾げた。

「いや、別に」

　そう言うものの、ブランは心ここにあらずといった調子のままだ。

「おねえちゃんのごはん、お口に合わなかった？」

「それはないから安心してくれ。ねえちゃんのメシは世界一美味うまい」

　慌ててフォローするも、ブランも本調子を取り戻せてはいない。目覚めたときから続く全身筋肉痛の問題もあるが、それ以上にアンジェの復学が気がかりだった。

（とかく野の良ら猫ねこみたいに気まぐれな師し匠しようのやることだし、化身アバターを有効活用したいだけなんだろうが、アンジェの復学に関して学園長が手を回していたのが気になるな）

　それでなくとも『七つの魔法セブンキヤスト』の魔術講義の選択を迫せまられるこの時期は、年若い学生魔術師たちにとってはとても大切な時期だ。

　なぜなら、多感な時期に魔術の深しん奥おうの一いつ端たんに近づくことで、道を踏ふみ外してしまう魔術師が増える可能性があるからだ。そして、そうなった魔術師の末路は得てして、殺傷力に特化した禁きん呪じゆに手を出したり、あるいは奇跡の成就のために先日ステラを狙ねらった神しん獣じゆう教団のような非道な人体実験を行ったりと、最悪のケースに至る場合もある。

　学園長の留守が続く中、社会性のない教授たちのまとめ役を務めるワイズマンとしての気苦労を考えれば、この時期に厄やつ介かい事を持ち込まれるのは頭痛のタネだ。

（それに、突とつ然ぜんの転入生の話も気になる。三大国からのエージェントはそれぞれ送り込まれているとはいえ、他ほかにもアルテナの聖遺物を狙う組織があっても不思議じゃない）

「うー、ブランくんたら、また手が止まってるよー……」

「悪い悪い、いやほんと美味いって。毎日美味おいしいご飯をありがとう、ねえちゃん」

　非難がましい姉の視線に気づき、ブランは一いつ旦たん考えごとを中止し、急いで目の前の食事を平らげた。

「それじゃ、ごちそうさま。おれ、もっかい憑ひよう依いするからしばらく放ほうっておいてくれ」

「その前にブランくん、きのう、お風ふ呂ろ入らないまま寝ねちゃったでしょ。お湯を沸わかしてあげてるから、ちゃぽんって浸つかっちゃえば？」

　言われ、確かに入浴した記き憶おくがなかったことを思い出し、綺き麗れい好ずきな姉に頭を下げた。

「家の外で誰だれかが勤勉に勉強していたり働いていたりする間に入る風呂こそ、ひきこもりライフに許された自由な贅ぜい沢たくのひとつだからな」

　自分とモリガンの食器をひとまず流し台に浸けると、ブランはその足で浴室へと急ぐ。それでなくとも筋肉痛なのだ、風呂が沸いていると知った途と端たん、今すぐにでも湯船の中でもみほぐしてやりたくなった。

　脱だつ衣い所でささっと寝ね間ま着きを脱ぬいで、タオル片手に風呂場の扉とびらを開ける。

　途端、モリガンが用意してくれていたのだろう、浴室内に充じゆう満まんしていたうっとりするほど心休まる香こう草そうの芳ほう香こうが、外気に触ふれたことでふわっと鼻び孔こうに届いた。

　それに、魔力回復効果と室温保持効果を兼ねた魔術結界も張られている。

　以前使わせてもらったことのあるステラの豪ごう華か客船のサウナでは、火傷やけどしそうな熱気とともに、清すが々すがしい新緑の匂においと柑かん橘きつ系アロマの爽さわやかな香かおりが立ち込めていた。自宅の浴室でそこまで大がかりな真ま似ねはできないが、モリガンなりに魔術を用いてブランがリラックスできるよう工く夫ふうを凝こらしてくれたようだ。

「ふぁー。くつろぐー」

　簡単にかけ湯を済ませると、居ても立ってもいられずブランは湯船へと身を投じた。

「うあ、これ炭酸泉じゃん。真昼間からまったくもって贅沢だぜ」

　湯船に浸ひたした全身に、極小の細やかな泡あわがびっしりとこびりついていく。炭酸泉の無数の泡が次々に体毛に引っ付いているのだ。

「おねえちゃんも入るー」

　と、不意に浴室の扉が開き、一糸纏まとわぬ姿のモリガンが入ってきた。

　十年もの間、まったく変わらず成長しないままの九歳児の裸ら身しんは、当たり前だが言うまでもなく、つるぺたーんのおっぱいないーんだった。

　見慣れたもので、ブランも姉の裸はだかを前にして挙動不ふ審しんになることはない。

「ブランくん、体洗ってあげよっか？」

「んにゃ、それは夜でいい」

　仲良くふたりして浴よく槽そうに体を預け、顔を火ほ照てらせながらも、いーち、にーい、さーん、と数を数え始める。

「もうだめー、おねえちゃんリタイアー」

　が、すぐにもモリガンは音を上げて湯船から飛び出す。

「まだ二十秒もカウントしてないぞ。百まで数えるんだろ」

「うー。ブランくんが子どものころは、それはおねえちゃんの台詞だったのになー」

　モリガンは不満そうに頰ほおを膨ふくらますと、小さな裸身を再び湯につけ、むむむ……と目を瞑つぶって辛しん抱ぼうする。

　──成長しない、いや、成長できない姉。

　全すべては、十年前の魔力暴走で肉体を失ったせいだ。しかし、魂だけは救えたおかげで、こうして今も姉きよう弟だいの幸せな日常を続けられている。

（あのとき、おれとねえちゃんに救いの手を差し伸のべてくれた学園長には、今も頭が上がらないんだよな……）

　放任主義かつ放ほう浪ろう癖へきのある謎なぞめいた学園長だが、ブランにとっては命の恩人だ。

　そして学園長は、ブランが魔力暴走を起こしたウエノの地に、新たに魔術学園を築いた。十年前のブランやモリガンのようなアルテナに住む少年少女たちが、これからの未来、魔術の扱あつかい方を誤らないよう魔術との付き合い方を教えていくためだ。

　そうした志に賛同したからこそ──

　ブランは今も老教授の分身シヤドウを使い、微び力りよくながら学園の手伝いを続けている。

　同年代、あるいは次世代の魔術師たちに、自分と同じ失敗をして欲しくないから。そして、もう誰にも、幼かったころの自分のように、多くの人の命を奪うばうような惨さん劇げきを引き起こして欲しくないからだ。

「ブランくーん……もう百秒たったんじゃないかなー……。おねえちゃん、さすがに限界だよー……」

　そんな中。

　風呂に浸かったまま考えごとをしていたブランの耳に、すっかり茹ゆでだこになってしまったモリガンの弱々しい悲鳴が届いたのだった。







　入浴後、ブランは再び『案山子スケアクロウ』へと意識を憑依させた。

　場所は生徒会室のまま。しかし、室内にはすでに生徒会の面々やアンジェの姿もなく、残っていたのは暇ひまそうに豪華ソファーに腰こし掛かけていたデュセルだけだった。

「あ、おかえりブラン」

「あいよ。にしても、お前ってほんとにおれが憑依してるかどうか分かるのな……」

「ふふーんだ。あたしすごい？」

「……本能的な直感なんだろうか？」

　スケアクロウのメガネを取る前から憑依意識の有う無むを察知したデュセルに対し、ブランとしては率そつ直ちよくに感心する他ほかない。

「ステラたちは、撤てつ収しゆう作業が忙いそがしいらしくて行っちゃった。ところでだけど、ブランはどの『七つの魔法セブンキヤスト』の講義を選ぶつもりなの？」

「そう言うデュセルこそ」

「あたし？　あたしはほら、いちおー国家魔術師だから、魔法の探究にはそこまで興味がなかったのよねー。だから、ブランといっしょのでいいやって思って」

　えへへとはにかむデュセル。

　しかし、ブランはいたって真面目まじめな顔で口を開く。

「確かに、国家魔術師は普ふ通つうの魔術師と違ちがって、戦せん闘とう特化の術式の習得を第一に考えるから、生しよう涯がいをかけた研究って言われてもいまいちピンと来ないだろうけどな。でも、おれはデュセルも学園の生徒である以上、ちゃんと自分で考えて選んで欲しいと思ってる。ステラだって、去年『召喚術サモンズコール』を選せん択たくして悪魔召しよう喚かんのスペシャリストになったんだ」

「ふーん、そうだったのね」

「大統領ステラパパに会った今なら分かる気がするんだが、ステラはもしかしたら神獣教団がかけた親おや父じさんの呪のろいを解こうと思ってるのかもな」

　神獣教団の狂きよう信しん者たちは『神の召喚アポカリプス』の成じよう就じゆを召喚術サモンズコールではなく他の手段を用いて成功させようと試み、人体改造でもって神に最も近い人間を創つくりだそうとした。その結果、偶ぐう然ぜんの産物ながら発現したのがスティーヴンの『主人公補正パツシブ・ヒーロー』──神がかった必勝の呪いだ。ステラは召喚術サモンズコールを研究することで、アルテナで学んだ知識を父の解呪のために役立てようとしているのでは、と、ブランはそう推測していた。

「でもまあ、デュセルには自分で選んで欲しいとはいえ、そんな理由でおれの専せん攻こうを隠かくすなんて意地悪をするつもりはない。おれが選ぶのは『附与魔術エンチヤント』。つまり、目指しているのは『魂の定着コキユートス』──ねえちゃんを救うための唯ゆい一いつの術だ」

　言われ、デュセルも気づいた。

　どうしてブランが、ステラの選んだ進路から、彼女の気持ちを察することが出来たのか。それは、ブラン自身もまた、大切な家族のために魔法の研究をするつもりであるからに他ならない。全ては、モリガンが失ったありとあらゆるものを取り戻もどすためなのだ。

「そっか。ブランもステラも、ちゃんと考えてるんだ」

　安直に親友と同じ専攻にしようと考えていたデュセルは、思わぬ忠告に目を泳がせる。

「ま、早いうちなら専攻の変へん更こうも認めてもらえるからな。ゆっくり考えてみて欲しい」

「ありがとブラン。あたしもちゃんと考えてみる。そもそも『七つの魔法セブンキヤスト』がそれぞれどんな魔法なのかもよく知らないし」

　そうして、ふたりは生徒会室を離はなれ、廊ろう下かへと出る。

「そーだ。あたしね、ブランたちが言ってた学園長のこと気になってステラに少し教えてもらったんだけど、ウエノ学園の七不思議のひとつって話なんでしょ？」

「まあな。魔術全ぜん盛せい期で不思議なことなんていくらでも解明されてきたはずなのに、それでも解けない学園七不思議、そのひとつがズバリ、謎の仮面学園長だ」

「仮面学園長？　なにそれ、マスクで顔を隠してるってこと？」

　訝いぶかしむデュセルの様子を見、ブランはふと、きょうのデュセルは首を傾かしげてばかりだなと苦笑いした。

「おうよ。おれも学園長とは知りあって十年の付き合いになるが、未いまだに一度も仮面の下の素す顔がおを見たことがないんだよな」

「へー。七不思議か……気になっちゃうわね」

「あのひとは、おれとねえちゃんにとっては命の恩人なんだ。おれがワイズマンを使って学園の教授を始められたのも、最初は学園長の口くち添ぞえがあってこそだったし」

　ブランが他人の話に饒じよう舌ぜつになるのは、デュセルからしてみれば非常に珍めずらしいことだった。普段こそ、凡ぼん人じんにはない不敵な面つら構がまえを垣かい間ま見みせるブランだが、今の顔つきはまるで、憧あこがれの人物のエピソードを口にしている歳とし相応の少年のよう。

「ん？」

　不意に、なんの脈みやく絡らくもなく突然ブランの話が途と切ぎれた。つられてデュセルも、ブランの視線が注がれている方向へとその目を向ける。

　廊下の向こうから現れた、ひとりの少年。

　歳はブランやデュセルと大差ないくらいだ。学園の男子制服に身を包み、理知的な面おも持もちをしている。特とく徴ちよう的なのは、左目にだけ位階封ふうじの単眼鏡モノクルを着用していること。

　おそらく彼こそが、学園長の予言にあったという転入生だろう。

「──初めまして。ブランドン・ブラックバーン」

　単眼鏡モノクルの少年はブランたちに気づくと、不敵で謎めいた笑えみを口元に浮うかべた。

　瞬間。

　レンズの奥に隠されていた少年の左目が、真しん紅くに輝かがやく。

「なに!?」

　廊下に響ひびくブランの驚きよう愕がくの声。デュセルも、転入生が突とつ然ぜん見せた緋眼堕ちレツドの瞳ひとみを前に、緊きん張ちようを露あらわにしながらも急ぎ臨戦態勢を整える。転移魔術によりブランの手に七シチ支シ刀トウが、デュセルの手にカリナンの王おう笏しやくがそれぞれ握にぎられた。

「貴様さえ死ねば、あのひとの未来が暗く閉とざされることはない」

　敵意──否いな、殺意を紅くれないの瞳に宿し、転入生はここが学舎内であるにもかかわらず、禍まが々まがしい魔力を高めていく。

「アルテナの地の魔術王に告げる。僕は貴様を殺すためにやって来た。命が惜おしければ、ゆめゆめ忘れないことだ」

　ブランが己おのれの正体を言い当てられたことに驚おどろく暇もなく。

　言って、転入生は静かに呪じゆ文もんを紡つむぐ。

「『七秒前リバース・の時魔法セブンカウント』」




　次の瞬間には、ブランの目の前でデュセルが首を傾げていた。

「へー。七不思議か……気になっちゃうわね」

「────え？」

　聞き覚えのあるデュセルの言葉に、ブランは目を見開く。

「そう、学園長はおれとねえちゃんの命の恩人で──いや、違う、今のはいったい!?」

　自然と口から紡がれた言葉を自らかなぐり捨て、ブランは慌あわてて周囲を見回した。

「ちょっとブラン、どーかしたの？　様子が変よ？」

　そして気づく。先ほどまで手にしていたはずの七支刀はどこにもなく、さらにはデュセルも王笏を構えていない。そもそも、戦おうとしていたはずの敵の姿すら、ない。

　と、うろたえるブランの様子に大きく首を傾げるデュセルを尻しり目めに、ひとりの少年が廊下の向こうから姿を現す。単眼鏡モノクルの転入生──その姿は、ブランが先ほど目にした光景と、そっくりそのまま。まるで、悪夢のような白はく昼ちゆう夢む。

「初めまして。ブランドン・ブラックバーン」

　転入生が浮かべた不敵で謎めいた笑みに、ブランは強い既き視し感かんを覚えた。

　が、ブランの記き憶おくに反し、その左目が紅あかく輝くことはなかった。








第二章　七つの魔法









　三者面談。

　例年行われている恒こう例れいの学園行事ではあるが、ブランやデュセルたちの学年にとっては今年の面談は特別だった。血けつ縁えん者の承しよう認にんのもと、自らが魔術師として七大魔術系統のどれを選ぶのか表明しなければならない場でもあるからだ。

　ただ、それ以外にも今年の面談風景はいつもと少し変わっていた。

「ううう……恥はずかしい……」

　面談室で、デュセルは真っ赤になった顔を俯うつむかせ、頭を抱かかえている。

　文化祭休校日明けの学園初日は全すべての講義が午前中に終わり、午後は撤収作業の総仕上げと、三者面談が行われるのが通例だ。ところが今年は、面談室の前の廊下に、ルーヴル王国のＳＰたちがずらりと並ぶ羽目になっていた。

「うちのデュセルに限って、学業や成績の心配はまったく必要ありませんわ！」

「そうそうそのとおりですわ！」

　それというのも赤面しているデュセルの両りよう隣どなりに、ルーヴル王国の第一王女エトワールと第二王女エスポワールが揃そろって並んでいるからだ。文化祭直前にアルテナを来訪したふたりは、あろうことか国務をほっぽりだしたまま、きょうに至るまで魔都に居座っていたのだ。全ては、愛する妹を交えた三者面談ならぬ四者面談のためである。

「うちのデュセルは容よう姿し端たん麗れい、品行方正、成績優ゆう秀しゆうと、どれだけ褒ほめてもまったく足りないほどですもの！　むしろどんな美び辞じ麗れい句くも見み劣おとりするほどですわ！」

「そのとおりですわ！」

　エトワールとエスポワールは、両りよう脇わきからデュセルにベタベタとスキンシップしつつ、面談を担当しているワイリー・ワイズマン教授を相手に、延々と妹自じ慢まんを繰くり広げている。姉妹しまい仲が改善されたとはいえ、過ぎたるは及およばざるがごとしとはまさにこのことだ。

「あー……、お姫ひめさん方、デュセル君が素晴らしい女性だということは充じゆう分ぶん理解しているんだが、そろそろ話の本題に──」

　ワイズマンは自宅にいるブラン本体から、ルーヴルの王女姉妹公認のもと、デュセルの進路相談をしてやってくれと命じられていた。

　が、せっかくの面談の場だというのに、自慢話を聞かされるばかりでワイズマン側から話題を切り出す隙すきさえない。

「うむ。終しゆう了りよう」

　完全に諦あきらめたワイズマンの一言で、姉たちによるデュセルの褒め殺し地じ獄ごくはようやく終わりを告げた。

「ふーんだ！　ふーんだ！　お姉さまたちバッカじゃないの！」

　赤面したまま涙なみだ目めになったデュセルは、捨て台詞ぜりふとともに面談室を飛び出し、姉やＳＰたちを振ふり切ってその場から一目散に逃にげ出してしまう。

　次いで。

　今度はメトロポリタン合衆国のＳＰが面談室の周囲を固めた。

「ママ、こちらがわたくしの恩師でいらっしゃる、ワイリー・ワイズマン教授です。そして教授、こちらがわたくしの母、ステファニー・スティングレイです」

　苦りきった顔つきのワイズマンに対し、ステラがおっとりと自分の母親を紹しよう介かいする。

　ステラの母ということは、つまりは合衆国大統領フアースト夫人レデイであり、あの『神しん獣じゆう殺し』の英えい雄ゆうスティーヴンの愛妻ということだ。

　スティーヴンがメトロポリタン本国で神獣教団の残党退治を行っている間、大統領夫人がアルテナに一時的に身を寄せているという話はワイズマンも知っている。

　だが──

「まあまあ～、あらあらあら～。これはこれは～、どうも初めまして～」

　大統領夫人ステファニーは、娘むすめのおっとり具合をさらに倍増させた超ちようスローテンポの挨あい拶さつとともに、ゆっくりと、本当にゆっくりと、それこそ亀かめが歩くような遅ち々ちとした挙動で、頭を下げた。

「ステファニ～」

「はい」

「スティングレイです～」

「はい」

「ステラちゃんのママです～」

「……はい」

　間延びした挨拶に付き合うだけで、生徒ひとりにつき十五分という貴重な面談時間が怒ど濤とうの勢いで消えていく。

　ステファニー・スティングレイ。その言動同様に、のんびりとした素そ朴ぼくな印象の女性だ。田舎いなかの農家でのほほんと牛馬を放牧していそうな姿が容易に想像できる一方で、合衆国のセレブに人気の魔ま術じゆつエステ効果で若さと美び貌ぼうを保っている。

　娘以上の爆ばく乳にゆうにも注目したいところだが、ワイズマンが気にしたのは彼女の瞳。

　サファイアの中でも最も美しい色とされるコーンフラワーブルー。『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』の夫や『星条青玉スターサフアイア』の娘のようなスターエンブレムこそないものの、その瞳の色を見ただけで彼女が魔術師として高い魔力を有しているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　ところが、ステラが申し訳なさそうに口を挟はさむ。

「教授。母は一いつ般ぱん人で、瞳が青いのは魔力関係なく普ふ通つうに碧へき眼がんなだけです」

「なんじゃあそりゃあ！」

　そうしてステファニーは、先日のステラの一件に対してのお礼の言葉を長々と口にし始めるのだが、それだけで制限時間を超ちよう過かしてしまい、またもや面談終了。

「あー、疲つかれた……」

　その後、場ば違ちがいな黒服のＳＰたちの姿もようやく消え、ワイズマンは休きゆう憩けいがてらに冷たい瓶びんコーラを飲み干し、ひと息ついていた。

「やっほー、ワイズマンくん」

　そこへ新たに現れたのは、普段どおりのゴスロリ衣い装しように身を包んだモリガンだ。

「……ねえちゃん？　用事もないのに学園に来るとは珍めずらしいな」

「用事ならあるよ」

　モリガンは断りもなく面談室へと入り込む。

　さらに、机を挟んだワイズマンの対面に、ちょこんと腰こし掛かけた。

「じゃ、ブランくん呼んできて」

「……は？」

「だって、きょうは三者面談日でしょ？　ブランくんの保護者はおねえちゃんだもん」

　実際そのとおりでも、九歳児の幼女を交えて面談など出来るはずがない。

　わくわく顔のまま面談開始を待ち侘わびているモリガン。そんな姉に対し、どうしたものかと頭を悩なやませるワイズマン。

「あの女の子かわいー」

　と、廊ろう下かを通りがかった女子生徒たちの声が外から聞こえてきた。

「でもどうして面談室にいるのかな？」

「もしかしてワイズマン教授の隠かくし子とか？」

「きゃーっ、それってスクープじゃない？」

　そしてワイズマンが止める間もなく、あれよあれよと勝手な憶おく測そくが飛び交かい始める。

「こらこらこら！　勘かん違ちがいをするんじゃあない！」

「隠し子じゃないよ。おねえちゃんはワイズマンくんにとってもおねえちゃんだよ」

「ねえちゃんは余計にややこしくなるようなことは言わんでくれ！」

　誤解を解こうとするモリガンと、それを慌あわてて止めようとするワイズマン。

　ワイズマンは学園のみならずアルテナ全土で高い知名度を誇ほこるだけに、隠し子などというスキャンダルは由ゆ々ゆしき事態だ。だからといって、名物教授が幼女を姉と呼んでいるなどと噂うわさされるのはさらに困る。

「…………ねえちゃん。前に欲ほしがっていた高級キッチンセット、魔力附ふ与よ完備で揃えてやるから、きょうのところは帰ってくれんか」

　結局、三者面談をやってみたいと駄だ々だを捏こねるモリガンを、あの手この手でなだめすかす羽目になったワイズマンであった。
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　学園の敷しき地ち内の一角、旧きゆう暦れきの蒸気機関車デゴイチ車両の物もの陰かげに、銀ぎん髪ぱつメイドの姿があった。

　ブランの指令を帯びたウィッチは隠おん密みつ機能を活いかし、学園内でのアンジェ及びその化身アバター『女帝エンプレス』の動向を探さぐっていた。

　アンジェ自身の意識が憑ひよう依いしているかどうかは不明だが、エンプレスは三つ編みメガネという地味な風ふう貌ぼうで、すっかり学園の景色に溶とけ込んでいる。

　と、そのときウィッチは気づいた。

　ウィッチの視界の中、アンジェの化身アバターの近くをさりげなく歩いている、単眼鏡モノクルの転入生。きょうから学園に通っている彼が、アンジェの化身アバターへと、なにやら意味深げな視線を向けていることに。

「あれが転入生の、イアンなんちゃらですか」

　ウィッチの瞳ひとみが珍しく真しん剣けんに細められる。

　転入生の名前はイアンという。ワイズマンに生徒名めい簿ぼを確認させたのだから間違いない。そしてイアンの監かん視しもまた、ウィッチがブランから命じられた指令のひとつだ。

　結局、きのうのブランとイアンの対たい峙じは、何事もなくすれ違って終わっている。ブランの記き憶おくでは確かに一いつ触しよく即そく発はつの事態に遭そう遇ぐうしたはずなのだが、その話をいくら口にしても、同じ場にいたデュセルは首を捻ひねるばかりだった。

　が、白昼夢と呼ぶには、転入生が発した台詞はあまりに不ふ吉きつだ。

「わけがわかりませんが、念には念を入れ過ぎるのが七詠唱セブンキヤストの流りゆう儀ぎです」

　ウィッチの視線の先にいるイアンという少年は、しかしブランの記憶が幻げん覚かくだったのかと思えてしまえるほどに、普通の学生魔術師として振る舞まっている。怪あやしい点はないかと、身を乗り出して学舎内の様子を観察しようと試みるウィッチ。

「……ウィッチ君、なかなか大だい胆たんな下着を愛用しているんだね」

「ぅびゃああああああああああっ!?」

　そのとき突とつ然ぜん、背後から忍しのび寄ってきた人ひと影かげが、ウィッチのメイド服のスカートをちょいと摘つまみ上げ、その中身を覗のぞき込んだ。

「覗き見された！　覗くのは好きだけど覗かれるのは嫌きらいなのに！」

　慌ててウィッチはその場から飛び退のき、捲めくり上げられたスカートの位置を正しつつ、殺意のこもった目つきで人影を睨にらみつける。

　一方、睨まれた人物はというと、ウィッチの下着を覗いていた糸目をさらに細め、大おお仰ぎように肩かたをすくめてみせた。

「やれやれ、そう怒おこらないで欲しいね」

　その正体は、アンジェの少年型化身アバター『道化師ジヨーカー』であった。両者は互たがいにステルス魔術を解除すると、ウィッチは敵対的、ジョーカーは友好的な態度でもって、対峙する。

「私もあれさ……キミと同じようにブラン君の監視を命じられていてね。とはいえ先ほどのキミのように、女子更こう衣い室に忍び込んで盗とう撮さつ紛まがいの真ま似ねはしていないけれど」

「バレてる!?　いつからストーキングしてやがったんですか！」

　いつになくペースを乱されているウィッチに対し、ニヤニヤ笑いを強めるジョーカー。

　そんな中、第三学館の生徒たちが、ぞろぞろと大教室へと移動を始める。

　見れば、先ほど廊下にいたアンジェの化身アバターや転入生はもちろん、ブランやデュセルや副会長と、同学年の生徒たちが集まっている様子だ。

「ほらほらウィッチ君、目を離はなしている場合じゃないよ」

「ぐぬぬ……」

　ジョーカーにそう言われ、ウィッチは傍かたわらのセクハラ糸目野や郎ろうの存在を苛いら立だたしげに気にしながらも、ともかく任務に戻もどった。

　その視線が向けられた先の、大教室。

　今そこには、ワイズマン教授の呼びかけにより、きょうの面談を終えた生徒たちのうちブランと同学年の学生魔術師たちが全員集められていた。

「さて諸君、それでは特別講義を始めよう。が、その前に──」

　居並ぶ生徒たちの顔を眺ながめ、ワイズマンは強こわ張ばった眉み間けんをもみほぐしつつ口を開いた。

「どうしてこの学年の生徒だけ集められたか、諸君は分かっているかね？」

　問われ、顔を見合わせる生徒たち。ちなみに、分身シヤドウの体に意識を憑依させているブランの隣となりにはデュセルが座っている。アンジェは、彼らから少し離れた大教室の一番奥の席。そして転入生である新顔のイアンは、窓まど際ぎわの端はしに着席している。

「ブラン、どーしたの？　さっきからずっと転入生の顔見てるけど」

「……まあな」

　警けい戒かいを怠おこたらないブランだったが、イアンは自然体のままだ。

　そうこうしているうちに、ワイズマンが再び口を開く。

「理由は簡単。諸君らには七大魔術系統から専せん攻こう科目を選んでもらったからだ」

　言って、老教授は大きくため息をついた。

「その結果、去年からその傾けい向こうは大いにあったとはいえ、今年も凄すさまじい偏かたよりを見せた。えー、ではこの中で『異世界転生エクソダス』を選んだ者は挙手したまえ」

　ワイズマンの言葉を聞き──

　なんと、教室の四分の三もの生徒たちが一いつ斉せいに手を挙げた。

「多すぎるわ！　お前らそんなに現実世界が嫌いか！」

　思わず素すでキレるワイズマン。ブランやデュセルの周囲でもほとんどの生徒が挙手していた。彼らはワイズマンの指し摘てきを受け、揃そろって諦てい観かんの面おも持もちを浮うかべる。

「だってなぁ、現実には夢も希望もないよ」

「将来の見通しも暗いし」

「異世界で一発逆転したい」

　口々に不平不満を述べる生徒たち。

「そんな軽い気持ちで魔法を究きわめられると思うなよ！」

　ワイズマンの怒ど声せいを浴びつつも、彼らは互いに顔を見合わせるばかり。

「教授。転生が無理なら、異世界転移でもいいですよ」

「そだな。この際、転移で妥だ協きようしよう」

　甘い考えの生徒の多いこと多いこと。ワイズマンは居並ぶ頭痛のタネを前に、咳せき払ばらいを交え、なんとか平常心を取り戻しつつ口を開く。

「諸君。学説上では、異世界転生が『魔法』であるのに対し、異世界転移は『大魔術』として区分されている。その理由が分かる者はいるかね？」

　老教授からの問いかけに、しかし、ほとんどの生徒がその首を傾かしげた。

「なに、『異世界転生エクソダス』を目指す者ならば知っていて当然の知識だ。答えられん輩やからは志望先を変えろ」

「横暴だー！　生徒の自主性を尊重しろー！」

「やかましい。白魔術アストラルスペルの担当教授も面めん倒どう見切れないと匙さじを投げとるんだぞ！」

　生徒たちは声を揃えて訴うつたえるも、サングラスの奥に鋭するどい眼光を隠したワイズマンは強気の姿勢を崩くずさない。

「まあ、この世界が嫌いやで、どうしても異世界に転生したいというのなら、いっぺん死んでみるのもいい。運が良ければ奇き跡せきが起きて本当に別世界へ転生できるかもしれん。しかし魔ま術じゆつ師したる者、サイコロを振ふってはならんのだ。自らの知ち恵えで魔術理論を構築し、奇跡を自在に体現すべく研けん鑽さんを積むのが、我々魔術師の本分なのだからな」

　顔つきは渋しぶったままながらも、ワイズマンは重々しい口調でもって、学生たちを説得すべく語って聞かせる。

「教授。自分は転生より転移派なのですが、なぜ異世界転移は格が落ちるのですか？」

「それを考えろ、というのが先ほどの質問の意図だ」

　異世界転生が実現不可能の『魔法』であるのに対し、異世界転移は人数さえ集めれば再現可能な『大魔術』に分類されている。が、その前提にまず理解が及およばないのか、学生魔術師たちもしきりに首を傾げるばかりだ。

「転移と転生の違いって何だろうな？」

「そりゃお前、自前の肉体を持って行けるか行けないかだろ」

「新しい人生をやり直すのが異世界転生の醍だい醐ご味みだからな」

「行きたいよなあ、異世界」

　教室中でざわめきが大きくなり始めていた。

「教授。そもそもですけど、異世界転移の大魔術は成功した実例があるんですか？」

「あるぞ。メトロポリタン合衆国のミスカトニック大学で行われた実験だな。十数名の高名な魔術師たちが集まり、それぞれ空間転移、異世界観測、ゲート構築など、難度の高い魔術を組み合わせることによって、異世界へと繫つながる扉とびらを開いている」

　ワイズマンの言葉を聞き、異世界転移が実現可能であると知って、異世界に夢見る学生たちはにわかに色めき立つ。

「ね、ブランは質問の答えを知ってるの？」

「当たり前だろ。でなきゃワイズマンが問題を出せないじゃないか」

　デュセルが隣のブランへとちらりと視線を向けたところ、簡潔な答えが返ってきた。

「ふーん、それもそーね」

　納なつ得とくすると、次いでデュセルはアンジェへと視線を向けてみた。

　この場にいる誰だれよりも深い魔術知識を持つアンジェは、すでにワイズマンの講義に耳を傾かたむけておらず、まるで気ままな猫ねこのように退たい屈くつそうな大あくびをこぼしている。

　と、そんな中。

「──やれやれだ」

　窓際の席のイアンが、小さくぼやく。

　瞬しゆん間かん、ブランの目配せに応じ、ワイズマンの視線がイアンへと向けられる。

「ほう、答えが分かるのか、転入生。さすがはこの時期に学園長のお墨すみ付きで学園にやって来ただけのことはある。おれの代わりに君が答えてみろ」

「……学園長のお墨付きだって？」

「……あの転入生が？」

　ワイズマンの言葉を聞き、またしても教室中が軽くざわつき始める。仮面学園長は学園でも有名な存在だ。わざとその名を出した効果は充じゆう分ぶんにあった。イアンは周囲の注目に晒さらされて少し不ふ機き嫌げん気味に顔をしかめながらも、答えを口にする。

「両者の違いは『魂たましい』の有う無むにある」

　簡潔極きわまる回答に、すぐには理解が及ばないのか、教室中のざわめきが強まった。

「ど、どーいうこと？」

　そのとき、生徒たちの疑問を代弁するかのように、デュセルが声を上げる。

　これを受けて、ワイズマンが口を開いた。

「この世界から別世界へと魂を移動させる──それこそ『異世界転生エクソダス』が不可能とされるゆえんだ。異世界転移も、現実世界への転生も、ともに大魔術の範はん疇ちゆう内。なぜならこれらふたつは魂を別世界へと動かす必要がないからな」

「でも、異世界転生が自分の魂を異世界に飛ばす魔法だとして、異世界転移は自分の肉体ごと異世界に飛ぶってことでしょ？　なら体ごと魂だって移動するんじゃないの？」

　しかし、デュセルは納得がいかない様子で、再び質問。

　これを受けてワイズマンは、飄ひよう々ひようとした笑えみを浮かべた。

「ん？　おれがいつ、体だけじゃなく魂も異世界転移が可能だと言った？」

「……ちょっと待って。ミスカトニック大学の転移実験は成功したのよね？」

「成功したぞ。死体だけだがな」

「…………は？」

「つまり、転移実験は成功したものの、実際に異世界へと転移した魔術師は魂を別世界に移動させることが出来ず、即そく死し。傍はた迷めい惑わくにも死体だけが異世界転移を果たしたわけで、まあ現状の技術と理論では、役立たずのダメ大魔術だな」

「ふ、不毛な研究だわ……」

　デュセルは頭を抱かかえ、重いため息を吐はき出した。

「だったら異世界転移したってなんの意味もないじゃないですか！」

「壮そう大だいな自殺以外のなにものでもありませんよ！」

「突とつ然ぜん異世界に死体だけ投げ込むとか完全にテロだよもう！」

　老教授の言葉に、学生たちも一同啞あ然ぜん。異世界研究の困難さを知り、教室内は一転して諦あきらめムードに。

「ようやく分かってくれたか、お前たち……」

　説得が功を奏し、報むくわれた思いでほろりと涙なみだをこぼすワイズマン。

「しかし転入生のイアンといったか。君は優ゆう秀しゆうだな、志望先はどこにするのかね」

「僕は『時間の逆行タイムリバース』を」

　イアンはまたしても簡潔に返事するのみだった。

「ふむ、そうか分かった。ではこれにて解散……と本心では言いたいところだが、諸君らにひとり紹しよう介かいしておかなければならない人物がいる。入ってこい」

　そんなイアンの返答に対して老ろう獪かいに頷うなずいていたワイズマンだが、途と端たんに苦々しげな顔つきになって、教室の外に待機していたらしい人物を教室内に手招きする。

「……皆みなさん、初めまして」

　その人物の姿を目にした生徒たち──特に男子生徒たちが、別な意味で色めき立つ。

　心底嫌そうなワイズマンの手招きに応じて現れたのは、助教授用のローブを身に纏まとった、アンジェの美女型化身アバター『死霊術師ネクロマンサー』であった。その魅み惑わく的で豊満なボディラインに男子生徒が注目する中、彼女は艶えん然ぜんとほほえみながらワイズマンに代わって教きよう壇だんに立つ。

「これより『死者の復元ネクタル』と死霊術ネクロマンシーの講義を担当させていただく、ネッサ・ネクロです……フフフッ、どうかよろしく」

　ネクロマンサーは自らネクロと名乗り、学生魔術師たちを前に優ゆう雅がに一礼してみせた。突然の美人教師の出現にほとんどの生徒たちが喜んでいるが、ブランの表情は硬かたい。

「ねー、ブラン。あの先生、なんかアンブロシアに似てない？」

「似てるもなにも、あれはアンジェの化身アバター──要はおれの分身シヤドウと同じだ」

　ブランの言葉に、当然デュセルは驚おどろく。

「……なんでアンブロシアが、ブランの『分身鋳造シヤドウキヤスト』を？」

「あいつの手ほどきで大魔術師見習いになった代わりに、我流術式を盗とられたんだよ」

「ふーん。だから弟子でし扱あつかいされてたのね」

「面めん目ぼく次し第だいもない」

　ブランとデュセルは揃そろってアンジェへと視線を向ける。

　教壇に立つネクロの姿を満足げに眺ながめていたアンジェは、ふたりの視線に気づくと、これ見よがしに手を振ってみせた。







　特別講義の解散後、生徒たちの大半は選せん択たくを考え直すべく、今度は安易な気持ちからではなく真しん剣けんに専せん攻こう科目を選択することとなった。

　ネクロ助教授の登場で男子生徒が偏かたよるのではと懸け念ねんされたが、死霊術ネクロマンシーは黒魔術マテリアルスペルと並んで禁きん呪じゆの多い魔ま術じゆつ系統のため、下心だけで選択するには度胸のいる専門分野であった。

　ちなみにネクロの助教授の学位はアンジェがエルミタージュの女じよ帝ていの権限ででっち上げたものだが、新任教師として学園に赴ふ任にんが決まったのは、それとは別の理由。

　先代の死霊術ネクロマンシー担当教授は、もともとは魔導検視官として大量の死体に囲まれた生活を送っていたのだが、研究に傾けい倒とうするあまり自ら肉体を捨てて生霊ゴーストとなってしまい、そこを学園長にスカウトされて教きよう鞭べんをとっていた。しかし、半年前にうっかり成じよう仏ぶつしてしまったため、その席が空いていたのだ。

「フフッ……。とまあそんなわけで、ブラン君の『大賢者ワイズマン』のように、私も『死霊術師ネクロマンサー』を学園に潜もぐり込ませることが出来たんだよ」

　人の姿がまばらになった教室に残っていたアンジェが、同じくその場に残っていたブランとデュセルに対し、愉ゆ快かいそうに種明かしした。

「分かったアンジェ。なら、この件に学園長は絡からんでないんだな？」

「ちょっとブラン、アンブロシアの言葉を素す直なおに信用してだいじょうぶなの？」

「つれないね。第一、私はその学園長とやらとは面識がないから、潔白だよ。復学の許可が事前に出されていたのも少し気味が悪いくらいだ……」

　アンジェ本人の意識が憑ひよう依いしていることを誇こ示じしているのか、彼女はメガネを取ってブランたちの顔を覗のぞき込んでいる。

「だとしたら、聞くべきは向こうか」

　そう呟つぶやいて、ブランは窓まど際ぎわの席へと視線を向けた。

　そこには今も、単眼鏡モノクルをかけた転入生のイアンが腰こしを下ろしている。

「どうかしたのか、ブランドン・ブラックバーン」

　イアンのほうも密ひそかにブランたちを盗ぬすみ見ていたらしく、両者の視線が交こう錯さくする。

　白昼夢のように思われたきのうの対たい峙じは、今もブランの心に引っ掛かかっている。たった七秒程度の睨にらみ合いだったが、魔術王と名指しで呼ばれたときの記き憶おくは、既き視し感かんと呼ぶにはあまりにも強く記憶に残ってしまっている。

　──貴様さえ死ねば。

　その言葉が、忘れられない。

「いや別に。お前もしかして、学園長からおれのことを聞いているのか？」

　ブランは警けい戒かい心しんを隠かくしきれない様子ながらも、イアンに対して質問を投げかけた。

　魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』の秘密を知っているのは、デュセルやステラやアンジェだけではない。アルテナの地でただひとり、学園長も秘密を共有している人物だ。なにせ彼は、幼いころのブランとモリガンのことをよく知る男なのだから。となれば、学園長の手回しで転入してきたイアンがブランの秘密を知っているとなると、それは彼が学園長と通じているからではないか。──そうブランは考えていた。

「関係ない。僕は学園に来たばかりで、学園長とは会ってもいない。正直言って、身辺調査もなくすんなり入学許可が出たことに驚きさえしている」

　だというのに、そんなブランの問いかけをイアンはあっさりと否定する。

　噓うそをついている様子はないし、そもそも噓をつく必要性を感じている様子さえない。

「……」

「……」

　そのまま、互たがいに探さぐりを入れるかのように押し黙だまるブランとイアン。

（ブランったら、なんかずっと転入生のこと気にしてるわね……）

　と、睨み合うブランとイアンの姿を、デュセルは不思議そうな顔つきで眺めていた。

（そーいえば、あたしが留学してきたばかりのころも、すっごく気にしてくれて、嬉うれしかったなー。やっぱり優やさしいなー）

　険悪な少年たちの雰ふん囲い気きを尻しり目めに、無言のままにこにこ顔になるデュセル。

（あ！　でもそーなると、もしかしてブランに新しい友だちが出来ちゃうってこと？　それはそれで嬉しいけど、あたしとブランの時間が減っちゃうのはやだなー）

　ところが次の瞬間には、にこやかな晴れ模様が途端に曇くもり、憂ゆう鬱うつな顔つきに。

「……デュセル君。キミは見ていて飽あきないね」

　そんなデュセルの百面相を、アンジェは切れ長の瞳ひとみを細めてからかい気味に眺めていた。

「なによ！　ひとの顔をじろじろ見ないでくれる？　ふーんだ！」

　その言葉を聞き、デュセルは頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向く。

「フフッ……。はいはい、分かりました」

　アンジェは肩かたをすくめると、今も睨み合ったままのブランとイアンへと視線を巡めぐらせた。彼女の好こう奇き心しんに満ちた視線に気づき、今度はイアンがブランからわざとらしく視線をそらし、そっぽを向く。

「おや。女の子に見られるだけで視線をそらすなんて、典型的な女の子に免めん疫えきのない男の子の反応だね……」

　そんなイアンの反応に、アンジェが思わず一言。

「どうやら、童どう貞ていボーヤがまたひとり増えたようだね……」

「アンジェーッ!!　黙れこのクソババア師し匠しようがーッ!!」

　アンジェの突然の問題発言に、たまらずブランはデュセルの耳を塞ふさぎながら顔を真っ赤にして抗こう議ぎの叫さけび声を上げた。

「ねー、ブラン、いきなりどーしたの？」

　急に背後から両耳を塞がれたデュセルは、目をぱちくりとさせて眉まゆをひそめている。

　どうやらアンジェが口にした爆ばく弾だん発言は間かん一いつ髪ぱつで聞こえなかったようだ。

「や、やれやれだな。ぼ、僕にまであらぬ疑いをかけるのは、その、止やめてくれないか、アンジェラ・アンブロシア」

　アンジェに煽あおられたイアンは顔を真っ赤にし、それでもちらちらとアンジェの顔を盗み見ながら、ぼそぼそと抗議の声を上げた。そして、ズレた単眼鏡モノクルの位置を正しつつも、なおも続くからかうようなアンジェの視線に耐たえ切れず、急に席を立つ。

「帰る！」

　などという捨て台詞ぜりふを残し、イアンは逃にげるように教室の外へ向かう。途と中ちゆう、何度か机に足をぶつけてしまい、半ば涙目になってまで。

「なんなんだ、あいつ……」

　転入生の背中を遠巻きに見送りながら、ブランは眉み間けんにしわを寄せて唸うなった。

　そんな中、アンジェは思い出したように小首を傾かしげる。

「そういえば今のボーヤ……私の名前も知っていたようだ。どうしてだろうね……」

　彼女のことを、ブランはアンジェと、デュセルはアンブロシアと呼ぶ。なのに、先ほどイアンは確かにアンジェラと口にしていた。言い間ま違ちがいとは思えない。ならば、名前を知っていたと考えるのが順当だろう。

「おれの名前も学園長から聞いたわけじゃなさそうだな。おれはてっきり、学園長の知り合いだと思っていたんだが……ともかくアンジェ、あいつには気をつけろ」

「え？　もしかして、私の心配をしてくれているのかい？」

　ブランの気き遣づかいが意外だったのか、珍めずらしくアンジェは素そ朴ぼくに驚いていた。

「そ、そんなんじゃねえよ。ただ、なんとなく気になるだけだ」

「ふーんだ」

　その表情が新しん鮮せんで、少し照れるブラン。そして、その隣となりで少し拗すねるデュセル。

「……もー、ブランったらいつまであたしの耳を塞いでるの？」

「あ、悪い悪い」

　と、今までずっとデュセルの耳を塞いでいたことを本人に指し摘てきされ、ブランはようやく手を離はなした。

　ちょうどそのとき。

　イアンが出て行ったまま開けっ放しだった扉とびらの向こうから、副会長が顔を出す。

「貴様ら、いつまで残っている。さっさとこの教室の施せ錠じようを終わらせねば、特別講義のために場所を用意してくれたワイズマン教授の監かん督とく不行き届きになってしまうではないか」

　相変わらずの居い丈たけ高だかな物言いだが、彼女にしてみれば敬愛する老教授の面目を気にしての正当な発言である。言われ、ブランたちもようやく重い腰を上げた。

「ところで貴様らは専攻科目を決めたのか？　それも早く決めねば教授がお困りになってしまうからな」

「おれはもう決めているが」

「あたしはまだなの」

「私もまだ決めかねているよ……。まあ、学園で学べる程度の魔術知識が、この私に必要だとは思わないけどね……」

　副会長に対し、それぞれ首を縦に振ふるブラン、横に振るデュセル、傾げるアンジェ。

「それはそうと、お前はどうするんだ？」

　別に強い興味があったわけではないが、話の流れでブランは幼おさな馴な染じみにそう尋たずねた。

「わたしはとっくに錬金術アルケミーを専攻すると決めている」

「へー。そりゃまたどうしてだ？」

「決まっていよう。莫ばく大だいな富という至上の贅ぜい沢たくを手にした以上、わたしが次に欲ほつするのは地位名声、そして永遠の寿じゆ命みようだ！　使いきれない財力に、会長ほどではないがクズ石ごときでは足元にも及およばぬ魔力、そこに不老不死の美び貌ぼうと肉体が加われば、永遠に続く黄金の日々が始まるのだ。そうなればもはやわたしに怖こわいものなどあるものかーッ！」

　腰に手を当て高飛車に高笑いを上げる副会長。完全に俗ぞく物ぶつの発想だった。

「……フフッ、ちょっと顔を貸したまえ」

　と、アンジェは副会長の首根っこを摑つかみ、ずるずると教室の外へと連れ出していく。

　彼女にしては珍しく、微び笑しようの裏に隠しきれない怒ど気きを孕はらませて。

「なあに、ほんの親切心の表れだよ……。副会長君に、不老不死の人生を得た魔術師がどういう末路をたどるのか、少しばかり思い知らせてあげようとね……」

「なにをする貴様ー！　ええい、見物してないで助けろブランドンー！　助けてくれー！　うわあああああん、助けてくださいー！」

　段々と遠ざかっていく副会長の悲鳴を余所よそに、教室に残されたブランとデュセルはなにも聞かなかったことにした。

「ブラン、錬金術アルケミーって本当に人間を不老不死にできちゃうの？」

「ああ。錬金術アルケミーの基本理論は『上位変換ランクアツプ』だ。鉄を黄金に、石を宝玉に、水を霊れい薬やくに変質させる、人類の最も俗物的な望みを叶かなえる魔ま術じゆつ。その究極形が、『不老不死アンブロシア』──つまり人間の肉体を不ふ滅めつの生物へと進化させる魔法ってわけだ」

　鉄は鉄、石は石、水は水。そうした万ばん物ぶつの不変価値を、物理法則を捻ねじ曲げることで変質させる。それも、物質の持つ性質や質量、原子構造、化学式に至るまで。

　等価値という概がい念ねんを一いつ蹴しゆうする魔術体系。それが錬金術アルケミーだ。

　旧きゆう暦れき時代においても、錬金術アルケミーを研究した魔術師たちは卑ひ金きん属ぞくを貴金属へと変える術を模も索さくし、最終的には魂たましいや肉体を永遠のものにしようとしていた。『人造生命体ホムンクルス』と呼ばれる人間に酷こく似じした魔導生物の錬れん成せいも、そうした不老不死の探究の一いつ環かんと言われている。

「千年前のアンジェも、不老不死を追い求めた魔術師のひとりだったんだろうな」

　だからこそ、アンジェは許せなかったのだ。

　先ほどの副会長の暴言が、まるで千年前の自分のもののように思えて。
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　放課後、ブランとデュセルは連れだって歩いていた。

　もちろんブラン本人ではなく、きょうはずっと『案山子スケアクロウ』に憑ひよう依いしたままなのだが、デュセルはデュセルでどこか心ここにあらずといった様子だ。

「どうかしたのか、デュセル」

「ううん。ただちょっと……まだ専せん攻こうを決めかねていて」

　魔都を黄昏たそがれ色に染める夕暮れの中、デュセルは憂鬱そうにため息をこぼす。

「実は、少し寄っていきたい場所があるんだが……」

「いーわよ。帰宅途中にふたりで寄り道するのって、なんか憧あこがれちゃうし」

「……寄り道先を知ったら、そんな寛かん大だいなことは言ってられないんじゃないだろうか」

　不安な顔つきながらもブランがデュセルを連れて向かったのは、魔都のとある一角に位置する、古めかしいマジックアンティークショップ。その店名を見て、ブランの予想どおりデュセルの態度が途と端たんに不ふ機き嫌げんになる。

「『アンブロシア』？」

　そこは、かつて魔都に潜せん伏ぷくしていたアンジェが根城として使っていた骨こつ董とう店だった。

　つい最近アルテナに戻もどってきたアンジェは、初日こそブランの家に勝手に上がりこんでいたものの、先日のスティーヴン・スティングレイとの対決後にはブランの家には帰ってこなかった。となれば、魔都のいずこかに拠きよ点てんを作ったと考えるのが自然だ。

「おそらく、アンジェ本人がここにいると思ってな」

「あ、そっか。学園にいたのは、ブランのスケアクロウと同じように、瓜うり二ふたつのアンブロシアだったんだもんね」

　扉に立てかけられた看板はＯＰＥＮとなっていたため、ブランたちは気にせず扉を開けた。当然、鍵かぎはかかっておらず、開かい錠じようの魔術を使う必要もなかった。

　店内は、相変わらずマジックアイテム雑貨で埋うめ尽つくされており、以前ブランが目にした聖遺物も展示されたままとなっている。だが、埃ほこりが積もっている様子はなく、最近になって誰だれかが掃そう除じしたのは間違いなさそうだ。

「どうやら再オープンしたみたいだな、この店は」

「それにしても不用心よねー。泥どろ棒ぼうが入ったらどーするのよ」

「不老不死の大魔術師の店から窃せつ盗とうなんて、命がいくつあっても足らないぞ」

　ふたりはカウンターに置いてあったベルを手に取り、軽く鳴らす。

　待つこと数秒。さらに数十秒。そうして数分。

「……来ないわね」

　呼び出しベルを鳴らしたにもかかわらず、店主はいつまで経たっても現れない。それどころか、返事のひとつも寄よ越こさなかった。

「ねー、ブラン、今って普ふ通つうに営業時間よね？　定休日でもないみたいだし」

「あんの、ぐうたら師し匠しようが！」

　ブランは容よう赦しやなくベルを連打した。そこまでしてようやく、お目当ての赤毛の少女が店の奥から姿を現す。

「ふぁい……どこの誰だい……？」

　しかも全ぜん裸らで。

　思わぬ遭そう遇ぐうに、ブランとデュセルはしばらく硬こう直ちよくしてしまう。

「とりあえず【●ＲＥＣ】」

　やがて、あんぐりと口を開けたままのデュセルや、抱だき枕まくらを抱かかえたまま寝ね惚ぼけ眼まなこをこすっているアンジェに先んじて、ブランが正気を取り戻した。

「……おや、誰かと思えば、うちの弟子でしとお姫ひめ様じゃないか」

「って、早く服着なさいよ！」

　むにゃむにゃとあくびをこぼすアンジェに対し、デュセルは怒鳴り声を上げた。

「師匠、お前なにしてんの？」

「おかしいね……化身アバターに店番を頼たのんだはずなんだけど……。でも、そういえば誰に頼んだのか記き憶おくがない……」

　後生大事に抱きしめている抱き枕に頰ほおずりしながら、アンジェは大きく首を傾げた。

　アンジェが自分以上のズボラ人間であることは、ブランもとっくに承知している。彼女が時間という価値観を失い、時計の針の進みにさえ無む頓とん着ちやくになっていることも。しかしここまでアンジェ本人がだらけているとなると、ブランの我流術式を奪うばったのも、ただ単に彼女が楽をしたかっただけのようにさえ思えてくる。

「せめて自分の骨董店くらい、営業日と決めた日には開店しろよ」

　ブランの非難に、アンジェは急に真しん剣けんな面おも持もちを浮うかべた。

「ブラン君……こんな話を聞いたことはあるかい？」

「ほう？」

「旧暦に記された創世記によれば、神様は最初の六日間で世界の全すべてを創つくり……七日目に休んだそうじゃないか。でもね、この話には続きがあるんだ……」

「ほほう？」

「実はね……神様は八日目以降もずっと休んだままなんだよ。世界が生まれてから何億年経たったかは知らないけれど、神様でさえ最初の六日しか働いていないのに、どうして人間がそこまで勤勉に働かなければいけないんだい……？」

　ドヤ顔で自らの正当性を主張するアンジェ。

　ブランとしては、これが自分の師匠なのかと、頭を抱えるしかない。

「ごたくはいいからさっさと服を着て来なさいよー！」

「そうだね……ごめんね……」

　デュセルに𠮟しかられ、とぼとぼと店の奥へと引っ込んでいくアンジェ。

「一度は殺されそうになった相手なのに、なーんか調子狂くるうわね」

「前にアンジェ本人が言っていたが、ひとりの人間が生き続けるには千年ってのは長すぎるらしい。生命活動時間の超ちよう過かに精神が耐たえかねているそうだ。だから、生命や時間に対しての価値が、大きく歪ゆがんでいく──」

　かばうつもりはなかったが、ブランはごく自然にアンジェのフォローを口にしていた。

　師し弟てい関係を結んでまだ一週間ほどしか経っていないが、望まぬ不老不死に振り回されている彼女に、一種の情が湧わいているのかもしれない。

　そんなブランの言葉を聞き、デュセルも過去の一件を水に流すつもりはないだろうが、アンジェに対しての責めを口にすることはなくなった。

「──魔術が人を幸せにするとは限らない。だけど、必ずしも人を不幸にするだけとも限らない。おれとねえちゃんの命の恩人が、十年前におれに教えてくれた言葉だ」

　ブランの呟つぶやきに、デュセルは静かに耳を傾かたむける。

「おれはその人の助けを借りて、魔力暴走に巻き込まれたねえちゃんの魂を『魂の定着コキユートス』で救いだすことができた。そのとき思ったんだよ。おれも、誰かを助けられる人間になりたいって」

　今はもう懐なつかしい言葉を思い返しながら、かつて耳にした台詞せりふを嚙かみ締しめるように口にするブラン。

「ふーん。その恩人って、ウエノ学園の仮面学園長のことよね？」

「ああ。おれもあんな風に人助けできたらなって、昔はずっとそう思ってた」

　照れ隠かくし気味に笑ってみせるブラン。

　そんな親友に対し、デュセルは満面の笑えみを浮かべた。

「ブランは、あたしを助けてくれたよ」

「お、おうよ」

　自分へと向けられたデュセルの笑顔があまりに眩まぶしすぎて、ブランは顔を赤らめて目を泳がせる。

「そういやそうだったな……」

「あたしだけじゃなくて、ステラのことも助けてくれた」

「ま、まあな」

「ほら。ちゃんと人助けできる、素す敵てきな男の子になってるじゃない」

　すでに顔中が真っ赤になってしまっているブランの背中を軽く叩たたき、デュセルはにこやかにそう言ってのけた。

　これにはブランも、素っ気ない態度こそ取ったものの、内心ではどぎまぎしてしまう。

（いきなり男前なこと言いやがって……恥はずかしいじゃねえか……）

「恥ずかしがることないでしょ。あたしは素直に感謝の気持ちを伝えてるだけよ？」

「今おれの心読んだ!?」

「そんな魔術使ってないわよ。ただ、顔見てそう思っただけ」

　店主の不在をいいことに、店内でいちゃつくブランとデュセル。

　と、不意に骨董店の扉とびらが開き、ひと目を忍しのぶようにまた別のカップルがこそこそと店内へとやってきた。

「ほらアル君っ、こっちだよっ」

「待ってよ、メイちゃん」

　男女ともに七歳児くらいのおしゃまなカップルだ。

　片やブランの幼少期の分身シヤドウ『錬金術師アルケミスト』、片やアンジェの幼女型化身アバター『魔メ法イ少ガ女ス』。ふたりは仲良くお手々繫つないで入店してきた。

　彼らはブランとデュセルの驚おどろきの視線にも気づかないぐらいにお互たがいしか見ていない様子で、店内の隅すみに置かれていた子ども用テーブルへと腰こし掛かける。

「ふふっ、少しくつろいでおいてねっ、今お茶を淹いれてあげるからねっ」

「うん。ありがとうメイちゃん。どうせならお茶うけも欲ほしいな」

「いいよ。主マスターとっておきの、高そうなクッキーがあったはずだからねっ」

　おままごとめいたお茶会を画策しているアルケミストとメイガスに向け、事態を見守っていたブランだったが、ついに思わず一言。

「お前ら、いつの間に仲良くなってんの……」

「アルくんが、悪い女の子に騙だまされてる……」

　さらにはデュセルまでもが、まるで弟が婿むこにでも行ってしまったかのような悲しげな面持ちで、うるうると瞳ひとみを潤うるませていた。

「げげっ！」

　ようやくブランとデュセルの存在に気づき、アルケミストはしまったとばかりに顔を引きつらせた。

「きょうはいつになく憑ひよう依いが長いから、意識共有機能さえオミットしておけばバレないと思ったのに……」

　ブランが分身シヤドウのうちの一体に意識を憑依させているときは、当然だが他の分身シヤドウたちがどのような行動を取っているかをモニター越ごしに確かく認にんすることは出来ない。アルケミストはそれを狙ねらって、メイガスとお家うちデートする予定だったのだろう。

「お前、おれが見てないときを狙って逢あい引きしてたのか!?」

「だって、これなら他の分身シヤドウにもバレずに女の子と仲良くなれるってウォーロックが！」

「あいつ一番真面目まじめそうな顔してなに言ってんの!?　おれの知らないところでよろしくやってるって噂うわさは本当なのかよ!?」

　騒さわぐブランとアルケミストに対し、メイガスがいじけた様子で頰を膨ふくらませた。

「アル君っ！　私ってば、放置されてて楽しくないよぅ」

「ご、ごめんメイちゃん！」

　機き嫌げんを損そこねたメイガス相手に、アルケミストは平謝り。

「アルくんが、悪い女の子に完全に手玉に取られてる……」

　それを見て、さらに瞳を潤ませるデュセル。

「……む」

　そこへ、アルケミストを追って、またも新たな人ひと影かげが静かに店内へとやって来た。骨こつ董とう店の来客とは思えない不ふ審しんな黒ずくめは、誰あろう分身シヤドウ『黒魔導師ウオーロツク』だ。
















「ウォーロック！　ちょうどいい、お前がいらんこと吹ふき込むからアルケミストがおれを差し置いて女の子とデートしてやがった！　っていうかもしかしてお前もおれの知らないところでおれよりモテたりしてるのか!?」

「まーまー、落ち着きなさいよ、ブラン」

　もしや分身シヤドウたちのほうが自分より異性にモテるのではと、いつになく取り乱すブラン。デュセルに宥なだめられている主あるじの疑念に対し、ウォーロックは肯こう定ていも否定もなく、鉄面皮のまま小さく肩かたをすくめてみせた。

「まさかウォーロック、ねえちゃんに言われてメイちゃんとのデートを監かん視ししてたの？」

　と、今度はアルケミストがウォーロックへと恨うらみがましい目を向ける。

「そうだ。ねえちゃんは過保護で、分身シヤドウの中ではお前を特に溺でき愛あいしているからな」

「なんだって？　またあの『女王クイーン』が私とアル君の邪じや魔まをするって言うのかいっ！　まったくもう、極度のブラコンにも困ったものだねっ！　ね、アル君！」

「う、うーん。そうだね……そうかも……」

　ガールフレンドと姉との板いた挟ばさみに、アルケミストは困り顔だ。

「だが、おれはねえちゃんに報告するつもりはない。気き兼がねなく好きに続けろ」

　すると、監視役のウォーロックは意外にも柔じゆう軟なんな一面を見せた。

「見かけによらず話が分かるね。ありがとっ、お兄ちゃん」

　思わぬ味方に、メイガスが嬉うれしそうにウォーロックへと感謝の笑顔を向ける。

「お兄ちゃん──か」

　ウォーロックは珍めずらしく口元にシニカルな微び笑しようをたたえ、大きく頷うなずく。

「いい──」

　しかも、なんともフォローに困る呟きを交えて。

「いやお前なんで妹属性に目覚めてんの!?　おれの分身シヤドウのはずなら姉属性しか持ってないはずじゃないのかよ!?」

　分身シヤドウたちの知られざる一面に、ブランの混乱はますますヒートアップしていく。

「…………うちの店で、あまり騒がないで欲しいね」

　そんな中、ようやく服を着終えたアンジェが姿を見せた。

「しかしこれは、なんとも意外な光景だ」

　彼女は、自分の化身アバターがブランの分身シヤドウたちをかどわかしている様子に、なんとも複雑そうな面持ちを浮うかべる。

「私の化身アバターたちは、私の喜き怒ど哀あい楽らくの感情のひとつひとつをその身に宿しているのだけれど……ああいう感情がまだ私に残っていたことに驚きだね……」

　同年代の男の子とのお茶会を楽しんでいるメイガスの姿に、アンジェはというと、リアクションは薄うすいながらも心底驚いているようだった。

　瓜うり二ふたつの姿を持つ、近接殲滅型化身アバター『女帝エンプレス』は、喜び。

　異性体の姿を持つ、能力模倣型化身アバター『道化師ジヨーカー』は、怒いかり。

　妙みよう齢れい期の姿を持つ、分身鋳造型化身アバター『死霊術師ネクロマンサー』は、哀かなしみ。

　幼少期の姿を持つ、奇跡代行型化身アバター『魔メ法イ少ガ女ス』は、喜怒哀楽の最後のひとつである、楽しみの感情で動いている。

　主であるアンジェの予想では、ブランに出で逢あえたことへの喜びで動く『女帝エンプレス』や、不老不死の人生に対する怒りや哀しみで動く『道化師ジヨーカー』や『死霊術師ネクロマンサー』に比べ、もっと無感情で受動的な化身アバターになるはずだった。ところが蓋ふたを開けてみれば、メイガスは四魔王フオーテリブルの中では最も自我の強い個体として、イキイキとさえしている。

「ほらアル君。クッキーだよっ、あーんして」

「あーん」

　なにせ、主の知らないところでボーイフレンドまで作ってしまったほどだ。

「フフッ。私にも……人並みに人生を楽しみたいという感情が残っているということなのかな……？」

　どこかもどかしそうに、しかしその感情さえも懐かしげに、アンジェは自じ嘲ちよう気味に微笑を浮かべた。

「なにしみったれた顔つきで感傷に浸ひたってるんだよ、らしくないぞ。それとも、孫まご娘むすめを見守る正しよう真しん正しよう銘めいのババアにでもなったつもりか？」

「……弟子でしの、いけず」

　珍しく──それこそ数十年ぶりという単位で本当に珍しくナーバスになっていたところをブランに茶化されてしまい、アンジェは拗すねた様子でそっぽを向いてしまう。

「女の子の気持ちを分かってやれないから、キミはまだ童どう貞ていボーヤなんだよ……」

「だからアンジェーッ!!　デュセルの前でそれを言うなーッ!!」

「え？　どーしたのブラン、またあたしの耳を突とつ然ぜん塞ふさいだりして」

　きょとんとしたデュセルの耳を再び塞ぎながら、ブランは顔を真っ赤にしてアンジェへと抗こう議ぎの怒ど鳴なり声を上げる。

　と、そんな中。

「アル君っ。それじゃあ次はちょっと背せ伸のびして、これを飲んでみようよっ！」

　メイガスはアルケミストのもとへ、コルク栓せんのついた一本の瓶びんを持ってきた。

　どう見てもワインボトルだ。

「それはさすがにダメでしょーが！　アルくんはまだ子どもなんだから、そんなの飲ませちゃダメなのー！」

　これにはさすがにデュセルも血相を変え、お子様カップルの間に割って入ってワインを取り上げた。

「……デュセル君。申し訳ないんだが、そのワインだけは、もっと丁てい寧ねいに扱あつかってくれないかい？　いや、おバカなお子様から取り戻もどしてくれたことには感謝するけどね……」

　アンジェもあまりに予想外の事態を前に、ワインが登場した瞬しゆん間かんには完全に硬こう直ちよくしてしまっていた。デュセルに対して感謝の言葉を口にしながらも、危なっかしい手つきでメイガスからボトルを奪うばい取った彼女の姿に、冷や汗あせを禁じ得ない様子だ。

「なんだよ、あのワイン。アンジェがそこまで顔色を変えるってことは、もしかしてかなりの年代物プレミア？　それとも相当な当たり年ヴインテージとか？」

　ブランの質問に、震ふるえる手つきでボトルを預かったアンジェは、懐なつかしげにラベルへと目を落とす。すっかりボロボロで、もう名前も分からない有様だ。

「ふーん。あたし、ワインには結構詳くわしいわよ。なんて銘めい柄がらなの？」

　デュセルが、ここぞとばかりルーヴル第三王女としての立場をアピールする。ルーヴル王国は旧きゆう暦れき時代からワイン大国だ。

「デュセル、お前もしかしてお酒飲んだことあるの？」

「そーですよーだ。ルーヴルは十六歳からワイン飲んでいい法律なんだもん」

　驚くブランと、威い張ばるデュセル。そんなふたりを尻しり目めに、ボトルを奪い返そうとするメイガスを片足でいなしながら、アンジェは大きく首を傾かしげた。

「名前……名前か……我ながら情けない話だけれど、実はもう覚えていないんだ……」

「え、ちょっと待てよ。じゃあそのワインって──」

「たぶん……だいたい三百年物かな？」

　アンジェの言葉に、ブランやデュセルはもちろん、それを飲もうとしていたメイガス、さらにはアルケミストやウォーロックまで一瞬真顔になった。

「それもう完全に酢すになってるんじゃないか？」

「あたしも、さすがに三百年前のワインの銘柄なんて分かんない」

　三百年も経たてば、どんなワインも酸化しきっている可能性は高い。当然ながらワインも飲料なので、古ければ古いほど良いというわけでもないのだ。

「これが確か最後の一本だったはずなんだけど、飲み時を失ってしまったまま、ずっと手元に残していたんだっけ……。もう、このワインを誰だれが私に薦すすめてくれたのかも、思い出せなくなっているなんて……ね……」

　しかしアンジェはワインを手に、ひどく懐かしげに、そして哀しげに目を細める。

「どれだけ長い人生を送れたとしても、もう一度このワインの飲み頃ごろの味を楽しむ機会は永遠に訪おとずれない……思い出すことさえも……」

　最後の一本の封ふうを切れなかったのは、未来への不安。アンジェの切なげな姿に、弟子となったブランはもちろん、命を奪われかけたデュセルまでもが、僅わずかに涙なみだぐむ。

「ワインの瓶には妖よう精せいが住んでいる。ブラン君の言うとおりこのワインの妖精はとっくの昔に老ろう婆ばになってしまっているだろうけど……私にとっては数少ない連れ合いなんだ」

　そう言ってアンジェは店の金庫にワインを寝ねかせ、魔術で鍵かぎをかける。

「アル君っ、あんな古っちいワインなんかほっとこ！」

　アンジェの『楽』の感情を人格として有するメイガスは、主のネガティブで湿しめっぽい話になど興味ないのか、すでにアルケミストとのいちゃいちゃを仕切り直していた。

　──と。

　そんな化身アバターの姿を目にし、アンジェは突とつ如じよとして魔術師らしい研究者めいた表情を浮かべ、ぽんと手を叩たたく。

「もしかしたら……化身アバターたちのポジティブな感情を育てることで、私自身のメンタルケアに繫つながるかもしれないね……」

「おいおい、おれの我流術式を精神治ち療りように転用するな」

「ブラン君……キミにとっても利点はあるじゃないか。私という危険人物の危険度が、少しばかりとはいえ下がるかもしれないんだよ……？」

　ブランへと向けられる、意味深げなアンジェのミステリアスな微笑。まるで悪わる巧だくみでもしているかのようだ。

　ちょうどそのとき、申し合わせたかのように骨こつ董とう店の扉とびらが再び開き、この場に新たな来客を迎むかえた。現れたのは、メガネをかけ、赤毛の長ちよう髪はつを三つ編みにした、ウエノ学園の女子制服姿のもうひとりのアンジェ──『女帝エンプレス』だった。

　アンジェは自らの化身アバターへと、軽く声をかける。

「命令だよ、エンプレス。明日……ブラン君とデートしてくるように」

　突然そう言われ、エンプレスは目をぱちくりとさせて硬直。

　しばらくして、途と端たんに頰ほおを赤らめ、嬉しげにほほえんだ。

「……喜ばしいことこのうえない」

　どこか、興奮冷めやらぬ呟つぶやきとともに。

「っておいアンジェ！　なにを勝手に！」

「そ、そーよ！　あたしを差し置いてブランとデートの約束だなんて！」

「フフッ、なんだか我がことのように楽しみだね……」

　ブランやデュセルの非難を聞き流し、アンジェは愉ゆ快かいそうに目を細めた。

「そ、それに明日は平日だぞ、学園はどうするんだよ」

「そーよそーよそのとーりよ！」

　狼ろう狽ばいするあまり、柄がらにもない台詞せりふを口にするブランと、二番目の姉の口くち癖ぐせが乗り移ったかのようなデュセル。

「おや？　ブラン君はもともと学園には通わないだろう……？　私の目の前に今こうしているのも分身シヤドウじゃないか」

　そんなふたりの反応が面おも白しろいのか、余計にアンジェは自らの思いつきを気に入った様子で、勝手に話を進め始める。

「だから、ブラン君は必ず、生身でエンプレスの相手をしてあげるように。彼女が喜べば喜ぶほど、私にもそうした感情がフィードバックするはずだからね……」

「実に喜ばしい」

「ほらね？　私の化身アバターも随ずい分ぶんと期待してくれているようだよ……」

　いつになく上じよう機き嫌げんな様子で、アンジェはブランへと視線を投げかける。

「……しゃーねーな。あいよ、分かったよ」

「ブラン!?」

「言うなデュセル。これもアンジェを真人間に戻すための、人助けみたいなもんだ」

　しかし、ブランの決断に、デュセルはふくれっ面つらで目の端はしに涙を浮かべる。

「ふーんだ！」

「お、お詫わびにデュセルとも今度デートするから……」

「生身で？」

「お、おうよ。もちろんだ」

「絶対だからね！　絶対ブラン本人じゃないとヤだからね！」

　念を押すデュセルに「あいよ」と頷うなずくと、アンジェの思いつきに乗っかったブランは、これで満足かと言わんばかりに、挑ちよう発はつ的な目つきで彼女を睨にらみつけた。

「フフッ、今まで色々と悪巧みをしてきた私だけど……どうしてだろうね、この思いつきは、ここ数世紀の中でも会心の出来だと自負してしまうよ……」

　なのにアンジェは、見ているブランの毒気が抜ぬけるような笑えみを浮うかべていた。

「……まったく。それが、不老不死の人生に絶望したやつの顔かよ」

　ブランの目の前のアンジェの笑顔。

　それは、いつか見た、少女のように可か憐れんな満面の笑みだった。

「確かに私は、千年もの長きにわたり、自分の人生に失望し続けている……」

　哀かなしげに呟きながらも、アンジェは笑顔を絶やさない。

「だけど絶望はしていない。キミと出逢えたからね」

　その言葉を聞いて──

　ふと、ブランは思った。

　思ってしまった。

　アンジェ以外のあらゆる人間の生は有限で、誰もが彼女を置いてきぼりにして老いさらばえ、そして死んでいく。今までも。これからも。

　彼女の愛したワインさえもがそうなのだから、きっとそれは、ブランであろうと逃のがれられない運命だ。ならばもしも、ブランが死んだ後も、アンジェの不老不死の人生が永遠に続いていくとしたら──

　そのとき彼女は、今のように笑えるのだろうか。

「ブラン？」

「ブラン君？」

　物思いに耽ふけっていたブランは、デュセルとアンジェの声を聞き、現実に戻された。

「あ、ああ。なんでもない。どうかした？」

　ブランは、不意に訪れた悲観的な未来像を悟さとられないよう、慌あわてて平静を取り繕つくろう。

「それはこっちの台詞よ。急に幽ゆう霊れいでも見たような顔しちゃって……」

「フフッ、もしかして、早さつ速そくデートプランを練り始めてくれていたのかな？」

「そんなわけないでしょ！　厚かましいわよアンブロシア！」

「おや。妬やいているのかい？」

　きゃいきゃいと騒さわぐふたりを尻目に、ブランは不ふ吉きつな未来像を脳のう裏りから追い払はらった。

　そんな中、エンプレスが控ひかえめに口を開く。

「ところで主マスター……。七大魔術系統の専せん攻こうは、ご指示どおりに選んでおきました」

「うん、ごくろうさま」

「ん？　アンジェもようやく決めたのか？」

「『時間の逆行タイムリバース』の占星術アストロロギアだよ。キミが、あの転入生が面白そうと言っていたからね。同じのにしてみたんだ」

「いやそんなことは一言も言ってないだろ！　まったく、気まぐれなやつめ……」

　アンジェはこと魔術知識において、世界でも右に並ぶ者のいない存在だ。学園での講義など、どれを選んでもなんの足しにもならないだろう。本人も適当に選んだに違ちがいない。だが、よりにもよって占星術アストロロギアだったことが、ブランの不安をかきたてる。

　今でこそ宿敵にして愛まな弟子でしであるブランの存在のおかげで自じ滅めつ願望が薄うすれ、こうして楽しげにデートの話など持ちかけてくるようになったものの、彼女も決して自らの死を諦あきらめたわけではないはずだ。

　アンジェの身に宿った魔法『不老不死アンブロシア』を覆くつがえすには、同等の難度を誇ほこる『七つの魔法セブンキヤスト』のどれかを用いなければならない。あくまで仮定だが、その手段としてブランが真っ先に思いついたのが『時間の逆行タイムリバース』だ。

　奇き跡せきを奇跡で殺す最も確実な手段は、アンジェが偶ぐう然ぜん『不老不死アンブロシア』を手にする以前の時代へと時間遡そ行こうし、千年前の彼女自身を殺すことなのだから。







　しばらく後、アンジェに別れを告げ、ブランとデュセルは帰路へついた。

　とはいえふたりの帰り道も、重なっているのは途と中ちゆうまでだ。

「じゃあね、ばいばい」

「あいよ。また明日」

　別れる際、去り際ぎわの挨あい拶さつを終えるとブランは憑ひよう依いを解除し、残された『案山子スケアクロウ』は同じく骨董店を後にしていた『黒魔導師ウオーロツク』や『錬金術師アルケミスト』とともに姿を消す。

　すでに陽ひは落ちている。

　夜の帳とばりが下りた魔都を、独りデュセルは歩みを進める。

　ルーヴル大使館に帰れば、姉たちが待っていることだろう。だが、文化祭も三者面談も終わった以上、国政があるのだから近々ルーヴルへと戻もどるはずだ。

「……ふーんだ」

　いたらいたで鬱うつ陶とうしいのに、いなくなるのはなんだか寂さびしい。デュセルの中に、かつては憎にくみ合っていたはずの姉たちに対する恨うらみの感情は、すでにない。

　家族──一度はデュセルのもとから失われたはずのものが、今は新たに培つちかわれつつある。

　だが、失われたという事実が消えるわけではない。改心したところで、姉たちは決して、亡なき母や弟の代わりにはならないのだから。

「今が幸せな分だけ、なんだか不安が大きくなってく気がする……」

　とぼとぼと大使館へと戻りながら、デュセルは重いため息を吐はき出した。

　ブランに救われ、ステラとの友情を取り戻し、そして姉たちとの関係も良好と、デュセルを取り巻くなにもかもが幸せになっていく。

　実の父に捨てられ、十年もの幽ゆう閉へいを味わっていたころの不幸と比べれば、天にも昇のぼるようだ。

　だからこそ──こんな幸福を味わってしまったからには、もう二度とあの不幸な日々には戻れない。心が耐たえ切れない。そのときには、生きていることさえ苦痛に感じることだろう。デュセルにはその確信があった。

「あたし、弱くなったのかもね……」

　幸せを忘れていた幼いころの自分は、独りで生きていけると口にしていた。実際、独りで生きてきた。しかし今ではもう、独りで生きていく自信はない。

　──それこそ、失なくしたものを取り戻すような魔法でもあれば、話は別だが。

「あれは……？」

　と、不意にデュセルは、雑ざつ踏とうの向こうに見知った金髪ブロンドの束ね髪シニヨンを見つけた。距きよ離りはあるが、ステラに違いない。親友の姿を見間違えるデュセルではない。

　すぐにもステラへと声をかけようとしたデュセルだったが、彼女の隣となりにいる人物の姿が目に入り、途端に声が出せなくなった。

「もう、何度言ったら分かるんですかママったら、そっちの道じゃありません」

「あらあら～？　そうだったかしら～？」

　ステラの隣には、母親のステファニーの姿があったのだ。面談帰りの親子水入らず、魔都のどこかでディナーの予約でもしているのだろうか。

　幸せそうに母親と談だん笑しようしながら歩いているステラの姿を見て、デュセルは声をかけるのをためらってしまった。

　結局、デュセルはステラの姿が遠ざかるのを見届けぬうちに、別の道へと入る。

「──あいたっ」

　ところが余所よそ見み歩きしていたデュセルは、前方不注意のせいで人ひと影かげとぶつかってしまう。

「ご、ごめんなさい」

「おやおや。そこにいるのはデュセル君？」

　聞き覚えのあるその声に、デュセルは慌てて顔を上げた。

　今しがた彼女がぶつかった相手は、アンジェと似たような風ふう貌ぼうと、長い赤毛、そして匂におい立つような色いろ香かを備えている。歳としのころは二十代半ばくらいか。その相手は、きょうウエノ学園で目にしたばかりの、死霊術ネクロマンシーの講義を新たに担当する助教授だった。

「あなた、アンブロシアの化身アバターの──」

「私の生徒なら、気軽にネクロ先生と呼んでくれていいですよ？」

　警けい戒かいするデュセルに対し『死霊術師ネクロマンサー』は悪意も邪じや気きもなく、ただ艶えん然ぜんとほほえむ。

「おやおやおや。キミ……哀しげな顔をしていますね」

　不安に怯おびえていたデュセルの顔を覗のぞき込み、ネクロは目を細めた。

「私は主マスターの哀しみから生まれました。この世界にあの人ほど深い哀しみに支配された人はいないし……あの人ほど哀あわれな人もいない。なにせ、自分が愛した家族や友人の顔すら、もう思い出せなくなってしまっているんです……」

「……そんな話、どーしてあたしに聞かせるの？　同情してくれとでも言うつもり？」

「まさかまさか、そんなまさか。ただ……キミの顔にも、誰だれかを失った哀しみが染しみついていますね……」

　身構えるデュセルのまなじりから頰ほおにかけてを、ネクロの白い指がなぞる。

　まるで、今はもう消えたはずの幼いころのデュセルの涙なみだの跡あとが、ネクロにはくっきりと見えているかのように。

「失ったものを取り戻す……それは不可能ではありません」

　ネクロの『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳ひとみが、戸と惑まどうデュセルの顔を映していた。

「噓うそよ！」

　デュセルは、ネクロの手を払い除のけ、叫さけぶ。

「失ったものは、別のなにかで埋うめ合わせることが出来るだけ。失ったものそのものを取り戻すことなんて出来はしない。あたしの母さまは、生き返らなかった。死者蘇そ生せいの大魔術儀ぎ式しきでは母さまの命は取り戻せなかったわ！」

「……所しよ詮せん、大魔術どまりですからね」

　が、デュセルに構わずネクロは言葉を続ける。

「少し講義をしましょうか。死者蘇生の大魔術には、冥めい府ふへと消えた魂たましいを呼び戻す術式は組み込まれていないのです……。そしてもちろん、肉体を一から再構築する術式も。ゆえに死者蘇生の大魔術は、死んで間もない、魂がまだ離はなれきっていない新しん鮮せんな死体と、万にひとつの幸運を必要とするのですが……」

「そんなの当たり前じゃない。死体も魂もない、なにもないところから死者を蘇よみがえらせることなんて、出来ないんだから」

「いいえ。『死者の復元ネクタル』の魔法なら……魂が消え、肉体を構築する全すべての細さい胞ぼうが土や火に還かえろうとも……それこそ誰も憶おぼえていない何百年前の人間でも……心も体も記き憶おくも人格も全て復元することが可能なのです」

　死霊術ネクロマンシーの奥おう義ぎ『死者の復元ネクタル』──その魔ま性しようの響ひびきに、デュセルはまるで骸がい骨こつの手に心臓を摑つかまれたような気分で、苦しげに息を吞のむ。

「……それ、あなたに使えるの？」

「まさかのまさか。主マスターやブラン君のような魔法詠唱者は極ごく稀まれにいたとしても、魔法を自在に使いこなすことの出来る魔法使いは、未いまだこの世には存在していない……」

　ネクロは再びデュセルの涙の跡を、指先でなぞる。

「でも、キミが『死者の復元ネクタル』の完成に協力してくれるなら、心強いかもしれません」

「……あたしなら、出来ると思うの？」

　半ば呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで、デュセルは問う。

「主マスターとブラン君は、それぞれ別の魔法を一度は成功させてしまっていますので……さらに新たな魔法を習得するのは難しいでしょうね。だからこそ……オリハルコン位階に次ぐダイヤモンド位階の魔術師が、この世で最もその可能性に近いのでは？」

　ネクロは、哀れみと慈いつくしみの目をデュセルに向けながら、彼女が最も聞きたがっていた言葉をその耳に入れる。

「あたし──あたしは──」

　決断を迫せまられたデュセル。

　だが、彼女が答えを出す前に、ネクロはその姿を消していた。

　デュセルの心に、希望の言葉を囁ささやく髑どく髏ろの顔かんばせを残して。








第三章　魔法使いアルテイマグス









　翌日。ウエノ学園の食堂のオープンテラス席に、デュセルとステラの姿があった。

「ふー……」

　だが、デュセルは心ここにあらずといった面持ちで、手にした昼食のＢＬＴサンドを口に運ぼうともせずに、ぼけーっと青い空を眺ながめている。

「デュセルさん？　どうかなさいました？」

　一方ステラはすでにロティサリーチキンをぺろりと平らげた後で、口元についたチキンの林りん檎ごソースを白いハンカチで丁てい寧ねいに拭ふき取り、今は食後のアップルティーの香かおりを楽しみながらティーカップを優ゆう雅がに傾かたむけていた。

「も、もしかしてわたくし、お昼からがっつきすぎだったでしょうか？」

　食べ終えたチキンの骨が残る皿を尻しり目めに、もじもじの国のプリンセスよろしく恥はずかしげに頰を赤らめるステラ。魔導書研究とは別に農作業を趣しゆ味みのひとつとしているだけあって、彼女はそれなりに食欲旺おう盛せいなほうだ。

　それに比べ、デュセルはまるで食が進んでいない。

「良かったら食べて」

　ステラへと皿を差し出すデュセルだったが、はらぺこキャラにされてはかなわないとばかりに、ステラはぶんぶんと首を横に振ふる。

「と、ところでデュセルさん、ブランさんはいらっしゃらないんですか？」

「まーね……」

　気の抜ぬけた炭酸水のようなデュセルの返事に、ステラは首を傾かしげるばかり。

「ブランは他の女の子とデート中だから……」

「え、ええええええええええ!?」

　ところが、続くデュセルの呟つぶやきに、ステラは目を丸くして大声を上げた。

「い、いったいどなたとですか！　どこでですか！　そもそも、どうしてデュセルさんはそれを知っていてブランさんを行かせたんですか！」

　あたふたと取り乱すステラだが、デュセルはようやくサンドイッチを黙もく々もくと口に運び始めたばかりで、返事はない。

　そんなデュセルの様子や、周囲の驚おどろきの目から、ステラも自身の狼ろう狽ばいぶりを自覚したのだろう。彼女は深呼吸とともに、なんとか落ち着きを取り戻もどそうとする。

「ご、ごめんあそばせ。わたくしとしたことが、ひとりで取り乱してしまって申し訳ありません。卑いやしいところをお見せしてしまって、お恥ずかしい限りです……」

　そうして、余よ裕ゆうを取り繕つくろってはにかむステラ。

「そーね……ステラって結構ごはん食べるほうよね……」

「そちらの意味での卑しいではなくてですね!?」

「やっぱり食べる？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　お腹なかいっぱいです！」

　食べかけのサンドイッチを手て渡わたそうとしてくるデュセルに対し、このままの会話の流れではくいしんぼうキャラにされかねないので、先ほどにも増してステラは顔を真っ赤にしてぶんぶんぶんと首を横に振った。

　と、おろおろと周りの視線を気にしていたステラの目に、ひとりの少年の姿が映る。

　見み間ま違ちがえるはずがない。ブランだ。

「──もう、デュセルさんたらわたくしを驚かせようとしたんですか？　うふふ、ブランさんならあそこにいらっしゃるじゃないですか。デートだなんて、ひとが悪いです」

　メガネをかけたブランの姿を見、なぜかステラはあからさまに安あん堵どのため息をこぼし、胸を撫なで下ろす。

「おいブランドン！　貴様、わたしの優雅なランチタイムを邪じや魔ましに来たのか？　魔都の三ツ星レストランの出張サービスでシェフに作らせたこの超ちよう豪ごう華かランチ──ふふん、おっ金持ちなわたしに相応ふさわしいリッチな昼食だとは思わんか。そうだな、貴様がどうしてもと泣いて頼たのむなら、幼おさな馴な染じみのよしみでひと口だけ分けてやらんでもないぞ？」

　そんな中、いつの間にかオープンテラス席にいたらしい副会長の声が聞こえてきた。

「くれ」

「そうかそうかそんなに欲ほしいか！　まあ仕方ないなー、なにせ美グ食ル家メが泣いて喜ぶ三ツ星レストランの特注ランチだからな！　ほれ、ここに座れ、あーんしろ」

　別に泣いて頼んだわけではないのだか、素っ気ないブランの注文に対し、副会長は得意げに相そう好ごうを崩くずしながら幼馴染のために隣となりの席を空けてやった。

　その光景を見て、ステラの表情が強こわ張ばる。

「ま、ま、まさか……デートのお相手というのは……」

　震ふるえる指先で副会長を指差すステラだったが、やはりデュセルは放心したような面持ちで、ぼんやりと口を開く。

「違う。あれはスケアクロウだから」

　言われ、ステラは再び視線をブランと副会長のテーブルへと向ける。

　これはやれ黒舌平目のムニエルだ、あれはやれフルーツトマトとモッツァレラチーズのカプレーゼだ、それはやれアルテナ牛のローストビーフとフォアグラのグレービーソース仕立てだ、などと自じ慢まんに夢中な副会長を放置し、高級ランチを次から次へと食べ散らかしていくブラン。

　その姿は、メガネをかけていること以外にも、よくよく見てみればステラの知る普ふ段だんのブランと比べて雰ふん囲い気きの違いがあった。幼馴染である副会長はまったく気づいていない様子だが、ブランとの交友関係は短いながらもステラは人を見る目があるほうだ。

　ステラも文化祭の一件で、ブランとその分身シヤドウたちの秘密を聞かされている。とはいえ、今のデュセルのように、ひと目見ただけでブランが憑ひよう依いしているかどうかを看破することは、さすがに出来なかった。

「デュセルさんは、どうやって見分けているのかしら」

　首を捻ひねるステラ。しばらく後、今度はワイズマン教授が昼食にやって来た。

　その傍かたわらには、アンジェの美女型化身アバター『死霊術師ネクロマンサー』ことネクロ助教授の姿もある。彼女はまるで秘書のように、このサングラスの老教授の傍らに付き従っていた。

「ええい、どこまでついてくるつもりだ！」

「ですから、教授とランチをご一いつ緒しよさせていただくつもりなので……」

　心底嫌いやそうな顔つきのワイズマンに対し、ネクロは艶あでやかな微び笑しようとともに、わざと嫌きらわれようとしているのかと思うくらいにぐいぐいと接近している。

「あっ、教授が新任の美人教師にちょっかい出してる！」

「エロジジイ！　また隠かくし子作るつもりですか！」

　そんなふたりの姿に、周囲の生徒たちはやっかみ交じりの野次を口にした。

「またってなんだ！　またって！　隠し子なんぞおらんわ！」

　ワイズマンは、勝手に手を伸のばして顎あご鬚ひげをさすり始めてきたネクロを引き剝はがし、あらぬ疑いをかけてくる生徒たちへと怒ど鳴なり散らす。

　その賑にぎやかな様子を遠くから見守っていたステラは、やっとこさサンドイッチを食べ終えたデュセルの顔を覗のぞき込んだ。

「もしもしデュセルさん。あちらのワイズマン教授も、今はブランさんの憑依とは無関係ですか？」

「んー……あれも違う」

「そうですか。やっぱりわたくしでは、ひと目見ただけで判別とはいかないようです」

　なにもブランとの親密さの差で見分けられるものではないだろうが、それでもステラはなんとなく後おくれを取っている気分になって、しょんぼりと肩かたを落とす。

　デュセルは、自分の飲み物を手に取ろうとして、間違えてステラのアップルティーを手にし、なおかつそのことに気づかないままカップに口をつけた。

　そして、迷いを秘ひめた青い瞳ひとみで、空を見上げる。

「本物のブランは、今ごろ──」

　何事か呟こうとして、不意にデュセルは上空の異変に気づいた。カップを持っていないほうの手を空にかざし、そのさまを視し認にんする。

　頭上の太陽は、僅わずかながらも、確かに欠け始めていた。
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「よりにもよって皆かい既き日食の日にデートとか、ムード的にどうなんだ」

　ブランは今、待ち合わせ場所に指定された公園のベンチに腰こし掛かけ、デート相手の到とう着ちやくをひたすら待っていた。

　ひきこもりであるブランにとって、日中外出はまさに天敵。

　しかし、今は偶ぐう然ぜんにも日食ということもあって、日の照り付け方は心なしかさほどでもないように感じられた。

「そして、アンジェのやつはいつまで待たせるつもりなんだ。いや正確にはアンジェじゃなくて、あいつの化身アバターだけどな！」

　昼間の屋外で待たされていることが気に入らないのか、ブランは半ば憮ぶ然ぜんとした様子でベンチにふんぞり返っている。さらに、久しぶりの靴くつ下したの圧あつ迫ぱく感かんが妙みように居心地悪いらしく、先ほどからしきりに足の先をひょこひょこと動かしている。

「──お待たせ、したね」

　そんなブランの背中へと投げかけられた、静かな声。

　振り返ったブランの目に飛び込んできた少女の姿は、見慣れたウエノ学園の女子制服と、野や暮ぼったいメガネに地味な三つ編み。とてもこれからデートするとは思えない、おめかしの欠片かけらもない格好だ。もっとも、それを言うならブランも部屋着のままではあるが。

　しかし──微び妙みように頰ほおを赤らめ、ひと目を忍しのぶように照れて俯うつむき、そして落ち着かないのかスカートの裾すその端はしを指先で弄いじっているその仕草は、とても初うい々ういしい。

　千年を生きる不老不死の大魔ま術じゆつ師しと瓜うり二ふたつの風ふう貌ぼうの持ち主だとは、到とう底てい思えない。

「……きょうは誘さそってくれてありがとう。実に喜ばしい」

　アンジェの化身アバター『女帝エンプレス』は、ブランと視線を合わせることもままならず自分の靴先をじっと見下ろしながらも、小さくはにかんだ。

「あ、あいよ。じゃあ、まずはどこに行くか決めるか。希望はあるのか？」

　どうにも調子が狂くるう。ブランは自分のペースに持ち込めるよう、早々に話題を切り出す。ちなみにデートプランらしきものは一応考えてはみたのだが、どうしても友だちとのお出かけコースにしかならないので、諦あきらめた。

「……キミと一緒なら、どこだろうと構わない」

　対して、あまりにも素す直なおな返事を口にするエンプレス。これにはブランも一層彼女を意識せざるを得ない。互たがいに、少しばかり頰が紅潮してしまっている。

「……しかし、主マスターには希望案があるらしい」

「アンジェの希望案？　なんか、イヤな予感しかしないが……」

　たじろぐブランを前に、エンプレスは懐ふところからメモを取り出した。

「ええと……」

　そうして彼女は静かな声で、主の希望案を読み上げ始める。

「まるいち、デュセル君と行ったキャンプへ行く。まるに、空飛ぶ箒スカイ・スウイープを使ってデュセル君と行った霊れい峰ほうフジへ行く。まるさん、サイクリングでふたり乗り。まるよん、遊園地。まるご、特区アキバで──」

「待て待て待て待て！　以前デュセルと行ったデートコースばっかりじゃねえか！」

　途と端たん、ブランは血相を変えて叫さけぶ。

「あてつけのつもりか、あの若作りクソババア師し匠しよう！」

「……叶かなうのなら、私としても実に喜ばしいことこのうえない」

　ここぞとばかりに師匠への文句を口にするブランだったが、エンプレスはというと、自分とブランのデートの光景を想像したのか、素直に喜んでいた。

「さ、さいですか」

　エンプレスがあまりに嬉うれしそうだったので、つい毒気を抜ぬかれてしまうブラン。

「で、どれから始める？　私はどれでも構わないよ」

「い、一応、その中からは選ばない方向でいいか？」

「…………あまり喜ばしくない」

　などと、それなりに会話を弾はずませながら、ブランとエンプレスはその場を後にした。

　明確なデート先も決めないまま、公園から立ち去っていくふたり。

　そんなふたりの背中を、物もの陰かげから見つめる視線があった。

「むむむー。ブランくんがお昼のうちからお出かけなんてとっても珍めずらしいから、おねえちゃん不思議に思ってついてきちゃったけど、まさかこんなことになってるなんて」

　その中のひとりであるモリガンが、あどけない顔に驚おどろきの表情を浮うかべる。

「ねえちゃん、いくらなんでもデートの尾び行こうは悪あく趣しゆ味みですよぅ」

　彼女の後ろには、無理矢理連れて来られたらしい『魔女ウイツチ』の姿があった。

　そして、そんなふたりを遠巻きに眺ながめる執しつ事じ服の少年。

「おやおや……ストーキングと盗とう撮さつが日課のウィッチ君ほど悪趣味な人は、この世にいないと思うけれど……ん？」

　アンジェの少年型化身アバター『道化師ジヨーカー』だ。さらにジョーカーは、ブランたちと入れ違いで公園へとタイミング悪くやって来た、背の低いふたり分の人ひと影かげを見つけた。

「メイちゃん、こっちこっち」

「引っ張らないでよっ、アル君ったら」

　現れたのは、『錬金術師アルケミスト』とアンジェの幼女型化身アバター『魔メ法イ少ガ女ス』のカップルだ。ブランのデートをいいことに、監かん視しされる心配がないからか、これ幸いときのうの逢あい引きの続きをしようとしている様子だ。

「あー！　おねえちゃんのアルくんがたぶらかされてるー！　やだやだー、アルくんがとられちゃうー！　ウォーロックくんに見張り役を頼たのんでたのにー！」

　幼年カップルは早さつ速そくモリガンに見つかってしまい、涙なみだ目めになった姉に喚わめかれ、アルケミストはウィッチと顔を見合わせ、頭を抱かかえてしまっている。

　ちなみに監視役に命じられていた『黒魔導師ウオーロツク』はというと、ジョーカーが潜ひそんでいる物陰のすぐ近くで、泣き喚く姉が落ち着くまで知らんふりを貫つらぬいていた。




　──よって、この場にいる分身シヤドウと化身アバターの数は七体。今はウエノ学園にいる『案山子スケアクロウ』と『大賢者ワイズマン』、それに『死霊術師ネクロマンサー』を加えれば、ちょうど十体。

　魔術的に造られた存在とはいえ、合計十体ものオリハルコン位階を持つ分身シヤドウや化身アバターが、このアルテナの魔都に存在している。そして彼らは、それぞれの場所でふと空を見上げ、太陽が欠けていく瞬しゆん間かんを目にする。




「さあ、時は来た」

　ウエノ学園の第三学館の屋上に、単眼鏡モノクルの転入生イアンの姿があった。

「いい加減、のん気な学園生活にはうんざりしていたところだ」

　彼は、天高く太陽を侵しん食しよくし昼間をまるで夜のように塗ぬり変えようとする月の影を見上げ、忌いま々いましげにため息を吐はき出した。

「──フフッ、意味有りげな独り言を口にして、はてさてなにをするつもりなんだい？」

　だが、気配もなく屋上に姿を現した少女が、イアンの背へと声をかける。

　学園の女子制服を着た赤毛の少女──今まさに煩わずらわしそうにメガネを外し、三つ編みを解いたのは、アンジェだった。

「きみは……化身アバターではなく、アンジェラ・アンブロシア本人か」

　通学用の化身アバターは、今はブランとデート中。そのため、イアンの指し摘てきどおり学園にはアンジェ本人が出席している。しかし──

「……イアン君と言ったね。どうしてキミが化身アバターの存在を知っているのかな？　それに、どうやって私が化身アバターではなく術者本人だと見み抜ぬけた……？」

「そんなもの、見れば分かる」

　イアンの言葉に、アンジェは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　彼女も、ブランとスケアクロウの違ちがいは未いまだになんとなくでしか分からない。ブランのほうも、アンジェとエンプレスの違いをひと目で見分けるのは不可能だろう。

「どうやら、そういう動物的直感に優すぐれているのは、なにもデュセル君だけのようではないようだね……」

　昼食時のデュセルとステラの会話を、ネクロ伝いに魔術で聞き及およんでいたのだろうか。アンジェは感心めいた呟つぶやきを冗じよう談だん交じりに口にして、ミステリアスな微び笑しようを浮かべる。

　が、自らの台詞せりふに、アンジェはすぐにも違い和わ感かんに囚とらわれた。

　デュセルは、当然だがブラン本人とスケアクロウそれぞれと面識がある。

　しかしイアンは、アンジェ本人と顔を合わせたことは一度としてないはずだ。

　アンジェが彼と出会ったのは全すべて学園内の出来事で、そのときは間違いなく化身アバターに憑ひよう依いしていたのだから。

「──詳くわしく話を聞かせてもらう必要がありそうだね」

　アンジェは長い髪かみをかきあげ、『緋緋色金レツドオリハルコン』の双そう眸ぼうを鋭するどく光らせた。もう一方の手には、胸の谷間から取り出した玉璽レガリア級聖遺物『ファベルジェの卵』が握にぎられている。

「さまにならない学生服姿で凄すごまれてもな」

　聖遺物を手にしたアンジェを前にして、なおもイアンはふてぶてしい態度を貫く。だがその口ぶりから、イアン側がアンジェのことをよく知っているのは明白だった。

「……我が身を死の衣ころもで包め」

　アンジェは小さく呪じゆ文もんを唱え、真しん紅くの三角帽ぼう子しと衣い装しようを呼び出し、袖そでを通す。

　自らの魔力を倍増させる代わりに、身に受ける敵の魔力も倍増させてしまう、諸もろ刃はの剣つるぎたる『降魔祭ワルプルギス』の大魔術附ふ与よが施ほどこされた魔術ローブだ。今まで秘していた不老不死の大魔術師としての風格を見せ付けるように、アンジェはローブの裾を悠ゆう然ぜんと風にはためかせながら、手にしたインペリアル・イースター・エッグに紅ルージユの魔力光を宿らせる。

「不本意だが、僕の計画の邪じや魔まをされるわけにはいかない」

　危険な魔力を発するアンジェを前に、しかしイアンは一歩も譲ゆずらなかった。単眼鏡モノクルの位置を正しながらＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラと転送魔術を唱え、この場に呼び出した自らの得物となる聖遺物を、その手に摑つかむ。

「それは……」

　聖遺物を見たアンジェが、驚きとともに小さく息を吞のんだ。

　イアンが手にしたのは古めかしい刀とう剣けんだった。それも、刀身の両側に枝分かれした刃は先さきを持つ、異形の宝刀だ。

　──高位聖遺物『七シチ支シ刀トウ』。伝承によれば、その名を冠かんした宝刀は古代アルテナの時代に数本存在していたらしい。しかし、ブランが愛用している七支刀と、イアンの持つもう一本の七支刀は、驚くほど酷こく似じしている。

「不老不死の大魔術師が相手なら、不足はない」

　さらには、イアンの単眼鏡モノクルに隠かくされていた左目だけが紅あかく染まり、同時に七支刀の刀身にアンジェと同じ紅ルージユの輝かがやきが宿った。

「隻せき眼がんの緋眼堕ちレツド!?」

　慌あわてた声を上げるアンジェだが、すぐにもミステリアスな微笑を取り戻もどす。

「……フフッ、ブラン君が気をつけろと言っていたのはこのことか。だったら、なにも遠えん慮りよはいらないね！」

　そして正体不明の相手を前にして、高こう揚よう感かんとともに切れ長の瞳ひとみを細める。

　アンジェは『ファベルジェの卵』を掲かかげ、先手を打って呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

　即そく死し効果を持つ雷らい撃げきの禁呪が放たれ、イアンを襲おそう。

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ」

　だが、あろうことかイアンは七支刀を真紅に輝かせ、アンジェと同じ禁呪を詠唱。迫せまる雷撃を前に、同等の魔力をぶつけることで威い力りよくを相そう殺さいしてしまった。

「そこまでの禁呪が使えるとは！　だけど……そちらは囮おとりだよ！」

　それでもアンジェの微笑は崩くずれない。

　彼女は今しがたの攻こう防ぼうの隙すきに、もう一方の手にローブの懐ふところから取り出した二個目のイースター・エッグを構えていた。

「我が雷のままにアブラハ生は消え去り、ダブラ・我が雷のままにアブラ死は訪れるクサス！」

　かつてはブランさえも絶体絶命の窮きゆう地ちに追い詰つめた、禁呪の二重起動デユアル・トリガー。両手の玉璽レガリア級聖遺物を媒ばい介かいに用いた、まさに必殺の雷撃。

「『七秒先トレース・の魔術セブンカウント』」

　だが、イアンも同時に新たな呪文を完成させていた。

　四方から雷らい鞭べんをしならせ次々と襲い掛かかる禁呪の一撃を前に、イアンは対たい抗こう呪文や防ぼう御ぎよ呪文を使う素そ振ぶりも見せず、身ひとつで雷撃の数々を避さけていく。

　決して、驚きよう異い的な身体能力や反射神経を有しているわけではない。加速呪文を用いているわけでもなく、物理法則を捻ねじ曲げるような動きを見せているわけでもない。

　だが、イアンはまるでアンジェの雷がどこに落ちるか熟知しているかのように、的確な場所へと逃にげおおせ、ついには二重起動デユアル・トリガーの雷撃を全て避よけ切ってしまった。

「……占星術アストロロギアの未来予知か」

　イアンが使った魔術の正体を看破し、アンジェが苦々しげに呟く。天体の動きを基き盤ばんに過去と未来の運命を把は握あくし、空間や時間へと干かん渉しようする魔術系統、それが占星術アストロロギアだ。

「さすがは大魔術師。その魔術知識の前では、僕の我流術式など軽くお見通しか。ご明察どおり、『七秒先トレース・の魔術セブンカウント』は未来予知を用いて、敵の行動を含ふくめた全ての戦せん況きようを術式起動の七秒後まで先読みする魔術だ」

　ひと目で術式を見抜かれたにもかかわらず、イアンは危機感を煽あおられている様子さえまったく見せなかった。むしろ、左目の真紅の輝きは一層強まっている。

「ではふたつ目の我流術式をお目にかけよう──もっとも今度は、きみが術式を認にん識しきできるとは限らないが」

「フッ……」

　出し惜おしみしている場合ではないと悟さとったのか、アンジェはこれで最後となる三個目のイースター・エッグを構えた。

「この呪文は、さすがの私も魔ま獣じゆう相手にしか使ったことはなかったんだけれどね……」

　アンジェは三つの『ファベルジェの卵』の全ての魔力を解放し、魔力光を帯びて眩まばゆさと激しさを増す巨きよ大だいな雷の塊かたまりを生み出す。

「我が雷のままにアブラハ一切の生はダブ消失し、ラ・一切の死アブラが到来し、クサス・そして万物がアブラ終焉するマズダ!!」

　禁呪の中でも最も高い殺傷力と速効性を持つ雷撃の禁呪の、三重起動トリプル・トリガー。これこそが、こと対人戦において絶対の威力を誇ほこる、アンジェの切り札にして滅めつ殺さつの奥おう義ぎ。

　視界を埋うめ尽つくすほどのこの雷撃。まともに喰くらえば、黒くろ焦こげでさえ済まないだろう。ただ、敵対者がこの世に存在したという微かすかな証あかしが、その影とともに醜みにくく地面にこびりつくのみだ。

　アンジェがイアンに対して禁呪の奥義を放った、その瞬間。

「『七秒間フリーズ・の大魔術セブンカウント』」

　今度は、イアンの右目が青く輝く。左目は今も紅く輝いたままだというのに。

　その光景を最後にアンジェの意識は完全に途と切ぎれた。

　次に彼女が目覚めたときには──

　禁呪の三重起動トリプル・トリガーは不発に終わり、いつの間にか全身が満まん身しん創そう痍いの状態で、最も早はや立っていることもままならず、その場に倒れ伏していた。

「いったい、なにが……」

　驚きよう愕がくと戸と惑まどいがないまぜになった面おも持もちちで、アンジェは手元の玉璽レガリア級聖遺物へと目を向ける。が、三つのイースター・エッグはそのどれもが完全に破は壊かいされ、魔術による修復なしには魔力の源としては使用不可能な状態になってしまっていた。

「今の一いつ瞬しゆんで、なにが起こったというんだ……」

　イアンが呪文を唱えた瞬間、アンジェの意識は奪うばわれ、禁呪は不発に終わり、逆に彼女自身が返り討うちにされ、さらには聖遺物まで破壊されたのだ。

　アンジェの知る限り、普ふ通つうの魔術であるはずがない。一文詠唱の魔術はひとつの呪文でひとつの効果しか発揮しない。ひとつの呪文で複数の結果が得られたとしたら、それは大魔術でしかありえない。そして、占星術アストロロギアの魔術系統でそれら全てを可能とする大魔術に、アンジェは心当たりがあった。

「まさか……時間停止の大魔術を、一文詠唱で完成させたとでもいうのか？　そんな芸当、大魔術師の私にさえ不可能なのに……」

　だが、彼女自身、その心当たりを認められずにいた。

　一文詠唱の魔術を扱あつかえるのが『魔術師ウイザード』。

　複数の術者を擁ようする連文詠唱の大魔術を単身制せい御ぎよできるのが『大魔術師アークウイザード』。

　しかし、いかな大魔術師であったとしても大魔術を一文詠唱で唱えることは不可能だ。それはアンジェ自身が一番よく理解している。なぜなら、彼女ほどの術者であっても一度として成功したことがないのだから。

　大魔術師の不可能を可能にするとなると、最早それは『魔法使いアルテイマグス』しかあり得ない。その称しよう号ごうを持つ者が本当にあらゆる不可能を可能とするならば、大魔術の一文詠唱も充じゆう分ぶん可能だろう。むしろ『七つの魔法セブンキヤスト』の実現に比べれば、まだ現実味のある話だ。

　それほどの驚きよう天てん動どう地ちの呪文詠唱をたやすく発動せしめた少年は、ゆっくりとアンジェのもとへと歩み寄ってきた。

「それよりアンジェラ・アンブロシア。先ほどの三重起動トリプル・トリガーが発動していれば、僕らがいるこの学館そのものが消し飛んでいてもおかしくなかった。戦いに夢中になるのは勝手だが、少し自重してくれないか。まったくもってやれやれだ」

　アンジェを非難の目で見、イアンは冷然とため息をこぼす。

「僕は、ブランドン・ブラックバーン以外の者の命を奪うつもりはないのだから」

　その言葉に──アンジェは今まで自分が感じていた戦せん慄りつが、所しよ詮せんはただの驚おどろきの域を出ていなかったことを悟った。ブランの殺害を予告したイアンに対し、しかしアンジェの手には聖遺物がない。今ここで確実に敵を葬ほうむろうと決心したところで、武器がないのだ。

　──と。

「何事だ！」

　魔術戦で散々響ひびき渡わたった雷撃の轟ごう音おんを聞きつけてきたのだろう、新たな人ひと影かげが屋上へとなだれ込んでくる。

　先頭にいるのは教授職のワイズマンとネクロ、続けてスケアクロウと、さらには生徒会長のステラまで。少し遅おくれてデュセルの姿もあった。

　すかさずアンジェは、満身創痍の体に鞭むち打うって、ネクロへと手を伸のばす。

「キャストオフ、水晶髑髏クリスタルスカル！」

　瞬間、ネクロの姿は魔力光の粒りゆう子しとなり、鋳い型がたたる水晶細工の頭ず蓋がい骨こつへと還かん元げんされた。

「七詠唱セブンキヤストのふたりと、それにステラ君にデュセル君！　あの男は、ブラン君を殺そうと考えている敵だ！」

　いつになく焦しよう燥そう感かんを帯びた声こわ色いろで、アンジェが叫さけんだ。大魔術師である彼女がそこまで追いつめられているという事実に、その場に現れた全員がすぐさま臨戦態勢に移る。

　ブランの分身シヤドウが二体、そこにさらに『青金剛石ブルーダイヤモンド』と『星条青玉スターサフアイア』の国家魔術師が加勢するとなれば、敵の強さがいかに謎なぞめいていようと戦いようはいくらでもある。なにより、今までの熾し烈れつな戦いが児じ戯ぎのように思えるほど、水晶髑髏クリスタルスカルを手にしたアンジェは愛まな弟子でしに害を為なそうとする敵を前に鬼き気き迫せまる殺気を放っていた。

　これだけの戦力差があれば、たとえ相手が本当に『魔法使いアルテイマグス』だとしても、それこそ頭上の皆かい既き日食が完成するよりも早く決着がつくだろう。

　一方イアンは、身構える面々を前に、七支刀を構えて呪文を詠唱する。

「奇き跡せきを垣かい間ま見みるがいい──『七秒前リバース・の時魔法セブンカウント』」




　──と。

「何事だ！」

　魔術戦で散々響き渡った雷撃の轟音を聞きつけてきたのだろう、新たな人影が屋上へとなだれ込んでくる。

「なにが起きた!?」

　叫ぶアンジェ。

　つい先ほど目にしたはずの光景が、彼女の目の前で、今まさにもう一度再現されていた。アンジェの手に水晶髑髏クリスタルスカルはなく、屋上の扉とびらからはワイズマンやネクロに続いてスケアクロウが現れたばかり。先ほど確かに視認したはずのステラやデュセルの姿は、先頭に立つ老教授たちの背に隠かくれ、まだ見えもしない。

　そして完成寸前だったはずの頭上の日食は、あろうことか数秒前の状態に戻もどっていた。

「我が意のままアブラカに消え去れダブラ」

　瞬間、イアンは彼らの到とう着ちやくにタイミングを完かん璧ぺきに合わせ、転送呪文を唱えた。

　屋上に着いたばかりで敵の姿もアンジェの危機も知らないワイズマンたちは、予期しなかった突とつ然ぜんの魔術干かん渉しように抵てい抗こうできず、魔都のいずこかへ散り散りに飛ばされてしまう。

「え？　ちょっと、どうなってるの!?」

　デュセルが狼ろう狽ばいの声を上げた。

　屋上に到着した瞬間、前を行っていたスケアクロウやワイズマン、さらにはネクロまでもが、不意打ちの魔術転送によって姿を消してしまったのだ。

　屋上に今いるのは、傷だらけで呆ぼう然ぜん自じ失しつのアンジェと、七支刀を手にした転入生イアン、そして到着したばかりのデュセルとステラだけ。

「なんだってアンブロシアがやられてるの!?　あーもう、説明しなさいよ！」

「デュセルさん、わたくしが前に出ます。充分注意してください！」

　ふたりの少女たちは、それぞれカリナンの王おう笏しやくと電子魔導書ｅ‐グリモワールを手に、警けい戒かい心しんを露あらわにしてイアンへと向き直っている。が、肝かん心じんのアンジェは、目の前で繰くり返された信じられない光景を前に、完全に戦意喪そう失しつしてしまっていた。

　魔ま術じゆつ師しとして千年もの時を過ごした彼女でさえ、ただの一度も目にしたことのなかった、あり得ない怪かい現象。魔術による物理法則の否定と改変などという言葉では情報整理さえ追いつかない。今のはまさに、正しよう真しん正しよう銘めいの魔法だった。

「時間が…………戻った…………？」

　繰り返される日食の下、アンジェは愕がく然ぜんとした面持ちでイアンを見やる。

「さすがにオリハルコン位階の魔術師ともなれば、無かったことになった七秒間を認識できるのか。だが、彼女たちはそうはいかなかったようだ」

　イアンはデュセルたちを前に、緋ひ眼がんの左目を単眼鏡モノクルで封ふうじ、静かに口を開いた。

　確かに彼女たちは、先ほどの時間軸じくで聞いていたはずのアンジェの忠告を憶おぼえていない様子だ。

「これこそが僕の三つ目の我流術式、魔法『時間の逆行タイムリバース』だ」

　戦う術すべも、意志も、それを取り戻す機会すらも失ったアンジェに対し、イアンは淡たん々たんとした口調でそう告げた。

「私やブラン君と同じ魔法詠唱者……いや……」

「そう、僕は魔法使いアルテイマグスだ。きみたちと違ちがって、たったの七秒が限界だが、それでも魔法を自在に使いこなせる」

　イアンは、呆ほうけたアンジェや、今さらながら臨戦態勢を整えているデュセルとステラを軽く一いち瞥べつすると、七支刀を持ったまま踵きびすを返した。

　そして、ＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラと唱えてこの場から姿を消す。

「ぐっ……」

　みすみす敵を逃にがしてしまったアンジェは、自らの不ふ甲斐がいなさを呪のろいつつも、なんとか身を起こした。

「待ちなさいアンブロシア！　まずは、事情を教えなさいよ！」

「はい。それに、魔法使いがどうとか聞こえました。今の転入生さんのお言葉は、いったいどういうことなのかしら？」

　そんなアンジェのもとへと、慌あわてた様子でデュセルとステラが駆かけ寄る。

「詳くわしく語っているような暇ひまはないよ……彼の狙ねらいは、ブラン君だ」

　デュセルたちの肩かたを借り、アンジェは歯ぎしりをこぼした。しかし、今すぐ弟子に危険を伝えようにも、彼がどこにいるのか分からないのでは魔術通信のしようがない。

「……デュセル君、ステラ君。ふたりには申し訳ないが、私の体のことを頼たのむ。私は今から化身アバターに意識を憑ひよう依いさせて、先にブラン君に事情を説明しなければならない」

　そう言って、アンジェはデュセルたちの返事も待たず、彼女らに体を預けたまま、意識をデート中のエンプレスへと憑依させる。

　その寸前、彼女が仰あおいだ空では、今度こそ皆かい既き日食が完成しようとしていた。
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　ブランとエンプレスの姿は、魔都の喫きつ茶さ店てんにあった。

　しかも、ふたりして特大のフルーツパフェを注文し、左右から同じグラスにストローを挿さしている。

　化身アバターに憑依したアンジェは、目覚めた途と端たん、パフェのグラスに大きく乗っかった翡ひ翠すい色の皮付きカットメロン、どっしりとした乳白色の巨きよ大だいなアイスクリーム、そしてその先にある、真っ赤になったブランの顔を間近で直視する羽目になった。

「……ぶぶーっ！」

　あまりにも予想外すぎる突然の光景に、ストローをくわえたままむせるアンジェ。これでもしもストローが吸い口ふたつの一本のハート形だったなら、それこそどうにかなってしまっていたところだった。

「おい、どうしたんだよエンプレス。お前がどうしても食べたいって言ったんだろ……」

　そのリアクションに、ブランは挙動不ふ審しん気味に周囲の目を気にする。

「……すまない。私だ……アンジェだよ」

「アンジェ？」

　せっかくのムードをぶち壊こわしにしてしまったアンジェは、思わず頭を下げる。

　それを聞いたブランはしばらくぽかんとした顔で硬こう直ちよくしていたが、やおら仰のけ反って、今度は顔を真っ青にしてしまう。

「うわあああああああっ！　デート中に憑依してきて成り代わるとか、止やめろよな！」

「……すまない」

「いつからだ、いつから憑依してたんだ！　ずっとおれをからかってたのか!?　まさかさっきのアレか？　それともずっと前のアレの時点でお前だったのか!?　あんなイベント起こしておきながら、内心では童どう貞ていボーヤって笑ってたのか!?」

「……アレとかアレとか言われても、私には分からないよ……。憑依したのは本当に今さっきだし……いやでも、なんかごめん……」

　半泣きになりそうな顔で叫ぶブランに対し、どうしていいか分からずアンジェはメガネを外しながら、またしてもぺこりと頭を下げた。

「そ、そうか。ともかく、今なんだな。ドッキリってわけじゃないんだな」

　ブランはようやく落ち着ついた様子で、胸を撫なで下ろす。対して、予想外のハプニングに振ふり回されていたアンジェも平常心を取り戻した。

「……まったく。この切せつ迫ぱくした非常時の裏でいったいどんなラブラブイベントが進行していたのやらと思うと、頭が痛くなってしまうよ……」

「非常時？」

「そうだよ……。なにから説明したものか、頭の中で整理をつけて段取りを組んでいたはずなのに、今の衝しよう撃げきですっかり忘れてしまったじゃないか……」

　首を傾かしげるブランへと、ぶつぶつと文句を垂れるアンジェ。

「ともかく、ここから移動しよう。時間が惜おしい……」

　彼女はすぐにも席を立つと、名残なごり惜しそうにフルーツパフェを眺ながめていたブランの手を引き、大おお慌あわてで店を出ようとする。

「──ここにいたのか、予知どおりだな」

　だが、勘かん定じよう前ということで引き留めようとする店員よりも先に、アンジェたちに声をかけた人物がいた。

　店の前で静かに佇たたずむ、単眼鏡モノクルをかけた魔法使いの少年、イアン。

「見つけたぞ、ブランドン・ブラックバーン。まさかこんなところにいるとは。未来予知できみを捜さがしていた僕も、この光景を幻げん視しして、さっき思わず腹筋が吊つりそうになった」

「ほっとけ！」

　冷静に素すっ頓とん狂きような感想を述べるイアンを、ブランは赤面して怒ど鳴なりつける。

　が、恐おそるべき魔法使いを前にして先ほどまでのようにふざけていられる余よ裕ゆうは、アンジェには微み塵じんもなかった。

「いいかいブラン君、今すぐ逃げるんだ……。彼はキミを狙っている。そして、対たい抗こう策もないまま、正面切って戦うべき相手じゃない……。時間は私が稼かせぐ」

「アンジェがそこまで言う相手ってことか？」

　今まで微塵の緊きん張ちよう感かんもなかったブランだが、師の態度に一いつ瞬しゆん驚おどろき、やはり自分の既き視し感かんは間ま違ちがいではなかったと確信する。そして、やおら不敵な面おも持もちを取り戻す。

「だけど、タイミングが悪かったのはどうやら向こうだったみたいだぜ」

　ブランは七支刀を手に、イアン相手に身構えた。

　同時に、今まで喫茶店周囲に身を潜ひそめ、ブランのデートの行方ゆくえを監かん視ししていたモリガンや、彼女に巻き込まれた分身シヤドウと化身アバターたちが、続々と姿を現していく。

　イアンを取り囲む、『女王クイーン』たるモリガン、『魔女ウイツチ』、『錬金術師アルケミスト』、『黒魔導師ウオーロツク』。そして四魔王フオーテリブルからは『道化師ジヨーカー』と『魔メ法イ少ガ女ス』が。

　さらには、転送魔術で学園から何処いずこかへと飛ばされていた『案山子スケアクロウ』と『大賢者ワイズマン』が、『死霊術師ネクロマンサー』を引き連れてブランのもとへ馳はせ参じる。

　これに今アンジェが憑依している『女帝エンプレス』を加えれば、ブランの他ほかに総勢十体ものオリハルコン位階の魔術師が存在していることになる。

「なにせ、こちとらオールスターだ。負ける気がしない」

　七詠唱セブンキヤストと四魔王フオーテリブルが勢せい揃ぞろいし、一いつ致ち団結して外敵を迎むかえ撃うつ。

　考え得うる限り理想の布ふ陣じんだ。

　アルテナを取り巻く三大国が各おの々おのどれだけの精せい鋭えいを集めたとしても、この布陣を突とつ破ぱできるだけの戦力は持ち合わせていないだろう。

「……確かに、今が好機かもしれないね」

　警けい戒かいは怠おこたっていないものの、アンジェもブランの言葉には同意した。

　むしろ、たとえ相手が真に魔法使いであったとしても、これ以上の理想的な迎げい撃げき態勢があるだろうか。それに、先ほどのようにイアンの魔法で七秒前に時間を戻されたところで、この場にオールスターが集結するという事実は変えようがないはず。

「ならば……十一対一でも構うまい。ここでやつを討うとう。敵は魔法使いだ、遠えん慮りよも手加減も無用だよ……！」

「魔法使い？」

　アンジェの言葉を聞き、半信半疑ながらもブランも警戒の度合いを最大限に強めた。

　一方のイアンは、周囲を完全に包囲されたにもかかわらず、この絶体絶命の状じよう況きようにおいてなお悠ゆう然ぜんと構えている。

「やれやれ……」

　そして、ブランの持つ七支刀と酷こく似じした、もう一本の七支刀を再び手にした。

「魔法でさえも万ばん能のうでない。にもかかわらず、どうしてきみたちはそこまで自らの魔術や大魔術を信しん頼らいしていられるんだ？　──こんなにも、たやすく打ち破れるというのに」

　イアンは七支刀を手に、紅くれないの左目と、青の右目を、再び輝かがやかせる。

「キャストオフ」

　瞬間。

　あろうことかイアンが紡つむいだ呪じゆ文もん詠えい唱しようが、この場に集つどう七詠唱セブンキヤストと四魔王フオーテリブルの全すべてに効果をもたらした。つまり──全ての分身シヤドウと化身アバターが人型の形態を解除され、鋳い型がたであるもとの聖遺物の状態へと強制的に戻もどされたのだ。

「なんだって……!?」

　ブランの驚きよう愕がくの声が空むなしく響ひびく。

　当然、アンジェが意識を憑ひよう依いさせていた『女帝エンプレス』の肉体も失われ、彼女の意識は本体のもとへと一瞬の猶ゆう予よもなく飛ばされていた。

　十一対一という優勢な状況のはずが、一転してアンジェさえも失い、一対一に。

　さらに──

「キャストオン」

　イアンが七支刀を手に呪文詠唱した瞬間、消えたはずの七詠唱セブンキヤストと四魔王フオーテリブルが、ブランではなくイアンの魔ま力りよくでもって再び姿を現す。

　総勢十体。その全てが、イアンの意のままに動く人形となって。

「くそっ、キャストオフ！　ダメだ……制せい御ぎよが利きかない！」

　ブランは分身シヤドウたちの支配権を奪うばい返そうと七支刀を振り上げたが、より高い魔力で制御されているせいだろう、六体の無表情の分身シヤドウたちからはなんの反応もなかった。

　その中には当然ながら、姉であるモリガンも含ふくまれている。

　彼女は今、決して弟に向けるはずのない無機質な瞳ひとみで、ブランを見つめていた。いつも弟の前ではにこやかに細められているはずの『青生生魂ブルーオリハルコン』の左目と『瑠璃ラピスラズリ』の右目に、一いつ切さいの感情の色が浮うかんでいない。

　そしてその現象は、ブランの分身シヤドウたちだけではなく、アンジェの化身アバターたちにも同様に起きていた。先ほどまでアンジェが意識を憑依させていた『女帝エンプレス』を含め、四魔王フオーテリブルの全てが、ブランに対していつでも攻こう撃げきを加えられる態勢を整えている。

　イアンの号令さえあれば、総勢十体のオリハルコン位階の魔術師たちが、一いつ斉せいにブランへと牙きばを剝むくだろう。

　十一対一──奇くしくもつい先ほどまで圧あつ倒とう的優勢だったブランが、今は完全に逆の立場になって劣れつ勢せいを強しいられている。

「……これは死ぬわ、おれ」

　それでもブランは不敵な面持ちだけは崩くずすことなく、額に浮かんだ冷や汗あせを拭ぬぐって、苦し紛まぎれの軽口を叩たたいた。

　今この危機的状況で出来ることといえば、転送呪文で逃にげ出すくらいなもの。しかし、呪文を詠唱する暇ひまなど与あたえてくれる敵ではないし、見み逃のがしてもくれないだろう。

　なぜなら、単眼鏡モノクルの奥に隠かくされたイアンの瞳には、ブランへと向けられた明確な憎ぞう悪おがありありと浮かんでいるのだから。やはり、イアンから聞かされた先日の死の宣告は、現実のものだったのだ。

「でもな、ねえちゃんを奪われたまま、黙だまってくたばるおれじゃねえんだよ」

　しかし、その気持ちはブランも同じだ。転入してきたばかりのイアンのことを、ブランはまだなにも知らない。命を狙ねらわれる理由も分からない。だが、最愛の姉を奪い、さらに彼女を物のように扱あつかっているとなれば、容よう赦しやする気にはまったくなれない。

「たとえお前が何者であろうとも、それこそ魔法使いであったとしても、そのひとだけは返してもらう。おれが世界で一番大切に思っている女性だ」

　ブランは今、明確な敵意と怒いかりを持って、イアンを睨にらみつけていた。

「そこまで言うのなら──彼女の手にかかって死ぬがいい」

　イアンは七支刀を用い、感情と人格を封ふうじられたモリガン──『女王クイーン』を操作する。

　その途と端たん、傀かい儡らいとして操あやつられるマリオネットのように、『女王クイーン』はぎこちない仕草で動き出した。小さな手をブランへと向けると同時に、彼女の影かげが妖あやしげに蠢うごめき始める。

　──『影絵シヤドウアート』。自らの影を操り、さらには周囲の影までをも侵しん食しよくして我が物とすることで、広こう範はん囲いの攻撃手段とする、モリガンの強力無比な我流術式。

　かつて彼女と一対一で魔術戦を繰くり広げた『神しん獣じゆう殺し』のスティーヴン・スティングレイは、モリガンのことをはっきりと己おのれよりも強いと評した。辛しん勝しようできたのは、争いを嫌きらうモリガンの心が勝負事には不向きであり、その隙すきを突つくチャンスがあっただけに過ぎないとも。現に、七詠唱セブンキヤストの序列においても、彼女は本体であるブランを差し置いて最強の座に格付けされている。

　そして今や、モリガンの心は封じられている。『女王クイーン』は、唯ゆい一いつにして最大の弱点から解放されたのだ。ならば、相手が最愛の弟であったとしても、その恐るべき魔力を存分に振るうことだろう。

　それこそまさに、世界最悪の魔術兵器として。

「ねえちゃんを救うには、この手でねえちゃんを倒たおすしかないってか。シチュエーションが本当に最悪だぜ」

　分身シヤドウたちをイアンの支配から解放するには、一度倒すことで聖遺物の形態に戻すしかない。だが、先にも述べたが状況は十一対一。この絶体絶命の窮きゆう地ちに、ブランはまるで己を鼓こ舞ぶするかのように憎にくまれ口を叩き、強がりを口にする。

「弟を葬ほうむれ、『女王クイーン』」

　無む慈じ悲ひなイアンの声。その命令とともに『女王クイーン』が動いた。

　周囲一帯を黒く染める『影絵シヤドウアート』の蠢く影の触しよく手しゆが、ブランへと襲おそい掛かかる。

　同時に──

　影の魔の手は、他の分身シヤドウたちにも伸のびた。

「待て!?　なぜだ!?」

　予期せぬ行動に己の目を疑うイアン。

　だが、『影絵シヤドウアート』の脅きよう威いを熟知し、その攻撃の回かい避ひに専念していたブランとは違ちがい、新たな主あるじからの命令もなく待機状態になっていた五体の分身シヤドウたちは、なんの抵てい抗こうもなく漆しつ黒こくの鎖くさりに全身を縛しばられ、そのまま影の底なし沼ぬまへと引きずり込まれていく。

「──ねえちゃん的には、弟の分身シヤドウも立派に弟扱いなんだろうよ。さすがはおれの世界一のねえちゃんだ！」

　心が封じられているせいか今ひとつ動きの単調な『影絵シヤドウアート』の攻撃を全て避よけ切り、ブランは喝かつ采さいを上げた。イアンの自じ滅めつで敵の数が一気に半分になったのだ。まさに九死に一生を得たのだから、これが得意気にならずにいられようか。

「やーいバーカバーカ！　詰つめが甘いんだよ、大マヌケのクソメガネ！」

「くっ……子どものような安っぽい挑ちよう発はつを……」

　ブランに嘲ちよう笑しようを向けられ、イアンは悔くやしげに歯は嚙がみする。

　絶対的な優位に立っていたにもかかわらず、思いがけない命令ミスで、ブランとモリガンを除く七詠唱セブンキヤストの五体は影に吞のみ込まれてしまった。その失態が自分でも恥はずかしいのだろう、イアンは先ほどまでの冷静さをすっかり失っている様子だ。

　イアンが選せん択たくすべきだった判断はふたつある。

　七詠唱セブンキヤストの全てを無視し、命令を四魔王フオーテリブルのみに絞しぼってブランを攻撃させるか。

　あるいは、『女王クイーン』の命令を一いつ旦たん解除するか。

　しかしイアンは、影に消えた『案山子スケアクロウ』『魔女ウイツチ』『大賢者ワイズマン』『錬金術師アルケミスト』『黒魔導師ウオーロツク』の五体をどうやって回収したものかと、一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんしてしまった。圧倒的な戦力差を保持することに気を取られていたのだ。

「我が意のままアブラカに消え去れダブラ！」

　その隙に、ブランは転移魔術を用いて撤てつ退たい。

　次いで、命令が持続状態にあった『女王クイーン』もまた、逃げた弟を追って影の中へとその姿を消す。結果、この場に残されたのはイアンと四魔王フオーテリブルだけに。

「こうなれば、『七秒前のリバース──」

　魔法を発動させようとしたイアンだったが、その最さ中なかで彼は不意にその手を止めた。

「……やれやれだ。魔法は魔力の消費が激しい。おいそれと使うべきではないな」

　言って、イアンは渋しぶい顔つきながらも矛ほこを収める。

　むしろ、ブランから全ての分身シヤドウを奪って完全包囲した時点で、未来予知を使って相手の行動の先読みをしておくべきだったのだ。それが、あまりの戦力差に勝った気になってしまって、その油断がチェックメイトを見誤らせた。そこまでブランが意図していたかは定さだかではないが、彼の指し摘てきどおり、詰めが甘かったのだ。

「それに『分身鋳造シヤドウキヤスト』や『化身アバター鋳造キヤスト』も魔力負担が想像以上に大きかった。ブランドンを葬る前に僕の魔力が枯こ渇かつする事態だけは、絶対に避けなければならない。そんなことになったら、やつを消す機会を永遠に逃すことになるかもしれないからな──」

　イアンは深刻な面おも持もちで、四魔王フオーテリブルを連れてその場を去った。

　影の中へと消えた『女王クイーン』には命令が届かず、当然ながら応答もない。

　そして、今さら『時間の逆行タイムリバース』を発動させたところで、ブランが逃げてすでに七秒以上が経たってしまっている。

「仕切り直しだ」

　単眼鏡モノクルに緋ひ眼がんを封じ直したイアンは、ふと頭上を仰あおぐ。

　一連の攻こう防ぼうの間に皆かい既き日食は終わり、太陽がその輝かがやきを取り戻もどすべく、月の影から離はなれ始めていた。
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「ちくしょうめ、あの転入生、なんだっておれを殺す気でいやがるんだ？」

　ブランは自らの魔力を隠いん蔽ぺいし、慣れない陽ひ射ざしにあてられながら、忌いま々いましげに魔都の人ごみの中を進んでいた。

　姉モリガンを含めた全ての分身シヤドウを奪われた──その喪そう失しつ感かんと自己嫌けん悪おが、今さらながらブランの胸中に去来する。

「こっちは恨うらまれる覚えがないってのに。そもそも、あいつ何者だよ？　なんで学園長はあんなやつの転入を許可したんだ？」

　しかし、学園長を問い詰めようにも、ブランは長い付き合いにもかかわらず連れん絡らく先のひとつも教えてもらっていない。

「……それにしてもここからどうするか。ねえちゃんに狙われている以上、家に帰るってわけにもいかないしな。あー……早くひきこもりたい。家に帰りたい。部屋が恋こいしい」

　ブツブツと文句をこぼしながら、ブランは人目を避けるようにひと気のないところへと移動していく。

　だが、イアンがもしも本当に魔法使いだというのなら、いつまでも姿を隠していられるわけもない。見つかるのは時間の問題だろう。

「どこかに、大がかりな魔術結界が敷しかれている場所はないもんか……」

　口にして、心当たりが浮かんだ。

「──あ、そうだ」

　この魔術師の都で、特に厳重な結界術式が施ほどこされているのは三カ所。

　ひとつは七詠唱セブンキヤストの本ほん拠きよ地ちにして、魔術王たるブランの自宅。

　ひとつは旧きゆう暦れきからアルテナの霊れい脈みやく上に存在し、天然の魔術結界を持つ『御インペリアル所・パレス』。

　そしてもうひとつ。

　ちょうど、きのう足を運んだばかりの場所だ。

「アンジェの店、『アンブロシア』だ」

　不敵な笑えみを取り戻し、ブランは急ぎ進行方向を変えることにした。

　大魔術師の結界ならば、ブランの自宅以上にイアンの目を逃れることも可能のはず。それに、先ほど化身アバターに憑ひよう依いしてブランの助すけ太だ刀ちに来てくれたアンジェは、すでにイアンの魔術の秘密を見み抜ぬいている様子だった。となれば情報共有が先決。

「アンジェも四魔王フオーテリブルを取り戻したいだろうからな。協力を取りつけられるはずだ」

　幸い、店は近くにある。切せつ羽ぱ詰つまった様子のアンジェのことが気がかりで、無意識的に骨こつ董とう店付近に飛んだのかもしれない。

　ブランは魔力を隠したまま、敵に見つからないことを祈いのりつつ、道を急ぐ。

　やがて店の外観が視界に映ると、慌あわてて店内へと駆かけ込んだ。

「いらっしゃいませー！」

「マジックアンティークショップ、『アンブロシア』へようこそー！」

　そんなブランを出で迎むかえたのは──

　コケティッシュな店員の制服に身を包んだ、デュセルとステラだった。

「…………いや、ふたりともなにしてんの？」

「って、ブラン？」

「ブランさん？」

　若じやつ干かん戸と惑まどい気味のブランの視線に、営業スマイルを浮うかべていたデュセルとステラは途と端たんに真顔に戻った。

「えーっとね、これには事情があるの」

「はい。でも、わたくしたちにもよく分かっていないんです」

「おれも全然分からん」

「ふーん。なら説明してみるけど、まずね、学園でアンブロシアと転入生がいきなり戦せん闘とうを始めてね──」

「それでですね、アンジェラさんが負傷されてしまわれたのですが……憑依されるということで、意識を失なくされてしまったんです」

「で、気絶したアンブロシアを学園の保健室に運ぶわけにもいかないでしょ？　だって、気を失った状態だと隠いん蔽ぺい魔術も消えちゃってて、緋眼堕ちレツドってバレちゃうし」

「そこで、デュセルさんがアンジェラさんのお住まいを知っているとおっしゃったので、転移魔術でここにお運びしたんです」

「そーゆーこと」

「以上です」

　仲良く交こう互ごに説明を終えたデュセルとステラ。

　ブランは、そんな彼女たちのウェイトレスじみた格好をまじまじと眺ながめ、一言。

「なるほど。全然分からん」

「もー！　なにが分からないのよー」

「あら、もしかしてわたくしたちの服装のことですか？」

「ふーんだ！　そんなのあたしたちだって分かんないわよ！」

　と、店内の騒さわぎ声が聞こえたのだろう、店の奥からアンジェが姿を現す。

　今回は全ぜん裸らというわけではなかった。学園でイアンとの戦闘時に着き替がえた、真しん紅くの魔術ローブ姿のままだ。

「ブラン君、無事だったようだね……」

「おうよ。でも、一歩間ま違ちがえたら死んでいたかもな」

　ケロッとした顔でそう口にするブラン。

　その言葉に、アンジェやステラは安あん堵どした様子を見せたが、デュセルだけは微かすかに表情を引きつらせて息を吞のんでいた。

「負傷したって聞いたが、そっちこそ無事なのか？」

「心配してくれるのかい？　それはありがとう。だけど忘れてないかな。私は不死身だよ、致ち命めい傷しようでもすぐに治るさ……」

　確かに、アンジェの負ったダメージはすでに回復している様子だった。

「それにしても、デュセルとステラのこの格好はなんなんだ？」

「フフッ、それはね……うちの制服に採用しようかと思って」

「なぜこの非常時にそんな悠ゆう長ちような真ま似ねを？」

「…………まあいいじゃないか、そんな細かいことは」

　答えに窮きゆうしたのか、わざとらしく話題を変えようとするアンジェ。

「ちょっと待ちなさいよ！　店員の格好をしないとお店の結界の効果で呪のろわれるって話はなんだったのよ！」

「まあ！　それでは、イアンさんがお店を襲しゆう撃げきしに来られても接客して出迎えればきっと誤ご魔ま化かせるというお話も、ご冗じよう談だんだったのですか？」

　今さらながら自分たちが騙だまされていたことを悟さとり、デュセルとステラがぷんすかと抗こう議ぎの声を上げる。

「…………こほん。ともかく、今は緊きん張ちよう感かんのない話をしている場合じゃないよ。ブラン君、詳くわしく話すから店の奥に来てくれないかい？」

「あいよ」

　そうして、ブランとアンジェは連れだって店の奥へ。

　当然、デュセルとステラもふたりの後に続く。

「デュセル君とステラ君、キミたちは店番の続きをよろしく」

「えー！　なんでよー！」

「それはあんまりです！」

「……だったら、その間に泥どろ棒ぼうが入りでもしたら責任を取ってくれるのかな？」

　アンジェは犬を追い払はらうような仕草でデュセルたちの同行を拒こばんだ。

　ふたりはしばらく拒きよ否ひの意を示していたが、アンジェも彼女らを店の奥へ連れていくつもりは皆かい無むのようで、結局のところデュセルたちがしぶしぶ引き下がる結果となる。

　そうして、ブランとアンジェのふたりで照明の落とされた暗い廊ろう下かを進む。

「──もしかして、ふたりには事情を説明していないのか？」

「当然じゃないか……。敵が魔法使いだとしたら、彼女たちの敵かなう相手じゃない。それに、弟子でしの了りよう解かいも取らずにガールフレンドたちを巻きこんだら、私が怒おこられてしまうからね。だから制服云うん々ぬんなんて茶番まで演じて、キミが窮地を脱だつして店に避ひ難なんして来ると信じて、それまで話を逸そらしていたんだよ……」

　ブランの問いかけに対し、アンジェはどこか疲つかれたような応答を返す。

「ガ、ガールフレンドってお前……」

「フフッ。私も、キミに嫌きらわれるような師し匠しようではいたくないからね……」

　顔を赤らめる弟子を、からかい気味に覗のぞき込むアンジェ。

「ん？　ちょっと待てよ。デュセルたちの着替えの理由がどうあれ、あんな可愛かわいい服が前もって二着も用意されていたのは事実だよな？　誰だれに着せるつもりだったんだ？」

「…………そ、その話はもういいじゃないか。それより、早く作戦会議だ」

　ほのかに顔を赤らめ、いつになくどこか落ち着かない様子ながらも、アンジェは自室の扉とびらを開けた。

　部屋の内部は、以前一度だけブランが訪おとずれたときとなにも変わっていない。古文書や魔導書が散乱し、年代物の聖遺物や魔ま獣じゆうのドロップアイテムが飾かざられ、そして木製の古めかしい机の上にはアンジェの魔術研究日誌が積み上げられている。

　その研究日誌の中には、千年に及およぶ人生に終しゆう止し符ふを打つための、死の研究が記された手帳もあったはずだ。この世に存在するありとあらゆる死に方を自ら体験し、その痛み具合や苦しみ具合を克こく明めいに記き載さいした、おぞましい書物。

　ブランとしては、決して自ら進んで読みたくはないし、デュセルやステラに見せたい類たぐいのものでもない。

　アンジェもそれを分かっていたからこそ、魔術の負の側面を未いまだ知らぬ少女たちを部屋へ入れることを良しとはしなかったのだろう。

「……で、私の憑依が解除されてから、いったいなにが起こったんだい？」

「おれの分身シヤドウたちと四魔王フオーテリブルの全員が、イアンに奪うばわれた」

「そんなことが!?　……いや、先ほどから化身アバターの反応が一いつ切さい感知できなくなっていたから、倒たおされてしまったという覚かく悟ごはしていたつもりだけど……」

「倒されていたほうがよっぽどマシだな。あれを見たせいで、おれも敵が魔法使いだと確信できた」

「……うん、ハッタリの可能性はあり得ないよ。私はこの目で『時間の逆行タイムリバース』を目にした。あれを幻げん術じゆつと言い張るには無理がある。それに、大魔術の一文詠唱も難なくこなしていたからね……」

　そう言って、アンジェは室内のホワイトボードへと歩み寄る。

　彼女はそこに、三つの術式を書き記した。

　即すなわち、『七秒先トレース・の魔術セブンカウント』『七秒間フリーズ・の大魔術セブンカウント』『七秒前リバース・の時魔法セブンカウント』という、イアンの我流術式を。

「ひとつ目の『七秒先トレース・の魔術セブンカウント』は、やろうと思えば私たちでもひと月もあれば習得できる術式だろうね。系統は占星術アストロロギア……本来人の目には見えざる時間の波を把は握あくし予測することで、七秒先までの未来予知を可能としているはずだよ」

「問題はその次と、最後のやつだな」

「ふたつ目の『七秒間フリーズ・の大魔術セブンカウント』はおそらく、時間の流れそのものを凍とう結けつさせることで、時間停止現象を引き起こす大魔術術式。私の意識も完全に停止してしまっていたからね、使われたら最後……七秒間は無防備になると思ってくれていい……」

「そんな難解な術式を、敵は一文詠えい唱しようで発動させてくるのか」

　ブランは戦せん慄りつとともに、今さらながら安堵した。

　先ほどの対たい峙じの際、イアンはいつでもブランを葬ほうむることができたのだ。彼に分身シヤドウを奪われたことは大きな痛手だが、そのおかげで油断してくれたとも言える。もしも最初からイアンが自身の我流術式のみを頼たよりにしていたら、最悪、時間を停止された瞬しゆん間かんにブランの首が胴どうから離はなれていたかもしれない。

「そして最後が『七秒前リバース・の時魔法セブンカウント』……間違いなく魔法だ。あらゆる戦せん況きようを七秒前まで戻もどしてしまうことができるようだね……」

「待てよ。それをアンジェは認にん識しきできたのか？　普ふ通つうなら、時間の波が逆行した時点で、術者以外の記き憶おくもなくなるんじゃないか？」

「私もそう思うよ。それはおそらく、私がオリハルコン位階の持ち主だからだろうね……。私たちくらいの高い魔力があれば、消えるはずの七秒間の記憶を持ったまま七秒前に戻れるんだろう……」

　言われ、ブランは納なつ得とくした。初めてイアンと会った際のことをデュセルは憶おぼえていないのに、どうして自分だけが記憶していたのかを。あのときのイアンからの死の宣告も実際に起こった出来事だったのだ。

「なるほど。術者の記憶まで消してしまったら、せっかくの魔法も宝の持ち腐ぐされだからな。そして、術者の記憶を保持させるために術式に組み込まれた仕し掛かけが、術者と同等の魔力の持ち主の記憶まで保持させてしまうわけだ。つまり──」

「……そう。敵は格上の魔法使いだけど、位階は私たちと同じオリハルコン。ゆえにキミと私だけは記憶の保持が可能なんだ」

「位階は対等か──。おれもイアンの瞳ひとみを見たはずだが、やつの隠いん蔽ぺい魔術を突とつ破ぱできなかった。だから、分かるのは右目が青で左目が紅ってことだけだ」

「魔法使いのかけた隠蔽魔術だ、私たちでも突破は難しい。だけど、おそらくイアン君は『青生生魂ブルーオリハルコン』と『緋緋色金レツドオリハルコン』のオッドアイだよ」

　ふたりは頷うなずき合うと、再びホワイトボードへと視線を戻す。

「それにしても、時を支配する三つの我流術式とはな」

「一度の戦せん闘とうで、その全すべてを使えるのが最大の懸け念ねんだね……」

「合計二十一秒の、無敵時間ってわけか」

　ブランとアンジェの顔には、敵の強大な能力に対する焦あせりが浮うかんでいた。

　なにせ、ただでさえ三つの我流術式が厄やつ介かい極きわまるというのに、向こうの戦力はそれだけではなくなってしまったのだから。

「加えて、総勢十体の強力無比な手て駒ごまが向こうに揃そろっているわけだ」

「今まで千年生きてきた私でも、これほどの危機的状況は初めてかもしれないね……」

「取り戻すには、全員一度倒すしかない。その後、今度は奪われないよう術式にプロテクトをかけてキャストオンすれば、また奪われるなんてことにはならないはずだ」

　ブランの言葉を聞き、アンジェは小さく頷く。

「まあ、おれがあの包ほう囲い網もうを切り抜ぬけられたのは、イアンのやつがねえちゃんに対しての命令をミスってくれたおかげなんだがな」

　だが、続けて弟子の口から予期せぬ言葉を聞き、彼女は首を傾かしげることになった。

「命令ミス？　……それはどういうことだい？」

「弟を葬れって命令を出したんだよ。ねえちゃんはおれだけでなくおれの分身シヤドウたちも全員弟として扱あつかってくれているからな、それこそジジイのワイズマンや女の子のウィッチに至るまで。だから、そのせいで七詠唱セブンキヤストの同士討うちが起きた」

「……おかしい」

「そう、あのときのイアンの顔はおかしいったらなくて──」

「違ちがうよ、弟子。私がおかしいと言ったのはね、どうしてイアン君は『七秒前リバース・の時魔法セブンカウント』を使ってミスを仕出かす前に時間を戻さなかったのか、ということだよ」

　アンジェの口にした疑問に、ブランも今さらながら気づく。あのとき『時間の逆行タイムリバース』を使われて命令ミスを取り消されていたら、完全にチェックメイトだったはずだ。

「──魔力量か」

「なるほど……さすがは私の弟子だね」

　ブランの推測に、アンジェは満足げに微び笑しようを浮かべた。

「十年前におれが初めて魔法を使ったときは、たった一度でほぼ底をついた。だったら、いくら魔法使いが魔法を使い慣れていたとしても、そう何度も何度も乱発することは出来ないはずだ」

「しかも……ブラン君が危機を切り抜けられたときには、イアン君は私たちの術式を奪って使用したばかりだったからね。それが予想外の魔力消費に繫つながったわけだ。となれば、今ここを襲おそってこない理由も見当がつく……」

「ああ。どこかに身を潜ひそめて、魔力を回復していると見て間違いない」

　ブランは口には出さなかったが、イアンが攻こう撃げきの手を緩ゆるめて魔力回復を優先したもうひとつの理由にも心当たりがあった。

　魔力回復のついでに、ブランを追って姿を消した『女王クイーン』と彼女が取り込んだ分身シヤドウたちの回収を目もく論ろんでいるのだろう。

「──なら、先手を打つしかない」

「……フフッ、無む謀ぼうなことを言ってくれる。だが、確かにそれしかなさそうだね」

　アンジェは困り顔で肩かたをすくめながらも、ブランの無茶な案を否定することなく、むしろ賛同してくれた。敵の魔力が回復すればするほど、状況はこちらに不利になっていく。早期決着を望むしかない。

「ただし……ひとつ問題があるんだ……。私の玉璽レガリア級聖遺物は破は壊かいされてしまったから、魔術を使っても修復するにはひと月はかかるだろうね……」

「おれの七支刀も、この六ろく叉さのおかげで分身シヤドウの操作がしやすいから常用しているだけで、魔力量は『三種の神器』に比べれば少なからず劣おとる。そのうえ、イアンも同じ七支刀だ。せめて、聖遺物だけでも魔法使いより格上の武器を使いたいところだな」

　そう言って、ブランはＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラと転送魔術を唱え、自宅からこの場へと魔術発動体を取り寄せた。

　とはいえ、それは普ふ段だん使いの七支刀ではない。

　取り寄せたのは、プラチナミスリル製の二丁の魔ま銃じゆう──本来ならウォーロックが自らの武器として携けい帯たいしているものだ。

「……これを使うのかい？　人工聖遺物の類は、むしろ魔力が落ちてしまうよ？」

「だけど、攻こう撃げき魔術に関する威い力りよく補正に限れば、魔銃に勝まさる発動体はねえよ。それに高性能な魔ま弾だんを用意すれば、いくらでも応用が利きく」

「しかし……それほどの魔弾をどうやって手に入れるつもりだい？」

「造ればいい」

　自信満々のブランの言葉。

　彼の瞳は、アンジェの魔術工こう房ぼうともいうべきこの室内の至るところへと向けられていた。

　そこに散乱しているのは、多くの魔力を帯びた様々な魔ま獣じゆうのドロップアイテム。そして、その取り扱い方法が記されている数々の魔導書だ。

「おれが最も得意な魔術系統は附与魔術エンチヤントだ。魔弾への魔力附ふ与よは任せてくれ」

「フフッ……なるほど。そういうことなら私が極めた錬金術アルケミーも役に立つ。これだけの高級素材を使い潰つぶすのは惜おしい気持ちもあるけれど、弾丸の製造は容易だよ……」

　そうして早さつ速そくブランとアンジェはホワイトボードに魔法陣を描かき、魔弾の鋳ちゆう造ぞうに移った。魔獣の中でも最も魔力の高いドラゴンタイプのブレスが染しみ込んだ牙きばを砕くだいて粉末状にし、アンジェが竜りゆうの鱗うろこを用いて錬れん成せいした弾丸に火薬とともに詰つめ、ブランの魔力を注いで火力増強術式を組み込んでいく。

　足りない人手は、ブランが簡易分身シヤドウを造って補った。

　こうしてものの三十分の突とつ貫かん作業で用意できたドラゴンブレスの魔弾は、合計十四発。四大元素である地ち水すい火か風ふうのブレス弾が各三発で、虎とらの子の雷かみなり属性のブレス弾が二発。

　さらに、ユニコーンタイプの魔獣の角を煎せんじて作った回復弾。これも二発用意できた。

　ブランとアンジェは、ウォーロックの二丁魔銃をそれぞれ一丁ずつ持ち、雷のブレス弾と回復弾をふたりで一発ずつ分けた。残る四大元素の魔弾は、ブランが地属性と水属性を、アンジェが火属性と風属性を担になう。

　そしてふたりは、互たがいに漆しつ黒こくと真しん紅くの魔術ローブを身に纏まとい、室内から見み繕つくろったマジックアイテムでさらに武装していく。

　ブランは七支刀を腰こしに携たずさえ、数枚限りの陰おん陽みよう術じゆつの護ご符ふと、魔術攻撃遮しや断だんの指輪を。

　アンジェは短刀サイズの魔ま剣けんがふたつと、五ご芒ぼう星せいが印された古代のタリスマン、そしてブランの指輪とペアになる物理攻撃遮断の指輪を装備した。

「──行くか」

　はためくローブの裾すそを翻ひるがえし、ブランはアンジェへと声をかけた。

「そうだね」

　準備を整えたふたりは、そうして工房を後にする。

　店内へと戻ると、そこには、椅い子すに腰かけて眠ねむるデュセルとステラの姿があった。
















　ふたりともそれぞれ純白と濃のう紺こんの魔術ローブを身に纏い、聖遺物を手に完全武装していたが、準備万ばん端たんにもかかわらず今はなぜか眠りこけている。

「これは……？」

「ああ、どうやらデュセル君たちに密談を聞かれてしまっていたらしい。ステラ君の召しよう喚かんした姿なきインビジブル小悪魔・インプが、最初から私の部屋に入り込んでいたんだ……」

「おいおい、こっちが盗とう聴ちようされてたのかよ。いつもならおれがしそうなものなのに」

「魔弾の製造中に少し様子を見に来たら、すでに魔術ローブで武装していた。おまけに、デュセル君はお姉さんたちやＭＩ７のいるルーヴル大使館に、ステラ君はお母さんやＣＩＡのいる豪ごう華か客船に、それぞれ連れん絡らくまで取っていたそうだよ」

　そこで一度言葉を切ると、アンジェはミステリアスな微笑とともに切れ長の瞳を細め、ブランの顔を覗のぞき込む。

「全部……キミのためにね」

　アンジェにそう聞かされ、ブランはデュセルやステラを見た。

　彼女らの協力は、実にありがたい。

　だが、その手助けを許容するわけにはいかない。

「──それで、ふたりに眠りの魔術をかけたのか」

「キミならそうするだろうと思ったからね……」

「そうだな。ありがとう、アンジェ。なにしろイアンの狙ねらいはおれであって、デュセルやステラは関係ない。危ない目にはあわせたくないからな」

「……おや、私はいいのかい？」

「んー？　イアンはお前のことを知っていたみたいだし、確実に無関係じゃないと思うんだが。そもそも不老不死なんだから、どんな危ない目にあっても死なないだろ」

「…………」

「その分、頼たよりにしてるぜ、師し匠しよう」

　最初はブランの言葉にムッとしていたアンジェだったが、弟子でしから笑え顔がおを向けられた途と端たん、すぐさま上じよう機き嫌げんになる。

「フフッ。まったく……仕方ないね、うちの弟子は」

　そう言いながらも、僅わずかながら相そう好ごうを崩くずしてしまっていては、まったく様にならない。大魔術師の風格も台無しだ。

　店内にデュセルとステラを残し、ブランとアンジェは外へ。

　──待ち構えていたのは、四魔王フオーテリブルだった。
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　黄昏たそがれ時、ブランとアンジェは互いに魔銃を構え、四魔王フオーテリブルへと向き直る。

「どうやらイアンのほうも、デュセルやステラを巻き込みたくはなかったらしい」

「わざわざ待ってくれていたなんて、敵ながら律りち儀ぎなやつじゃないか……」

　師し弟ていタッグは、自ら四魔王フオーテリブルの待ち構える先へ。

「それにしても、まさかアンジェと共きよう闘とうする日が来るとはな」

　感かん慨がい深げに呟つぶやくブランの眼前には、隣となりに並び立つアンジェの姿を模した、四体の化身アバターが立ちはだかっている。

　順に『女帝エンプレス』『道化師ジヨーカー』『死霊術師ネクロマンサー』『魔メ法イ少ガ女ス』──そのどれもが、アンジェと同じ『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳ひとみを持ち、イアンから下されたブラン抹まつ殺さつの命を果たすべく、膨ぼう大だいな魔力を研とぎ澄すませていた。

「あの子たちの能力は、私が一番把は握あくしている……ここは私の指示に従ってくれるかな？　師匠の顔を立ててもらうよ」

「あいよ」

　不老不死の肉体を持つアンジェが前衛に立ち、ブランがその後衛を務める。

　いくら大魔術師見習いになったとはいえ、分身シヤドウを失った今のブランでは自力での大魔術詠えい唱しようは不可能だ。ならば、アンジェのフォローに徹てつするのは理に適かなっている。

　戦闘開始の合図などないまま、両者は静かに対たい峙じ──

　と、その瞬間。

「我が身は加速する！」

「我が身は加速する！」

　先に動いたのは四魔王フオーテリブル。

　近接特化のエンプレスがスケアクロウお得意の加速呪じゆ文もんを唱え、さらに他者の能力を模も倣ほうするジョーカーがエンプレスの性能をコピーし、同じく加速呪文で追撃をかける。

「魔術師同士の戦闘で、いきなり二体が格闘戦を仕し掛かけてくるとはな！」

　たまらず悲鳴を上げるブラン。物理攻撃を切り札に用いるのは、なんの因果か、奇くしくもかつてブランがアンジェを倒たおした際に取った戦法だ。

「我らの弾丸は氷の嵐あらしを起こし！」

「我らの弾丸は凍いてつく吹雪ふぶきとなる！」

　ブランは水属性のブレス弾を氷結魔術に使用し、アンジェは風属性のブレス弾でその威力を強化する。ふたりが息の合った抜ばつ群ぐんのタイミングで唱えたのは、氷と風の魔術をそれぞれ担って吹雪を起こすという、初級の大魔術ユニゾンだ。

　発動した瞬間、ブレス弾を二発消費して生み出された猛もう吹雪は、広こう範はん囲いの壁かべとしてエンプレスとジョーカーの行く手を阻はばみ、さらにはその身体能力を極ごつ寒かんの冷気で減退させる。

　そして、アンジェはこの隙すきを見み逃のがさず、さらなる魔弾へと手を伸のばす。胸の谷間から取り出されたのは、雷らい竜りゆうの魔力を封ふうじた、虎の子である雷属性のブレス弾。

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

　アンジェの得意とする禁呪が、魔ま銃じゆうの銃口から放たれる。

　玉璽レガリア級聖遺物使用時よりも威力は劣おとるものの、付ふ随ずいする即そく死し効果に遜そん色しよくはない。命中さえすれば文字どおりの必殺だ。

　狙ったのは、動きの鈍にぶったエンプレス──

「キャスト・エヴォケーション」

　しかし、四魔王フオーテリブル側の後衛を務めるネクロが、囮おとりとなる簡易分身シヤドウを鋳造し、エンプレスの盾たてとなる位置に配置する。

　結果、肉壁となった歩兵ポーンは一いつ瞬しゆんで黒くろ焦こげとなったが、エンプレスは無傷で済んだ。

「くっ……無む駄だ弾だまになってしまった……」

「おいアンジェ！　いきなりとっておきをぶっ放しておいて無効化されんなよ！」

「……だって、いけると思ったのに……思ったのに……」

「なにが、向こうの能力は私が一番把握してる、だ！　手玉に取られてるじゃねえか！」

「…………弟子のいけず」

　二重起動デユアル・トリガーさえ発動させておけば、雑ざ魚こを貫かん通つうし、雷撃はエンプレスを仕留めていただろう。しかし高威い力りよくを誇ほこる禁呪の二重起動デユアル・トリガーを唱えるには、ブレス弾一発では魔力不足だ。『ファベルジェの卵』さえ健在なら、ふたつで二重起動デユアル・トリガー、三つで三重起動トリプル・トリガーまで使用可能だったのだが。

「ほらよ！　今度は大事に使え！」

　ブランは四魔王フオーテリブルに対する警けい戒かいを緩ゆるめないまま、自分の分の雷属性のブレス弾をアンジェへと放ほうり投げた。

「うん……次は気をつけるよ」

　弟子の魔ま弾だんを嬉うれしげに受け取り、アンジェは気を取り直す。

「今度こそ気の利いた指示を頼たのむぞ」

「……なんとしても倒しておきたいのは、やはり『魔メ法イ少ガ女ス』だね」

　アンジェの視線が、四魔王フオーテリブルの最後方に布ふ陣じんする、幼女型化身アバターへと向けられる。

「そういや、あの化身アバターの戦うところは見てないな。どんな特化能力なんだ？」

「……奇跡代行型化身アバターの名のとおり、彼女の役目は魔法の再現だよ。そのため、ほとんどの魔術や大魔術を唱えられない。かなり機能に制限がついてしまったからね。もっとも今は、将来的に『七つの魔法セブンキヤスト』を使いこなせるようになればいいな……という希望的観測の段階でしかないのだけれど……」

「あれ？　それってもしかして、今は役立たずなんじゃ？」

　ブランの指し摘てきに、アンジェは恥はずかしそうに頰ほおを赤らめる。メイガスは、ご大層な名前と性能を与あたえられた割に、四魔王フオーテリブルの中では唯ゆい一いつの未完成な存在なのだ。

「でも、今でもひとつ使える厄やつ介かいな大魔術があるんだ……。なにせ彼女の現在の役割は、擬ぎ似じ的な魔法の再現にあるからね……」

　どことなく、奥歯に物が挟はさまったような言い方をするアンジェ。

　だがその台詞せりふに、ブランはなんとなく引っ掛かかるものを感じた。擬似的な魔法の再現という表現の仕方を、ごく最近、耳にした記き憶おくがある。

　瞬間、アンジェが懸け念ねんしていたメイガスの大魔術詠唱が始まる。

「戒いましめよ──」

　あどけない言こと葉ば遣づかいながら、メイガスの瞳が真しん紅くに輝かがやき、不ふ穏おんな空気を孕はらんで呪じゆ文もん詠唱が朗々と続けられる。

「我が瞳が深しん淵えんを覗のぞき込むとき──」

　その詠唱には、ブランにも聞き覚えがあった。なにを隠かくそう、彼自身が初めて単身使ってみせた大魔術なのだから。

　先日のスティーヴン・スティングレイとの戦いにおいて、魔法『神の召喚アポカリプス』成じよう就じゆのために彼の体に刻まれた『主人公補正パツシブ・ヒーロー』を再現すべくブランが組み上げた術式だ。

「おいおいおい、これ滅め茶ちや苦く茶ちやマズいんじゃないか!?」

「……うん。もしも完成したら、その時点で向こうの勝ちだね……」

　慌あわてふためくブランに対し、申し訳なさそうにおずおずと頷うなずくアンジェ。

　勝率が万にひとつもなかったとしても、一億分の一、あるいは一兆分の一の可能性さえあれば、初戦で確実にその勝利を摑つかむことが可能な術式。四魔王フオーテリブル側が発動に成功すれば、その時点でブランたちの勝利の目はなくなる。

　なにせ対たい抗こうしようにも、あのときブランが『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の限定再現に成功できたのは、ウォーロック──ひいては『八咫ヤタノ鏡カガミ』の補助があってこそ。たとえアンジェがいようとも玉璽レガリア級聖遺物なくしてはどうしようもない。

「深淵の眼まなこもまた我われを覗き込む──」

　そうこうしているうちに、メイガスの詠唱は大おお詰づめに入る。

　エンプレスとジョーカーはメイガスの守りに徹しているし、ネクロも続々と簡易分身シヤドウを量産すべく呪文の詠唱を続けている。

「アンジェ！　手持ちの四大元素のブレス弾を全部投げつけろ！」

「え？」

「いいから！」

　切せつ羽ぱ詰つまったブランの怒ど鳴なり声を聞き、アンジェは慌てて魔銃の弾倉の中から三発分の火属性のブレス弾と二発分の風属性のブレス弾を取り出し、四魔王フオーテリブル目掛けて投げつける。同時に、ブランも残る全すべての魔弾を放り投げていた。

　そして、ブランは七シチ支シ刀トウを抜ぬき放ち、空中に放り出された合計十発もの魔弾へと自分の魔力を注ぎ込む。

「我が言葉に応じて──とりあえずなんもかんも吹ふっ飛べーッ!!」

　瞬間、相反する属性を持つ四種の魔弾は互たがいに干かん渉しようし合い、術者の手には負えないほどの相乗的な魔力反応を示す。

　つまるところは、魔力暴走。

　ブランによって人じん為い的に引き起こされた魔力暴走は、小規模ながら凄すさまじい威力で爆ばく発はつし、轟ごう音おんとともに、黄昏色に染まっていた周囲一帯を閃せん光こうで白く塗ぬり変えた。そしてメイガスの大魔術詠唱を中断させ、さらには四魔王フオーテリブルへと牙きばを剝むく。

　無論、ブランとアンジェも爆発の余波を受け、大きく吹き飛ばされはしたが。

「……相変わらず無茶をしてくれるね、キミは」

「おれだってしたくなかったよ！　十年前のトラウマが甦よみがえりかけたぞ！」

　ふたりまとめて吹っ飛ばされたものの、不死身の肉体を持つアンジェは当然ながら無事。ブランも、幸運なことに彼女の胸がクッション代わりになってくれたおかげで、ひどい怪け我がを負うほどではなかった。

「だけど……その甲か斐いあって効果はなかなかのものだね……」

　自分の胸にブランの顔を埋うずめさせたまま、アンジェは会心の笑えみを浮うかべる。

　彼女の視線の先、魔力暴走による爆発の直ちよく撃げきを受けた四魔王フオーテリブルは、当然ながら無傷とはいかなかった。

　近接戦用に頑がん丈じように造られているエンプレスと、その機能をコピーしたジョーカーこそ健在だが、後衛タイプのネクロとメイガスは今の一撃ですでに半はん壊かいしている。ネクロが造っていた簡易分身シヤドウに至っては、一いつ掃そうされてすでに跡あと形かたもない。

　が、しかし。

「戒めよ──」

　再度、詠唱が始まる。

「我が瞳ひとみが深淵を覗き込むとき──」

　耳を疑うブランとアンジェ。

　だが、確かに『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の詠唱が再開されている。

　唱えているのは、あろうことかジョーカーだった。

「まさか……能力模倣機能で、メイガスの能力をコピーしたのか!?」

　自らの化身アバターの臨機応変な連係プレーに、アンジェには感心する余よ裕ゆうなど微み塵じんもなかった。コレクションのレアドロップ品の大半を使い切ってまで製造した魔弾は、すでに雷かみなり属性の弾丸が一発残るのみ。先ほどのような荒あら業わざはもう使えず、敵は実質二体になったとはいえ、こちらの不利は変わらない。

「くそったれ！」

　ブランは意を決し、魔銃を放り捨て、七支刀を手に四魔王フオーテリブルへと挑いどむ。

「深淵の眼もまた我を覗き込む──」

　狙ねらいはもちろん、今まさに詠唱を終えようとしているジョーカー。

　しかしその直前、エンプレスがブランの前に立ち塞ふさがる。

「ぐっ──」

　近接殲せん滅めつ型であるエンプレスは、ありったけの魔力を拳こぶしに込こめ、ブランを狙う。

　迫せまる超ちよう高こう速そくの一撃。

　間かん一いつ髪ぱつ、ブランも自分の魔力を根こそぎ使い果たすほどの魔術防ぼう御ぎよを行い、なんとか必滅の一撃を凌しのぎ切った。

　だが、攻撃を凌いだだけではジョーカーには届かない。

「間に合わない！」

「これでも……喰くらえ！」

　瞬しゆん間かん、アンジェは短刀サイズの魔ま剣けんを二本とも取り出し、それらを魔術行使の発動体として使うのではなく、急ぎ四魔王フオーテリブルへと投げつけた。ただし魔剣の狙いは明らかに逸それ、ジョーカーどころかエンプレスにさえ届きそうもない。

「外した!?　この土ど壇たん場ばで!?」

　さしものブランも我が目を疑う。しかしアンジェが投とう擲てきした魔剣は、最初からエンプレスたちに向けて投げられたものではなかった。魔剣はそれぞれ、棒立ちになっていたネクロとメイガスの胸を穿うがち、とどめを刺さす。

　これによりネクロとメイガスの蓄ちく積せきダメージが限界を超こえ、両者は人型を維い持じすることが出来なくなり、鋳い型がたである聖遺物の状態へと戻もどる。

「私のもとへ来い、水晶髑髏クリスタルスカル！　緑柱エメラルド石碑文タブレツト！」

　すかさずアンジェは聖遺物を手元に手た繰ぐり寄せた。

　本来の主の呼びかけに応じて空中に浮きあがった水晶細工の髑どく髏ろとエメラルドの石版が、彼女のもとへと飛んでいく。そして手にした魔ま銃じゆうと合わせて、これで、アンジェの扱あつかえる聖遺物は三つ──

「我が雷のままにアブラハ一切の生はダブ消失し、ラ・一切の死アブラが到来し、クサス・そして万物がアブラ終焉するマズダ!!」

　呪文詠唱とともにアンジェがトリガーを引いた、その瞬間。

　弾倉に装そう塡てんされていた最後の一発のサンダーブレス弾が放たれるとともに、三重起動トリプル・トリガーによる巨きよ大だいな雷撃が、エンプレスとジョーカー目掛けて炸さく裂れつした。

　いくらオリハルコン位階の大魔術師集団である四魔王フオーテリブルとはいえ、この一撃に耐たえられる道理はない。

　これにより、アンジェの妙みよう齢れい期と幼少期の化身アバターに続き、彼女の瓜うり二ふたつの姿と異性体の姿を持つ残り二体も撃破。激げき闘とうの末、人型を失って鋳型に戻った七星剣グランシヤリオと紀元前機械アンテイキテイラが、鈍にぶい音とともに地面へと転がり落ちた。

「や、やったのか……」

「うん、そのようだね……」

　四魔王フオーテリブルの完全撃破を確かく認にんした後、ブランとアンジェはさすがに精せい根こん尽つき果てたのか、力なくその場に座り込んだ。

「やばい……魔力を使い過ぎた……」

　戦闘準備のための魔ま弾だん製造に始まり、魔力暴走や全力の魔術防御など、ブランも短時間のうちにかなりの魔力を消費してしまったようだ。

　それはアンジェも同様で、イアンとの戦闘からほとんど間を置かず四魔王フオーテリブルを相手取り、さらには奥の手まで使ってみせたため、魔力の大半が枯こ渇かつしている状態だ。

　だが、これで一段落ついたわけでは決してない。

　今しがたの激闘も、言うなればただの前ぜん哨しよう戦せんに過ぎないのだから。

「それに、せっかく造った魔弾をたったの一戦で全部使い切るとはな……」

　いきなり四体がかりで攻せめられたのだ。あの局面ではああするよりほかになかったと、ブラン自身も熟知している。しかし、だからといって悔くやむなというのは無理な相談だ。

「……フフッ、そこまで嘆なげかなくてもいいんじゃないかな」

　そんなブランに対し、アンジェが満足げに声をかけた。

　彼女の手元には、四魔王フオーテリブルの鋳型であった聖遺物の全てが戻っている。

　武装の大半を一度に失ってしまったが、七星剣グランシヤリオ、紀元前機械アンテイキテイラ、水晶髑髏クリスタルスカル、緑柱エメラルド石碑文タブレツトの、四つの聖遺物を取り返せたのは大きい。

　が、そのとき。

　束つかの間の勝利の余よ韻いんを味わっていたふたりの背筋を、突とつ然ぜん、耐え難がたいほどの悪お寒かんがぞくりとはしった。しかし、瞬時に身構えようにも、ブランもアンジェもほとんど魔力が底をついている。聖遺物があるとはいえ、今すぐに連戦できる状態では決してない。

　ふたりの目の前に現れたのは──

　おそらく先ほどの魔力暴走の爆発音を聞きつけて、ここにやって来てしまったのだろう。光の消えた虚うつろな眼まな差ざしをした、年とし端はもいかない漆しつ黒こくの衣い装しようの幼女。




　──みーつけた。




　声こそ聞こえなかったものの、ブランの目には、愛いとしい姉の口が確かにそう動いた瞬間が垣かい間ま見みえた。

　相手はモリガン──否いな、今や最強の敵のひとりと化した『女王クイーン』だ。

　彼女の操あやつる『影絵シヤドウアート』の影かげが、見る見るうちにブランたちの周囲を取り囲み、世界の全てを塗り潰つぶすかのような暗くら闇やみのレーザーを放つ。

　ブランたちには回かい避ひする余力さえない──だがその瞬間。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　突とつ如じよとして周囲を包んだ魔力光が、固まった黒い絵の具をバリバリと剝はがすかのように、周囲一帯の『影絵シヤドウアート』を駆く逐ちくしていく。ブランとアンジェを襲おそおうとしていた影のレーザーも、光に透すけていくかの如ごとく搔かき消された。

「今の声は──」

　痛む首筋に鞭むち打うって背後へと振ふり返るブラン。

　その目に飛び込んできたのは、純白のローブを果か敢かんに翻ひるがえし、大ダイヤと十字の飾かざりがあしらわれた黄金のロイヤル・セプターを手にした、デュセルの姿だった。

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム！」

　さらにその隣となりには、濃のう紺こんのローブを華か麗れいに着こなして水晶板タブレツトを手に悪魔召しよう喚かんを行い、ブランたちに害を為なそうとする『女王クイーン』を牽けん制せいする、ステラの姿もあった。

「デュセル！　ステラ！」

「どうやら、助けられてしまったようだね……」

「魔術で眠ねむらされていたはずだろ？　どうやって目を覚ましたんだ？」

「ふーんだ！　そんなの、間近であんなとんでもない爆発音聞かされたら、イヤでも目を覚ますに決まってるじゃない！」

「ごめんあそばせ。わたくしたちを巻き込みたくないブランさんのお気持ちは嬉うれしいのですが、わたくしたちがブランさんを助けたいという気持ちのほうが、強いんです！」

　ステラが使い魔を使し役えきしてブランたちの密談を聞き知ったというのは、どうやら本当なのだろう。デュセルもステラも、モリガンの姿をした『女王クイーン』を前にし、戸と惑まどう素振りは一いつ切さい見せなかった。

　ブランの加勢に来た少女たちの妨ぼう害がいにあい、それでも『女王クイーン』は無表情のままだ。先ほどのデュセルの魔術でも搔き消えなかった残りの影を使い、牽制してくる『虚デジ構タル悪魔デヴイル』を一体ずつ捕ほ食しよくさせていく。

　さらに──

　ずぶりと生々しい音を立てて、『女王クイーン』の足元の影が大きく広がり、蠢うごめきながら盛り上がっていく。

　そのさまは、まるで影の中からなにかが孵かえるかのよう。

「来るぞ……！」
















　影が盛り上がった箇か所しよは、合計五つ。一目見て、影の中から現れようとしているものの正体に、ブランはすぐに察しがついた。

　だが、現れた五つの人影に、アンジェはともかくデュセルとステラは驚おどろきを隠かくしきれなかった。正体の予想がついていたにもかかわらず、だ。

　それほど、現れた七詠唱セブンキヤストの分身シヤドウたちの姿は、禍まが々まがしく変へん貌ぼうしていた。

　スカートから九つの巨大なキツネの尾おを覗のぞかせ、四つん這ばいのまま牙きばを剝むく『魔女ウイツチ』。

　半身を鋳型である書物の紙し片へんに変え、半分欠けた顔にサングラスを乗せた『大賢者ワイズマン』。

　全身の肌はだの上から、刺青いれずみの紋もん様ようじみた錬れん成せい陣じんを刻みつけた『錬金術師アルケミスト』。

　そして体の大部分を鏡面化させ、本物の幽ゆう鬼きのように佇たたずむ『黒魔導師ウオーロツク』。

　ブランと瓜二つの『案山子スケアクロウ』こそ目つき以外は普ふ段だんと変わらない姿だったが、その他の分身シヤドウは全すべて魔力の異変に影えい響きようを受け、化け物の如く無残に変わり果てた姿となっている。

　七詠唱セブンキヤストが敵となった──

　その事実を盗ぬすみ聞きし、密ひそかに覚かく悟ごを決めていたデュセルとステラだったが、この光景には少なからず恐きよう怖ふを感じた。

「……おいおい、おれの分身シヤドウともあろう者がデュセルやステラを怖こわがらせるんじゃねえよ。ま、スケアクロウだけそのままなのは、ねえちゃんの愛かな……」

　ブランはふたりをかばって七詠唱セブンキヤストの前に立ちはだかり、不敵な笑えみを浮うかべ、この期ごに及およんで軽口を叩たたく。自らを鼓こ舞ぶするためとはいえ、すでに魔力はほとんど残っておらず、足元さえふらついているというのに。

　そんなブラン目め掛がけ、五体の分身シヤドウたちを率いて『女王クイーン』が襲い掛かる。

「我が意のままアブラカに消え去れダブラ！」

　瞬しゆん間かん、なけなしの魔力を振り絞しぼってアンジェが吠ほえた。

　突然の転移魔術はブランを除く七詠唱セブンキヤストの全すべてを吞のみ込み、それぞれ一体ずつ、六つに分断して魔都の各所へと強制的に分身シヤドウたちを飛ばす。

「アンジェ、お前……！」

「キミも分かっているはずだよ、ブラン君。あのまま戦っていたら……勝ち目なんかなかったということをね……」

「それはそうだが、暴走した七詠唱セブンキヤストを魔都一帯にばら撒まくなんて、どんな被ひ害がいが出てもおかしくないだろうが！」

「……なら、早さつ急きゆうに各個撃破するしかない、そうだろう？」

　言われ、ブランは息を吞む。

　確かにアンジェの言うとおりだ。

　ブランが我流術式『分身鋳造シヤドウキヤスト』を用いて造りだした七詠唱セブンキヤストは、それぞれ状じよう況きように応じた決められた役割が存在する。そして戦闘に際しては、互たがいが互いの性能を補い合い、連係することで実力以上の真価を発揮できるよう設計してある。

　少しでも勝率の高い戦いをするならば、集団戦ではなく、一対一による各個撃破に持ち込まなければならないということだ。

「だけど、そうなると──」

「……そうだね。私とキミのふたりだけでは手が回るはずもない。デュセル君やステラ君にも、格上のオリハルコン位階の魔ま術じゆつ師し相手に、命がけで戦ってもらわなくてはならなくなったわけだ……」

　大切な親友たちを、危険な戦いに晒さらす。

　それは、ブランが最も恐おそれていた事態だ。

「ブラン！　水みず臭くさいじゃない、最初からあたしたちが負けるとでも思ってるの？」

「うふふ、デュセルさんのおっしゃるとおりです。わたくしたちも、事情を知った以上は知らない顔なんてできませんし、したくもありませんから」

　だが、デュセルとステラはともに戦意を取り戻もどし、アンジェの案に乗ってくる。

　少女たちの『青金剛石ブルーダイヤモンド』と『星条青玉スターサフアイア』の瞳ひとみは強く輝かがやいていた。

「フフッ……女の子の気持ちは、汲くんでやるのが男の子だよ……」

　愉ゆ快かいげにそう口にして、アンジェは回復弾だんを魔ま銃じゆうに装そう塡てんしてブランに撃うちこみ、その体の傷を癒いやす。

　魔力こそ回復しないものの、これで一応はブランも動けるようになった。

「もう一発は、取っておくんだ。私は不死身だから、すぐに動けるようになる……」

　今度はアンジェに対して回復弾を使用しようとしたブランだったが、アンジェに押し留とどめられ、不承不承ながらもその手を止める。

「……肉体より、魔力のほうが問題だね。七詠唱セブンキヤスト相手に強ごう引いんな転移魔術を使ったのが、どうやらダメ押しになってしまったみたいだ……」

　そう言って、アンジェは手にしていた聖遺物をブランたちへと手て渡わたす。

「これは……？」

　突然のアンジェの行動に、ブランたちは揃そろって困こん惑わくの面おも持もちを浮かべた。

「……これから七詠唱セブンキヤストと、そして魔法使いを相手に戦うんだ。激戦になるのは間ま違ちがいないからね……使える武器はひとつでも多いほうがいい……」

　アンジェは紀元前機械アンテイキテイラを手元に残し、ブランに七星剣グランシヤリオを、デュセルに水晶髑髏クリスタルスカルを、そしてステラに緑柱エメラルド石碑文タブレツトを預けた。

「魔術師は、使い慣れたタイプの聖遺物を扱あつかうほうがその真価を発揮しやすい……。私が見立てたところ、どうやらブラン君は剣、デュセル君は宝石、ステラ君は魔導書が得意分野のようだからね……」

　アンジェの見立てどおり、確かに、ブランとしては刀剣類の聖遺物が最も手に馴な染じむ。魔導書に精通したステラにとっても、錬金術アルケミーの秘中の秘が記されたという太古の石版は、言わば紙の本が出回る前の原初の魔導書、相あい性しようが良いはずだ。

「どうしたんだよ、デュセル。そんな不気味な水すい晶しようの塊かたまりをまじまじと見て」

「う、ううん。なんでもないの」

　ボーっとした面持ちで水晶造りの髑どく髏ろに見入っていたデュセルだったが、ブランの声で現実に引き戻される。

「すまないが、決着がつくまでに私の魔力が回復する見込みは薄うすそうだ……だから……」

　アンジェは辛つらそうに顔をしかめさせたまま、ブランが手にした七星剣グランシヤリオへと手を伸のばす。そうして、北ほく斗と七しち星せいの魔剣に、残った魔力を限界まで注ぎ込んだ。

「これはせめてもの餞せん別べつだよ……。一度だけなら、『女帝エンプレス』をキミの手て駒ごまとしてキャストオンできるはずだ。あの子は、私の喜びの感情から生まれた化身アバターだからね……キミのためなら、欠けた『女王クイーン』の席を埋うめるべく、きっと全力を尽つくしてくれる……」

　とうとう魔力の枯こ渇かつがどうにもならない領域にまで及んだのだろう。それだけ言い残すと、アンジェは眠るように気を失った。

　そしてブランたち三人は、七詠唱セブンキヤストの各個撃げき破はを目指して行動を開始する。

　倒たおすべき分身シヤドウたちは、魔都の各所に散らばっているはずだ。

「デュセル、ステラ、よく聞いてくれ。七詠唱セブンキヤストのうち『三種の神器』を鋳い型がたにしている分身シヤドウは、単独戦せん闘とうでも驚きよう異い的な強さを誇ほこる。ふたりに戦わせるわけにはいかない。むしろ、先に他の分身シヤドウを撃破して鋳型の聖遺物を回収してくれれば、後回しにした神器鋳型の分身シヤドウをより楽に倒すことができるはずだ」

　神器を鋳型として使用しているのは、草クサ薙ナギノ剣ツルギの『案山子スケアクロウ』、八咫ヤタノ鏡カガミの『黒魔導師ウオーロツク』、そして八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマの『女王クイーン』。残る『魔女ウイツチ』『大賢者ワイズマン』『錬金術師アルケミスト』の三体は、高位聖遺物ではあるものの、神器に比べれば魔力は劣おとる。

「先にウィッチやワイズマン教授やアルくんから取り戻していくってことでいいの？」

「あら。それならちょうど三人で分担できますね」

「──いや。おれはきっと、どの分身シヤドウと接せつ触しよくしても、その時点でねえちゃんに感づかれる。ねえちゃんは影かげを移動してくるから、居場所がバレたらすぐにも襲おそってくる可能性が高い。二対一になる状況は避さけたい」

　ブランは、いつになく真しん剣けんな面持ちで口を開く。

「だから、おれは最初からねえちゃんだけに標的を絞る」

　最強の分身シヤドウの相手を自ら買って出るブラン。魔力のほとんどを失っており、下手をすればデュセルやステラにさえ後おくれを取りかねない、今の弱体化した状態での決断だ。

　だが、デュセルにもステラにも、ブランがどれだけ強固な意志でそう口にしたか、痛いほど分かってしまった。彼がどれだけ姉を大事にしているか、よく知っているのだから。

「ふーんだ。どーせ止めても聞かないんでしょ？」

「悪いな」

「なら、あたしとステラは他の分身シヤドウから倒していくわ。で、回収した聖遺物は、まとめてブランのところへ持っていく。それでいいわね？」

「あいよ」

「デュセルさんは、最初のお三方のうち、どなたから相手をするつもりですか？」

「うーんとね」

　ステラに問われ、デュセルは困り顔で空を見上げた。

　すでに夕ゆう陽ひは沈しずみ、今まさに夜の帳とばりが下りようとしている。

「……あたしさ、アルくんはその、弟と重ねちゃって、攻こう撃げきできないと思う」

「分かりました。では、そちらはわたくしが。デュセルさんは、ウィッチさんかワイズマン教授のお相手を？」

「そーね。うん、そーなるわね。うちのメイドが問題を起こすってのは対面的にも困りものだし、まずはウィッチかな……？　で、あたしとステラ、先に勝ったほうがワイズマンってことで」

　どうにも歯切れの悪い言い方ながら、大きく頷うなずいてみせるデュセル。

「魔都のどこにどの分身シヤドウがいるかは、魔力探知で見つけてくれ。健けん闘とうを祈いのる」

　そうしてブランの言葉を合図に、満月の下もと、三人はそれぞれ三方へと分かれる。

　──長い夜が、始まった。
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「ごめん、ステラ。噓うそついちゃって」

　闇やみに包まれた魔都を駆かけながら、デュセルは独り、ここにはいないステラに謝っていた。

　向かう先は『魔女ウイツチ』が陣じん取どっていると思おぼしきルーヴル大使館──ではない。彼女が狙ねらうのは、ブランから遭そう遇ぐうを回かい避ひするよう言われた、神器鋳型の分身シヤドウの一体。

「……でもね、やっぱりあたし、親友と同じ顔をしている分身シヤドウが街で暴れて、そのせいでブランが皆みんなから責められるようなことになるの、絶対イヤだもん」

　母の形見であるカリナンの王おう笏しやくを手に、デュセルは一路、高速で魔都を走り抜ぬける標的を追いかけていた。

「だから──あたしが最初に倒すのは『案山子スケアクロウ』よ」

　彼女の視線の先。

　そこには、摩ま天てん楼ろうを足場に次から次へと跳ちよう躍やくを続ける、『案山子スケアクロウ』の姿があった。

　他の分身シヤドウたちと違い、化け物じみた様相はしていない。『女王クイーン』が無意識のうちにブランと瓜うり二ふたつの容よう貌ぼうを醜みにくく歪ゆがめることを嫌きらったのかもしれない。

　だが。

　だからこそ、あの姿のまま暴走し、魔都の住人に危害を加えるようなことになれば、デュセルの不安は現実のものとなる。神しん獣じゆう教団が利用しようとしたステラの一件も、濡ぬれ衣ぎぬとはいえブランの機転がなければどうなっていたか分からないのだ。

「ブランはあたしを救ってくれた。そして、あたしの友だちも救ってくれた。今度は、あたしがブランを救ってみせる！」

　デュセルは黄金の王笏を空飛ぶ箒スカイ・スウイープに見立てて跨またがり、高速浮ふ遊ゆう魔術で敵を追う。

「だって、友だちとは対等でいたいから──!!」

　いつか口にした、決意と誇りを秘ひめた呟つぶやきとともに。

　地上を飛び立つと同時に魔導ジェット機のような速度を見せるデュセル。そのあまりのスピードに、彼女の視界に入る魔都の夜景はあっという間に過ぎ去っていく。が、すでに彼女の瞳には『案山子スケアクロウ』の姿しか映っていない。

　しかし、まだ陽が落ちたばかりの魔都では、当然ながら住人たちの姿はちらほらと散見されている。

　それは、『案山子スケアクロウ』とデュセルが熾し烈れつなデッドヒートを繰くり広げている、地上一二〇メートルの空でも変わらない。空飛ぶ箒スカイ・スウイープや空飛ぶ絨毯スカイ・カーペツトを操あやつる魔術師たちは、尋じん常じようではない速度を出しているデュセルたちに遭遇するたび、誰だれもが慌あわてふためいた。

「ごめんね！　今ちょっと急いでるの！」

　追い抜かした一いつ般ぱん魔術師たちを一いち瞥べつもせず、デュセルを乗せた王笏はぐんぐんと速度を増す。対して屋上伝いに移動している『案山子スケアクロウ』は、どうしても助走と跳躍を繰り返さざるを得ない。スピードは互ご角かくでも、最短距きよ離りで飛べる分デュセルのほうが有利だ。

　互たがいに加速するも、徐じよ々じよに両者の距離は詰つまっていく。

　──瞬間。

　今まで後方を見向きもしなかった『案山子スケアクロウ』が、初めて背後を振ふり返った。

　追走するデュセルを敵と認にん識しきし、行動を切り替かえたのだ。ブランと同じ『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳ひとみに、本来なら絶対にデュセルへと向けられるはずのない敵意が浮うかぶ。

「なら撃うち落とすまでよ！　我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　デュセルは、振り向いた『案山子スケアクロウ』が僅わずかに滞たい空くうした一瞬を見み逃のがさず、跨った王笏の大ダイヤから強きよう烈れつな光こう弾だんを放った。

　が、しかし。

　光弾を前に『案山子スケアクロウ』は瞬時に高速で身を捩よじらせ、コマのように体を回転、そのまま空中ではありえない方向転てん換かんを行った。

　着地予定だったビルを跳とび越こし、あろうことか『案山子スケアクロウ』は一般人の乗る空飛ぶ箒スカイ・スウイープに飛び乗ったのだ。

　次の瞬間にはまた次の空飛ぶ箒スカイ・スウイープへと、分身シヤドウは身軽な身体能力を駆く使しして次々と足場から足場へと飛び移っては乗り換かえ、空中を縦じゆう横おう無む尽じんに跳躍する。

「あっちこっちそっちこっち、あーもう！　まるでバネみたいじゃない！」

　曲芸めいた空中連続高速跳躍を披ひ露ろうする『案山子スケアクロウ』に、デュセルの目は追いつかない。当然、王笏の速度も鈍にぶる。

　その隙すきを逃さず、加速魔ま術じゆつとスプリングの要領で跳躍力を強化させた『案山子スケアクロウ』は、ついにデュセルへと襲い掛かかる。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　デュセルは敵を迎げい撃げきすべく、再度呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　しかし『案山子スケアクロウ』はまたもや空中で大回転し、自らの体をさらに加速させて放った回し蹴げりで、あろうことかデュセルの光弾を蹴り飛ばした。

「噓でしょ!?」

　我が目を疑うデュセル。迫せまる『案山子スケアクロウ』の二度目の回し蹴り。

　──ブランが操っているときより、数段動きのキレが増している。

　それはそうだろう。ブランはオリハルコン位階の魔術師ではあるものの、常人の限度を超ちよう越えつした身体能力や反射神経を持ち合わせているわけではない。ゆえに、普ふ段だん『案山子スケアクロウ』を操作する際、人体の常識を逸いつ脱だつするような動きを強しいることもない。

　だが今の『案山子スケアクロウ』は術者の支配から解き放たれ、思うままに暴走している。それはつまり、術者の無意識下のリミッターからも解き放たれているということだ。

　おそらく『案山子スケアクロウ』に限らず、他の分身シヤドウたちも同様だろう。

　──その一連の思考を、デュセルがほんの数秒のうちに済ませた瞬間。

　気づけば彼女は、カリナンの王笏ごと地上へと蹴り落とされていた。

　純白の魔術ローブの『完全物理耐たい性せい』の附ふ与よがあったからこそ無傷で済んだが、それがなければ、『案山子スケアクロウ』の回し蹴りが決まった時点で体の一部が吹ふき飛び、地上に激げき突とつした瞬間には絶命していたことだろう。

「ふざけんじゃないわよ……やってくれるじゃない……」

　地面にめり込んでいたデュセルは、悔くやしげに歯を食いしばりながらも、王笏を手に立ち上がった。

　蹴られてから地上に叩たたきつけられるまでの数秒間の記き憶おくが、完全に飛んでしまっている。それほどの衝しよう撃げきだったということだろう。

　上空を見上げれば、追つい跡せき者の排はい除じよを終えたと判断したのか『案山子スケアクロウ』はデュセルから視線を外し、標的であるブランを捜さがして移動を再開しようとしているところだった。

「やられっぱなしで、おめおめ逃にがしてあげるもんですか！」

　デュセルはカリナンの王笏を天高く掲かかげ、燦さん然ぜんと輝かがやき夜闇を照らす大ダイヤを、遥はるか頭上の『案山子スケアクロウ』へと向けた。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス──」

　唱えた呪文は、『青金剛石ブルーダイヤモンド』の魔術特性『万能詠唱オールマイテイー』による術式。

「重力フオーリング落下・グラビテイ！」

　さらにそこへ、重力制せい御ぎよ呪文を即そつ興きようのアレンジで付け加える。

　効果は『案山子スケアクロウ』の体へとかかる重力負ふ荷かの倍増。瞬間、空中移動を続けていた分身シヤドウの体が、急速に引力に支配され、地へと落ちる。

　先ほどのデュセルと同じく、地面に叩きつけられる『案山子スケアクロウ』。

「奈な落らくへ落ちろぉぉぉぉぉぉぉッ!!」

　そこへ、デュセルはさらに巨きよ大だいな重力の重圧をかけた。

　掲げたカリナンの王笏を振り下ろすとともに、周囲の地面が陥かん没ぼつしてめり込んでいく中、とうとう『案山子スケアクロウ』は大地を突つき破ってさらなる地下へと沈しずんでいく。

「はぁ、はぁー……、どーよ、ざまーみなさいよ」

　かなりの魔力を消しよう耗もうしたのだろう、デュセルは頰ほおを伝う汗あせを手の甲こうで拭ぬぐいながら、会心の笑えみを浮かべる。

　しかし、『案山子スケアクロウ』の魔力反応は未いまだ途と絶だえていない。

　重力に押し潰つぶされ、遥か地下へと消えたにもかかわらず、なおも健在なのだ。

「……追うしかないわね」

　自らの魔力で開けた大地の穴を見下ろすデュセル。

　そこは、魔都の中でも最上級危険地帯に指定されている、地下迷めい宮きゆうシンジュク。

　かつて繁はん栄えいを極きわめた旧きゆう暦れき都市の複雑な地下機構は、大異変によって朽くちて遺い跡せきとなり、今や凶きよう悪あくな魔ま獣じゆうたちが住む前ぜん人じん未み到とうの大迷宮と化しているのだ。

　本来なら、デュセルほどの魔術師であっても足を踏ふみ入れようとは決して思わない場所。だが、『案山子スケアクロウ』の這はい上がってくる気配がない以上、こちらから攻せめ込むしかない。

　と、そのとき。

『──デュセル？　そちらは無事ですの？』

　不意に、姉である第一王女エトワールから、デュセルのもとへと魔術通信が届いた。

　地下に潜もぐれば、魔獣たちの内包した魔力の影えい響きようにより、おそらく通信は届かなくなるだろう。デュセルは迷宮に赴おもむく前に、魔術通信に応答した。

「エトワールお姉さま、どーしたの？」
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『どーしたの？　ねー、そっちこそ無事なの？』

　デュセルから魔術通信が返ってきたことで、エトワールは安あん堵どの笑みを浮かべた。

「そうですわね……無事とは言い難がたいですわね」

　ルーヴル大使館の光景を一望し、彼女はため息交じりに妹へと返事する。

　大使館に詰めかけていたＭＩ７の魔術諜ちよう報ほう員いんたち、それに王女姉妹しまいの護衛を務める選えりすぐりの国家魔術師たち、その大半が地に倒たおれ伏ふしていた。

　満まん身しん創そう痍いながらも残った魔術師たちは、この惨さん状じようを招いた元げん凶きようを、エトワールとともに包囲している。

　冷ややかに細められたエトワールの『藍黄玉ブルートパーズ』の瞳が向けられているのは、包囲網もうの中心、獣けものじみた四つん這ばいで周囲を威い嚇かくしている、銀ぎん髪ぱつツインテールの分身シヤドウ。

　──まさに九きゆう尾び狐ぎつねの化け生しようとなった『魔女ウイツチ』であった。

　銀色に輝く長く太い九尾の一本一本が、まるで生きているかのようにそれぞれ鎌かま首くびをもたげ、襲おそい掛かる標的を物色している。

『無事じゃないって……やっぱり、そっちに戻もどったほうがいい？』

　そんな中、エトワールの耳に、デュセルの不安げな通信の声が響いた。

「デュセル。あなたは、あなたのしたいようにおやりなさい。どんな後始末も不始末も、妹の尻しり拭ぬぐいは、姉であり第一王女でもある、わらわの役目ですのよ」

『じゃあ──あたし、行くね』

「ええ。お行きなさい。わらわとエスポワールも、あの女め狐ぎつねを片づけたらすぐにあなたのところへ駆かけつけますわ」

　妹の決心を鈍らせないよう、エトワールはことさらに慈じ愛あいに満ちた声こわ色いろでそう告げた。以前の自分では考えられないことだ──と、口元に自じ嘲ちようの笑みを浮かべながら。

　魔術通信を終えると、エトワールは凜りんとした面おも持もちで『魔女ウイツチ』へと対たい峙じする。

　その出いで立ちは、ルーヴル第一王女に相応ふさわしい、高貴かつ威い厳げんのある王族専用の魔術ローブ姿だ。豪ごう奢しやな装そう飾しよくが施ほどこされた長いマントをなびかせ、彼女は手にした大たい剣けんを大地に突き立てる。

　その剣は、かつて彼女の父が携たずさえていたルーヴルの玉璽レガリア級聖遺物、王権象しよう徴ちようとして代々王家に伝わってきた伝説の聖剣『ジュワユーズ』であった。

「お、お姉様……」

「お下がりなさい、エスポワール」

　傍そばに控ひかえた第二王女エスポワールに対し、エトワールは強い口調でたしなめる。

「ですがお姉様……敵は七詠唱セブンキヤストですのよ？　我々の敵かなう相手とは思えませんわ」

　しかし、普段は追従するだけの腰こし巾ぎん着ちやくのはずの第二王女が、珍めずらしくも姉を諫いさめるべく食い下がった。

「現に七詠唱セブンキヤストにルーヴルが襲しゆう撃げきされた際、我が国の精せい鋭えいは抵てい抗こうらしい抵抗もできないまま、たった七人の魔術師相手にたった一夜で打ち負かされたんですもの……」

「そんなことは先刻承知。だからこそ、わらわが独りで戦うべきなのですわ」

　ジュワユーズを掲げたエトワールは、単身『魔女ウイツチ』へと歩を進める。

「ど、どういうことですの、お姉様！」

「──七詠唱セブンキヤストに敗北し、我がルーヴルの威信は地に堕おちましたわ。ゆえに、わらわが女王として新たなルーヴルを率いていくには王家の威信を回復させることが絶対条件。ならば、今この機会を千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスと心得なさいな！」

　そうして、エトワールは『魔女ウイツチ』と対峙する。

「七詠唱セブンキヤストの一員を一いつ騎き打うちで打ち倒すことこそ、ルーヴルの次期女王となる、わらわの使命！　デュセルから事情を聞かされたときは、まさに好機と確信しましたのよ！」

　自我を失って暴走しているとはいえ、相手はオリハルコン位階の魔術師。

　対してエトワールは遥か格下だ。だがそれでもなお、ここで必ず勝たなければならない。デュセルのためにも、そして自らの母国のためにも。

　それに──そうすれば、末の妹の『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳ひとみを妬ねたみ、羨うらやみ、疎うとんじた、かつての矮わい小しような自分と、本当の意味で決別できる気がした。

「いざ、尋じん常じように勝負ですわ！」

　魔力を帯びて輝くエトワールの『藍黄玉ブルートパーズ』の瞳に共鳴するかのように、大剣の刀身がその色しき彩さいを変じさせる。

　術者の魔力を取り込んで切れ味と強度を極限まで高めるという、ジュワユーズに附与された『聖剣ホーリーセイバー』の術式効果だ。

「わらわは弱く、凡ぼん人じんで、それでも女王となるからには、天に我はここに在りと叫さけばなければならないんですのよ！」

　未熟ながらも王の風格を備え、エトワールはジュワユーズを振ふりかざして『魔女ウイツチ』へと斬きりかかる。

　──しかし。

　その瞬間、四つん這いから身を起こした『魔女ウイツチ』の姿が、突とつ如じよとしてデュセルへと変へん化げした。文化祭で偽にせステラに化けた際に使用した、変化魔術だ。

「攻こう撃げきしないで、お姉さま」

　顔だけでなく声までもがデュセルそのもの。振り下ろされた切っ先は、青あお髪がみの少女に化けた『魔女ウイツチ』を切り裂さく寸前、ぴたりと止まる。

「そん、なっ……」

　愛する妹そっくりの姿に、エトワールは攻撃を躊ちゆう躇ちよしてしまった。それゆえに生じた、取り返しのつかない致ち命めい的てきな隙すき。

　エトワールの脳のう裏りに回かい避ひの選せん択たくが浮うかぶよりも早く、デュセルに化けたままの『魔女ウイツチ』の九尾の全すべてが鋭するどく尖とがり、槍やりの穂ほ先さきとなってエトワールの全身を貫つらぬく。

「お姉様！」

　エスポワールの悲痛な叫びが響ひびく。

　エトワールが負傷した部位は、両の肩かた、二の腕うで、太ふと股もも、足の甲、そして腹部。穿うがたれた穴は小さいながらも、九カ所全てから痛々しく鮮せん血けつが噴ふき出す。

　そうしてその場にくずおれたエトワールに対し、『魔女ウイツチ』は九本のキツネの尾おを今度は九尾キヤツトの猫鞭ナインテイルへと変化させ、彼女の体を嬲なぶるように四方八方から鞭むち打うちの刑けいに処す。およそデュセルがするはずのない、悪魔めいた嘲ちよう笑しようを浮かべて。

　必死に戦おうとしたエトワールと違ちがって、『魔女ウイツチ』は遥か格下の相手と戦うつもりなど最初から微み塵じんもなかったのだ。だから幻げん術じゆつや魅み了りようの魔術を使うまでもない。ただエトワールを玩具おもちやにして、いたぶって、遊んでいるだけに過ぎない。

「……国のため、妹のため、何度膝ひざを折られ泥どろの中を這いつくばろうとも、わらわは絶対に負けない！」

　だが、エトワールの瞳には今も魔力の輝かがやきが宿り続けている。

　彼女はジュワユーズを杖つえ代わりにし、九尾の鞭で滅めつ多た打うちにされながらも、悲鳴を上げることなく歯を食いしばってもう一度立ち上がった。

　──父と共きよう謀ぼうしてデュセルをロンドン塔とうへと追いやり、幽ゆう閉へいしてきた。

　末の妹は十年もの間、たった独りきりで、昼も夜もない孤こ独どくな生活を強しいられてきた。対して自分はルーヴルの王室や社交界で高飛車に振る舞まい、奔ほん放ぽうに贅ぜい沢たくに暮らしてきた。妹が亡なき母と弟を偲しのんで涙なみだする日も、彼女は自己愛の笑みを絶やさなかった。

　そう、エトワールが今まで浮かべてきたのはまさに、今『魔女ウイツチ』が浮かべているような、弱者を虐しいたげる側の悪あく辣らつな笑みだ。それを思えば、全身が燃え上がるほどの鞭打ちの痛み程度、耐たえられる。今までデュセルはずっと耐えてきたのだから。

「そうですわよね……あの子に負けたくなかったんですわよね、幼かったわらわは──。ならばなおさら、ここで屈くつするわけにはいきませんわ！　もう二度と、自らが選ぶべき道を見誤らないように！」

　エトワールは再びジュワユーズを大上段に振りかざした。

　それを見て、『魔女ウイツチ』は再びデュセルそっくりの天てん真しん爛らん漫まんな微び笑しようを浮かべる。

　妹ではないと分かっていながら──

　しかし、ルーヴル宮きゆう殿でんでモリガンに植えつけられた恐きよう怖ふ心が、剣を振り下ろそうとするエトワールの心を縛しばる。

　自ら姉妹愛に目覚めた今となっても、あの夜に味わった死への恐怖が、妹の顔をしているだけの相手であろうと傷つけることを拒きよ否ひしているのだ。

「やめてよ、お姉さま」

　またもデュセルの声で『魔女ウイツチ』が懇こん願がんする。

　もう二度と傷つけてはならないと誓ちかった、愛する妹の笑顔とともに。

　──見誤るな。見間違えるな。

　瞬間、エトワールの中でなにかが弾はじけた。

「わらわの妹は…………もっと、可か憐れんに笑うッ!!」

　モリガンに対する恐怖心さえ凌りよう駕がせしめた、デュセルへの一いち途ずな姉妹愛と、そして妹の姿を貶おとしめた『魔女ウイツチ』への怒いかり。その情熱と憤ふん怒ぬの両方を原動力として、エトワールは大上段に構えたジュワユーズを全力で真っ向から振り下ろした。

　──一刀両断。

　デュセルに化けた『魔女ウイツチ』の脳天から下半身まで、一寸の狂くるいもなく一直線に真っ二つ。同時に、二分された『魔女ウイツチ』の姿が銀髪メイドに戻り、殺セツ生シヨウ石セキへと還かん元げんされる。

　相手に本気で戦うつもりがあれば、エトワールには為なす術すべもなかったという事実。ゆえに彼女の心中に勝利に対する高こう揚よう感かんなど欠片かけらもなく、あるのは尾を引くほどの怒りと屈くつ辱じよくのみ。それが分かっていながら、しかし彼女は次期女王としての義務感から王権象徴たる大剣を掲かかげ、声を大にして勝利を宣言せざるを得なかった。

「一番首、討うち取りましたわ!!」




　隠密潜入型分身シヤドウ『魔女ウイツチ』、撃破。

　残り五体。
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　オリハルコン位階の、魔都の六つの魔力反応。

　そのうちひとつが消失したルーヴル大使館の比ひ較かく的てき近く、ウエノ学園でも、強大な魔力を持つ分身シヤドウが姿を現していた。

　だが、逃にげ惑まどう生徒たち以外、人ひと影かげはない。

　分身シヤドウの出しゆつ没ぼつ地点では、無数の紙し片へんが舞うばかり。

　分厚い書物の綴とじ紐ひもが捩ねじ切られて全てのページがばらけてしまったかのような、見るも無残な本の残ざん骸がい──

　その紙片の群れは、何百何千とページを細分化し、一枚一枚が強い魔力を放ちながら、誰だれかを捜さがしているかのような動きで学園の敷しき地ち内を席巻していく。生徒たちは怪かい異いめいた紙片に襲おそわれ、ある者は魔力を奪うばわれ、またある者は身動きを封ふうじられる。

「なんなのだ、あの紙かみ芝しば居いみたいなお化けは！」

　そんな中で副会長は、逆境に涙目になりながらも、不在のステラに代わって生徒会を指揮し、学内の避ひ難なん誘ゆう導どうを始めようとしていた。

　だが、標的を捜し求める数十ページの紙片の群れに遭そう遇ぐうすると、なけなしの決意も瞬時に崩ほう壊かいし、腰こしを抜ぬかして逃げ惑う。

「うわあああああん！　やっぱりわたしじゃまるでダメだよおおおおお！　たしゅけて、ブランドンたしゅけてえええええ！」

　情けない悲鳴とともに、滂ぼう沱だと涙を流しながら廊ろう下かを転がって逃げる副会長。

　しかし、デュセルやステラといった一流の魔術師さえ除けば、学内でもトップクラスの魔力を有する『水宝玉アクアマリン』の少女は、魔力を探知して動き回る紙片の怪異にとっては格好の標的であった。

「おお、副会長が自ら囮おとりを買って出たぞ！」

「常々ポンコツと思っていたけど、見直したぜ！」

　廊下中をごろごろと転がって怪異を引き寄せる副会長の勇姿に、逃げ惑う学生魔術師たちは感激の面おも持もちで一いつ致ち団結、彼女の尊い自己犠ぎ牲せいの精神を無む駄だにせず、迅じん速そくな動きで避難を完かん了りようさせていく。

「違うんだぁ！　わたしもいっしょに逃げたいだけなんだあああああっ！」

　副会長は埃ほこりまみれになりつつも起き上がり、顔面を涙と泥でぐしゃぐしゃにしながらも、素す晴ばらしいほどの逃げ足の速さで学園中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る。その道中、別の生徒を襲っていた無数の紙片も、他のページに同調し、一いつ斉せいに目標を彼女へと切り替かえていく。

　気づけば、魔力を帯びた書物のほぼ全てのページが、まるで津つ波なみのような怒ど濤とうの勢いで副会長へと押し寄せていた。

「そ、そうだ！　いい考えが閃ひらめいたぞ！」

　と、何事か思いついたのか、副会長は無数の紙片を引き寄せたまま、学園の敷地に隣りん接せつする巨きよ大だいなシノバズ池を目指し始める。

　そうして、あわや紙片の洪こう水ずいに吞み込まれる寸前、彼女は自ら池の中へと身を躍おどらせた。副会長の飛び込む水音が盛せい大だいに上がる中、押し寄せる紙片は突とつ然ぜんその勢いを失う。
















「ふははははは！　ざまぁみろだ！　どんなお化けだろうと紙は濡ぬれてしまえばそれまで。水中へは追って来られまい！　わたし賢かしこい！　金持ちをなめるなよ！」

　水面に顔を出した副会長は、魔力を帯びた紙片が水中まで追って来ないことを確かめると、溺おぼれそうになりながらも得意げに叫んだ。

　が、紙片は空中で渦うずを巻いたまま、彼女の頭上で滞たい空くうし始める。

　──まるで、副会長が池の中から這はい上がるか、さもなくばこのまま溺れて沈しずむまで、根気よく持久戦でもするかのように。

「追い詰つめられただけだこれ!?　しまった逃げ場がない！　や、やめろぉー！」

　悲鳴を上げる副会長だが、自ら窮きゆう地ちに飛び込んでしまった以上、泣けども叫べども状じよう況きようはどうにもならない。岸へと上がるわけにもこのまま溺れるわけにもいかず、かといって、もがくばかりでは体力が失われていくだけだ。

「ああっ、ブラ透すけてる！　わたしが内ない緒しよでブラ着けてることがバレてしまうぅっ！」

　さらに副会長は自らの胸むな元もとを見下ろし、濡れて透けた白いブラウスの下で主張し始めた水玉模様のブラを、目をぐるぐると回しながら恥はずかしげに隠かくす。

　高位の女性魔術師は高い魔力で胸を支えられるため、ブラを必要としないという定説により、ノーブラであることが一種のステータスとなっている。最も早はやこれは世界常識だ。

　にもかかわらず、副会長ほどのエリートなら当然ノーブラであるべきはずで、しかもデュセルやステラのような惚ほれ惚ぼれするバストサイズというわけでもないのに、彼女はその控ひかえめなお胸になぜだかブラを着けていた。

　まあ、魔術師とはいえ誰にでも向き不向きというものがある。おそらく副会長は、胸部の魔力維い持じのような繊せん細さいな術式の扱あつかいが苦手なのだろう。

「こ、この秘密が露ろ見けんしてしまうと、わたしは魔力のコントロールもままならない落ちこぼれ扱いを受けてしまう！　おしまいだよぉ！」

　落ちこぼれ扱いが嫌いやならブラを外せばいいだけの話で、しかも別にノーブラでも将来的になんら不安を覚えないサイズなのだが、やはり副会長にも多少の乙おと女め心ごころがあるらしい。いや、本人の魔術師としての名めい誉よを重んじるならば、プライドと呼ぶべきか。

　しかし、誰も見ていないのに透けたブラを両手で隠したせいか、ろくに泳げなくなり、副会長は見る見るうちに沈んでいく。

　と、そんな中。

　副会長の頭上で渦を巻いていた紙片の大半が空中でひとつに集まり、怪異現象の元げん凶きようがその正体を明かす。

「あれは……」

　顔の右半分、右みぎ腕うで、左ひだり脚あしの膝しつ下かこそ、まだページが欠けたままではあったが、サングラスをかけた老教授としての姿は、紛まぎれもなく『大賢者ワイズマン』であった。

　沈みゆく副会長を、『大賢者ワイズマン』はサングラスの奥の虚うつろな眼まな差ざしで見下ろす。

　瞬間。

「──おい貴様」

　突とつ如じよとして副会長の口から、怒ど気きを孕はらんだ声が漏もれた。

「たわけが。化け物の分際で、わたしが尊敬するワイズマン教授のお姿を真ま似ねるな」

　懐ふところから発動体兼けん用ようの愛用の扇おうぎを取り出し、呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　物理法則を歪ゆがめられたシノバズ池の大量の水は、魔力を帯びた浮ふ力りよくを発生させ、副会長の体を池の底ではなく水みな面もへと押し上げる。

　そうして彼女は、今までの間抜けな醜しゆう態たいが噓うそのような険しい面持ちで──『大賢者ワイズマン』を偽にせ者ものと思い込んでいる時点で目が節穴なのは間ま違ちがいないのだが──別人のような静けさで水面に靴くつ底ぞこをつけ、その場に佇たたずむ。

「色しき即そく是ぜ空くう！」

　広げた扇を振ふりかざした副会長は、アルテナの地に古代より伝わる呪文を唱え、頭上に陣じん取どった『大賢者ワイズマン』へと攻こう撃げきを仕し掛かけた。

　学園のエリートを自負するだけあって、威い力りよく、速度ともに申し分のない一撃だ。

　副会長の放った魔術は『大賢者ワイズマン』に直撃し、無数のページが重ね合わさって構成されている肉体の大半を削けずり取る。

「フン、水も滴したたるいい女、か」

　得意げな笑えみと八や重え歯ばを扇で隠し、副会長は池の水で濡れた黒くろ髪かみを軽くかきあげた。

　だが──

　粉ふん砕さいされたはずの『大賢者ワイズマン』のパーツは、再び数十枚もの紙片となって周囲を飛び交かい、しばらくして本体へと戻もどっていく。

「あれれ？」

　副会長の魔術は、一いつ切さいダメージを与あたえられていなかった。

　水面に立ち尽つくす彼女の前に、異形と化した『大賢者ワイズマン』が、教授職のローブをなびかせてゆっくりと降りてくる。

　どうやら相手を本気にさせてしまったらしい。

　副会長は、覚かく醒せいしていたのも束つかの間、『水宝玉アクアマリン』の瞳ひとみをうるうると潤うるませてポンコツ顔に戻り、臆おく面めんもなく叫さけぶ。

「……や、やっぱりダメだよおおおおおおおおおおおおおおお！」
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　アルテナタワー。

　旧きゆう暦れき時代では電波塔とうとして扱われた、古びた鉄塔。しかし魔法暦となった今は、魔ま獣じゆうの瞳と同じ真しん紅くの色が忌いみ嫌きらわれ、魔都の住人は誰ひとりとして近寄らず、魔獣たちが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする遺い跡せきのひとつとなってしまっている。

　しかし今夜は、満月を突つき刺さすようにそびえ立つアルテナタワーの入り口に、珍めずらしくも人影があった。濃のう紺こんの魔術ローブをその身に纏まとったステラだ。

「うふふ。わたくしもここへは初めて来ましたけれど、近くで見ると、思っていたよりも随ずい分ぶんと大きいんですね……」

　国家魔術師としても召しよう喚かん術師としても優ゆう秀しゆうな彼女だが、さすがに魔都の危険区域のひとつである真紅の鉄塔を前にしては、緊きん張ちようを禁じ得ない。

　なにせ、本当なら絶対に近づきたくもない場所だ。

　しかし、塔の展望台からオリハルコン位階の魔力反応が発せられている以上、誰かが行くしかない。

　ステラは意を決し、塔の入り口から中へ入ろうとするが、不意にその足が止まる。

　彼女が侵しん入にゆうする素そ振ぶりを見せた途と端たん、塔内部の魔獣たちがコランダム位階の魔力を貪どん欲よくに欲ほつしたのか、獣けものじみた野生の息いき遣づかいが聞こえてきたのだ。

「あれは──」

　斥せつ候こうを務めるかのように、二体の魔獣が姿を見せる。

　互たがいに、ステラなど軽く丸かじりしてしまえるほどの、巨大な体たい軀くを誇ほこる魔犬であった。片方が双そう頭とうのオルトロスタイプ、もう片方が三つ首のケルベロスタイプだ。

　だが、ステラが驚おどろき、足を止めた理由は、異形の魔獣の恐おそろしさとは別にあった。

　二体の魔犬の合計五つの首全すべてに、巨大な首輪が取りつけられていたのだ。さらに首輪には分厚い鋼鉄の鎖くさりがリードのように繫つながれており、そして全ての鉄てつ鎖さは鉄塔から生えていた。いや、生えているというよりも、アルテナタワーの一部が変形して魔獣を束そく縛ばくしている、と言ったほうが正しいだろうか。

　この場所に陣取っている『錬金術師アルケミスト』は他の分身シヤドウと組むとその真価を発揮するが、単体での戦せん闘とう力はそれほど高くない。だが──どうにも厄やつ介かいな相手と手を組んでいるようだ。

「錬金術アルケミーでアルテナタワーを媒ばい介かいに使い、魔獣たちを首輪とリードで支配するなんて……。そんなことが本当に可能なのかしら……」

　予想を遥はるかに上回るとんでもない光景に、ステラも口を押さえて息を吞のむ。

　だが、長年魔獣たちの魔力を浴びてきた鉄塔を錬れん成せいで変形させ、遠えん隔かく操作の術式を組み込んだ首輪をつけてやれば、あるいは可能かもしれない。

　今の分身シヤドウたちは全員がブランの制せい御ぎよを離はなれ、そのオリハルコン位階の魔力をあらぬ方向へと暴走させているのだから。

　身構えるステラだが、眼前のオルトロスもケルベロスも、所しよ詮せんは斥候。アルテナタワーの内部へと足を踏ふみ入れれば、もっと凶悪な魔獣がすぐにも襲おそい掛かかって来るだろう。それも何十、あるいは何百体と。

　しかも、『錬金術師アルケミスト』の錬成能力を駆く使しすれば、塔の内部構造を刻一刻と変えていくことも可能なはず。延々と魔獣に遭そう遇ぐうしながら、決して抜ぬけられない迷めい路ろを攻こう略りやくするのは、いかにステラといえども単身では不可能だ。

　──しかし。

　不意に、ステラは余よ裕ゆうのあるおっとりとした微び笑しようを浮うかべた。

「アンジェラさんからお借りしたこの緑柱エメラルド石碑文タブレツトの膨ぼう大だいな魔力があれば、前々から試ためしてみたいと思っていた大規模召喚も使いこなせそうですね」

　エメラルドの石版を電子魔導書ｅ‐グリモワールともども胸に抱いだき、ステラは呪文詠唱へと移る。

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム」

　ステラの悪魔召しよう喚かんの呪文とともに、周囲の大気と大地が、不気味な脈動を始める。

「『万魔殿パンデモニウム』!!」

　呪文が完成した、その瞬間。

　伝承にある、ありとあらゆる悪魔たちが居を構えているという地じ獄ごくの首都。その中ちゆう枢すうたる巨きよ大だいな黄金の魔界宮きゆう殿でんが緑柱エメラルド石碑文タブレツトの魔力によって再現され、アルテナタワーの隣となりに現れる。

　そして、塔に住む魔獣たちに対し、『万魔殿パンデモニウム』の住人たる異形の『虚デジ構タル悪魔デヴイル』たちは禍まが々まがしい魔力をほとばしらせて威い圧あつ感かんを高めていく。

「……昔は、このアルテナタワーは観光名所だったそうですね。せっかくの機会ですから、魔都のみなさんの手に返してあげたいと思います。そのためには、アルケミストくんだけではなく、この塔を住すみ処かにしている魔獣の全てを狩かり尽くすつもりでないと」

　極限の非常時にあってさえ、お人好よしであるステラはおっとりとした優ゆう雅がなほほえみを絶やさず、友人であるブランやデュセルだけでなく魔術師の都に住む全ての人々のために、生まれ持った魔力を振るう。

「さあ、総力戦を始めましょう」

　ステラの『星条青玉スターサフアイア』の瞳が見上げた、遥か頭上のタワー展望台。

　その最上部には、体中に刻まれた錬れん成せい陣じんを発光させながら、アルテナタワーのすぐ隣に出現した『万魔殿パンデモニウム』を睨にらむ、『錬金術師アルケミスト』の姿があった。

　魔術による遠視でふたりの視線が交こう錯さくし──それが開戦の合図となる。

　ステラが召喚した悪魔デヴイルの軍団と、『錬金術師アルケミスト』が支配する魔獣の群れ。隣りん接せつしあった黄金宮殿と真紅の塔から、互いに両軍の先陣を担になう切り込み役が飛び出し、悪魔デヴイルと魔獣による血で血を洗う壮そう絶ぜつな戦争の火ぶたが切って落とされた。

　宮殿の周囲で雹ひようが降り始める中、巨大な戦斧槍ハルバードと軍旗を手に現れた黒騎士エリゴールが、ドラゴンの翼つばさを生やした巨大馬に跨またがり、勇ゆう壮そうに空を駆かける。漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうをその身に纏った切り込み隊長は、ものの一瞬でオルトロスの右の首を斧おので落とし、次いで左の首を槍やりで串くし刺ざしに。すぐにも持ち前の三つ首で反撃に出ようとしたケルベロスも、騎士に続いて進軍してきた赤あか肌はだの上位悪魔アークデヴイルや青肌の女悪魔レデイデヴイルたちに群がられ、一いつ蹴しゆう。

　見事な手て際ぎわで門番を葬ほうむった悪魔デヴイルたちは、その勢いのまま物量に任せてアルテナタワーへと押し寄せる。立ち塞ふさがる障害の一切を、残ざん虐ぎやくなまでに破は壊かいし尽くしながら。

　無論、ステラの魔力で姿を維い持じしている『虚デジ構タル悪魔デヴイル』ですら歯が立たないほどの魔獣も存在していた。上位悪魔アークデヴイルといえども一いつ騎き当とう千せんの活かつ躍やくで無む双そうできるわけではない。

「それではみなさん、軍議のお時間です」

　しかし、ステラの微笑はそんなことでは揺ゆるがない。

　彼女は持ち前の頭の回転の速さを駆使し、姿なきインビジブル小悪魔・インプたちを使ってタワー内部の戦せん況きようを随ずい時じ確かく認にんしつつ、柔じゆう軟なんに手て駒ごまを動かしていく。指令を受けた悪魔デヴイルたちは、少数の精せい鋭えい部隊で内部を攻せめ、大多数が外から鉄塔の側面をよじ登り、効率よく展望台を目指す。

　また、ステラの知略をフォローすべく、彼女の傍かたわらには黒山羊バフオメツトがご意見番として控ひかえ、時には的確な忠言を、時にはあることないこと、ぼそぼそと耳打ちしてくれていた。

「中には、支配を脱だつして街中に逃にげ出そうとする魔獣もいるかもしれません。夢魔サキユバスさんと下級悪魔レツサーデヴイルさんたちは後方支し援えんと並行して見張りも怠おこたらないでください」

　やがて悪魔デヴイルの軍勢の進撃は、『錬金術師アルケミスト』が本陣を構える最上部の展望台にまで迫せまる。

「──そろそろ、わたくしも参戦しますね」

　ステラはそう言って、水晶板タブレツトを手に我流術式を起動させる。

「悪魔憑きＤ─インストール、『大悪魔メフイストフエレス』！」

　呼びかけに応じ、今まで黄金宮殿の屋根の上でサボって寝ね転ころがっていたシルクハットの大悪魔メフイストフエレスが、つまみ食いの葡萄ぶどうの実を齧かじる手を休め、ゆっくりと身を起こす。その姿は瞬またたく間に光の粒りゆう子しとなって地上へと降り注ぎ、ステラの姿を包む。

　彼女の濃紺の魔術ローブは光の粒子を受けてその形状を変え、大きなサファイアをあしらったシルクハットや、先せん端たんがハート状の尻尾しつぽとともに、夜会のドレスを思わせる新たなローブへと進化する。

「では、ごめんあそばせ」

　大きく露ろ出しゆつした背中に描えがかれた、堕だ天てん使しめいた黒い翼の紋もん様よう。

　ステラの魔力に反応し、翼は光の粒子を放ちながら実体化、彼女の体を空へと羽ばたかせる。

　そのまま、多数の魔獣たちが住処としていた展望台を飛び越こえ、『錬金術師アルケミスト』が陣取った最上部へと乗り込む。

「……先に到とう着ちやくしているはずの、悪魔デヴイルさんたちの姿がありませんね」

　照明が落とされたままの、逃げ場のない展望台最上部。

　ここだけは悪魔デヴイルと魔獣の戦争とは無関係なのではないかと錯さつ覚かくさせられてしまうほどの、ただただ不気味な静せい寂じやく。

　その長い沈ちん黙もくは、突とつ然ぜんの轟ごう音おんによって破られた。

　圧あつ倒とう的な質量とともにステラへと迫る、鉄塔と同じ真紅に彩いろどられた鋼鉄の巨体。その剛ごう腕わんは、先行した少数精鋭の悪魔デヴイルたちの悉ことごとくを一いち網もう打だ尽じんに握にぎり潰つぶしていた。

　そして、敵の頭部に刻まれた『真理ｅｍｅｔｈ』の文字を目にし、ステラが驚く。

「まさか──アルテナタワーを媒介に、メタル・ゴーレムの錬成を!?」

　彼女が己おのれの勝利の前提と考えていた、『錬金術師アルケミスト』単体での戦闘能力の低さ──

　その大前提が、一瞬で瓦が解かいした。

　魔力反応によれば、間ま違ちがいなく内部で『錬金術師アルケミスト』が動かしている。非力な分身シヤドウはロボットじみた巨大な鉄てつ塊かいで全身を包み、その剛腕による圧倒的な物理的破壊力でもって全すべてを粉ふん砕さいする鉄てつ拳けんを繰くり出す。

　メタル・ゴーレムで完全武装した今の『錬金術師アルケミスト』の驚きよう異いの姿は、まさに戦車。

　鈍どん重じゆうなモーションで大きく振ふりかぶった拳こぶしから、迫はく撃げき砲ほうの如ごとく放たれるジャイアント級のパンチ。予想外の敵の姿に硬こう直ちよくしてしまっていたステラは、その直撃をまともに喰くらってしまった。

「──っ！」

　いくら『完全物理耐たい性せい』がローブに附ふ与よされているとはいえ、受けた衝しよう撃げきまではどうしようもない。ステラは瞬しゆん時じに吹ふき飛ばされ、展望台のガラスを突つき破り、再び空中へ。

「物理耐性の附与がなければ、今のでぺしゃんこでした……」

　顔を青ざめさせ、ステラは再び堕天使の翼を広げて体勢を立て直し、滞たい空くうする。

　だが──どれほどの巨体だろうと空までは追ってこないだろうと予想していたステラの甘い考えは、次の瞬間に消し飛んだ。

　巨大なメタル・ゴーレムは狭せまい展望台を助走に使い、ステラを追って大空へダイブ。そのまま両りよう腕うでを大きく頭上へ振り上げ、渾こん身しんのアームハンマーを繰り出す。

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム！」

　ステラの切せつ羽ぱ詰つまった呪じゆ文もん詠えい唱しようの叫さけびが夜空に響ひびく。彼女は被かぶっていたシルクハットを外し、その中から状じよう況きように応じた悪魔デヴイルを呼び出そうとしたが、間に合わない。振り下ろされたゴーレムのアームハンマーは、空中のステラもろとも、そびえ立つ『万魔殿パンデモニウム』へと叩たたきつけられる。

「ならば、全ぜん弾だん砲撃開始です！」

　寸前、自じ滅めつ覚かく悟ごのステラの命令が悪魔デヴイルたちの本陣へと届く。

　今まさに落下しながら迫ってくるゴーレムに対し、宮殿の城じよう塞さいが全砲門を開き、これを迎げい撃げき。夜空を魔力と爆ばく発はつの閃せん光こうが彩った。

　肉にく薄はくしたゴーレムの間近で全すべての砲弾が炸さく裂れつ、炎えん上じようし、華はなやかな黄金宮殿の全てをみちづれに、その巨体は大爆発。黒こく煙えんを噴ふき上げ、なにもかもが吹き飛ぶ。

　しばらくし、煙けむりが晴れた爆発跡あとでは──

　黄金の宮殿は欠片かけらひとつ残さず、全すべて光の粒子となって消えてしまっていた。その場に残されていたのは、額の文字が一文字欠けて『死ｍｅｔｈ』となり活動停止したゴーレムの残ざん骸がいと、ともども撃破された『錬金術師アルケミスト』の鋳い型がたである辰シン砂シヤ石セキ。そして、ステラの被っていたシルクハットのみ。それ以外のステラの痕こん跡せきは皆かい無むだった。

　あの圧倒的な火力に晒さらされては、おそらくステラといえども無事では済むまい。下手をすれば、肉にく片へんひとつ残らないという最悪の事態もあり得うる。

　と、そのとき。

　地面に転がっていた濃のう紺こんのシルクハットが、ふるふるとひとりでに揺れ始める。

　しばらくするとその小さな帽ぼう子しの奥から、急にニュッと腕が生えた。続けてさらにもう一本の腕が、金髪ブロンドの束ね髪シニヨンが、そして、無事なステラのおっとりとした面おも持もちが。

「か、間かん一いつ髪ぱつでした……」

　爆発の寸前、彼女は伸しん縮しゆく自在の大悪魔メフイストフエレスの帽子の中に避ひ難なんしていたのだ。

「あら？　胸がつかえて出られません……どうしましょう……」

　そのまま上半身を出そうとして、あまりに豊満な爆ばく乳にゆうが帽子の中でつかえてしまったのか、じたばたもがくステラ。

「んーっ！　んぅーっ！」

　とはいえノーブラの爆乳は柔やわらかいので、どうにかその場で胸をひしゃげさせ、なんとか彼女は上半身を引っ張り出すことに成功した。

「やん、次はお尻しりがつっかえて……こんなみっともない姿をブランさんに見られてしまったら、お嫁よめにいけません……っ！」

　一歩間違えれば命を落としても不思議ではなかったはずだが、激げき闘とうを感じさせないマイペースさで、ステラは下半身を引っ張り出そうと試みる。

　しかし、いくらバストのほうが大きいとはいえステラはヒップサイズもかなりの安産型、なおかつ骨こつ盤ばんのことを考えれば、先ほどのようにコンパクトに折りたためるはずもなく、抜ぬけ出すのは至難だった。

「あっ、あらっ……？」

　帽子から上半身を出したまま、バランスを崩くずし、その場に倒たおれるステラ。彼女の傍らに転がっていた辰砂石は、その爆乳の谷間にすっぽりと回収された。




　万能支援型分身シヤドウ『錬金術師アルケミスト』、撃破。

　残り四体。

















第五章　幼き姉弟のリバース・ための七秒セブンカウント









　魔都の各所で、ブランたちと七詠唱セブンキヤストとの戦いが続く中。

　魔力が枯こ渇かつし深い眠ねむりに落ちたアンジェの姿は、彼女が店主を務めるマジックアンティークショップの店内にあった。

　しかし、四魔王フオーテリブルとの戦闘後、彼女は気を失い、そのままになっていたはず。ならば、誰だれが彼女を店内へと運び、ソファーに寝ねかせたというのだろうか。

　その人物は、店の金庫の中に入っていた古ぼけたワインボトルを手に、ボロボロになったラベルに指先を押し当て、息をひそめた小さな声で呪文を詠唱していた。物体に触ふれることで過去の情報を読み取る、占星術アストロロギアに属する時間魔術の大魔術術式。

　ゆえに、ここまでアンジェを運んできた単眼鏡モノクルの少年の目には、ワインボトルのラベルがまだ貼はられたばかりだったころの情景が映っている。

「……『ラ・プルミエ・エリクシール』、か」

　過去視認で読み取ったワインの名を口にし、イアンはボトルを金庫に戻もどす。

　彼はワインをとても丁重に扱あつかっていた。

　──まるで、アンジェがそのワインを自分の半身のように大切に扱っていることを、いかにも知っているかのように。

　そうしてイアンは、今も眠るアンジェの姿を見下ろし、小さくため息をこぼす。

「やれやれだ。せめて聖遺物くらいは貸してもらおう。本当は、魔力回復薬のひとつもあればと思っていたんだが、とんだ期待外れだった。魔術師の都でマジックショップを開くなら、せめてそのくらいの商品は棚たなに用意しておけというんだ」

　イアンは、アンジェがブランたちに貸し出した四魔王フオーテリブルの鋳型のうち彼女の手元に残されていた紀元前機械アンテイキテイラを拝借し、持ち主の寝顔に文句をつける。そして、僅わずかにズレていた単眼鏡モノクルをかけ直すと、自分がここを訪おとずれた痕跡を消し、静かに出入り口を目指す。

「アンジェラ・アンブロシア。僕がきみに捧ささげよう。せめて、永遠の絶望の面持ちでそのワインを見ずに済むような、そんな未来を」

　単眼鏡モノクルの下に隠かくされた『緋緋色金レツドオリハルコン』の左目を、強い意志とともに輝かがやかせて。




「…………不出来な息子むすこですまない、母さん」
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「うわああああああああああああん！」

　ひと気のない夜のウエノ学園の敷しき地ち内に、情けない悲鳴がこだまする。

　言うまでもなく副会長だ。

「わたし分かった！　お金なんて、非常時にはなんの役にも立たないよおおおお！」

　彼女は泣き叫びながら、大量の紙片とともに後を追ってくる『大賢者ワイズマン』から、なんとか逃にげおおせようとしていた。

　しかし、いくら副会長の逃げ足が人並み外れて速いとはいえ、障害物をものともせずに進んでくる相手を引き離はなすことなど出来ようはずもない。

　と。

　急に、彼女を追う『大賢者ワイズマン』の紙片が動きを止めた。

「なんだなんだ、なんだか知らんが助かったぞ！」

　その光景に、副会長は歓かん喜きのあまりに涙なみだぐむ。

　だが、すぐにもその表情は一変した。

　学園を騒さわがす怪かい異い現象の元げん凶きようである無数の紙片が、無人のはずの学園長室の前で止まったからだ。

「く、くしょおおおおおおっ！」

　そのまま逃げればいいものを、副会長は溢あふれ出る涙をごしごしと拭ぬぐい、なけなしの勇気を振ふり絞しぼって踵きびすを返して逆走。そして、学園長室を守るため、無む謀ぼうにも『大賢者ワイズマン』の前に立ちはだかった。

「や、やめろぉー！　学園長の部屋を荒あらすような真ま似ねは、このわたしが許さないんだからな！　学園長は、わたしやブランドンの命の恩人なのだ！」

　泣いて震ふるえながらも扉とびらを死守しようとする副会長。

「あ、あの人がいなければ、わたしたちは十年前の魔力暴走で命を落としていた。でも、悪いのは暴走を引き起こしたブランドンじゃない！　やつの持つオリハルコン位階の魔力を実験に悪用していた大人たちが悪いんだ！　学園長はそんなブランドンのために、やつの位階が最弱のクズ石だと改かい竄ざんして、邪よこしまな輩やからが近づかないようにしてくれたんだ！」

　逃げ出したいという恐きよう怖ふに抗あらがうためか、副会長は、自分の中に湧わき上がる感情の全てを『大賢者ワイズマン』へとぶつける。

　それは、彼女が今までひた隠しにしてきた、幼おさな馴な染じみに対する本音。

「わたしは確かに、ダメな幼馴染だ！　ブランドンのためにしてやれることなんて、なにもなかった！　だからせめてやつの本当の位階が誰にもバレないように、顔を突つき合わせるたびにクズ石クズ石と強調することくらいしか出来なかった！　三大国からステラ会長だけでなくデュセル王女殿でん下かまでもが留学してきたときには、学園長もご不在だし、わたしひとりでは今後も隠しきれる自信がまるでなくて、いっそ三大国の目に触れないようにブランドンを退学させてしまおうと画策した！　……うええええええええん！　これじゃ嫌きらわれて当然だよおおおおおおおおおおお！」

　──副会長が知っているブランの秘密は、幼馴染としての親交があった十年前までの、幼いころのオリハルコン位階の神童としての姿だけ。

　今やその幼馴染が魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』を率いる魔術王となっていることも、敬愛するワイリー・ワイズマン教授が彼の分身シヤドウであることも、当然知らない。

　だから単に、彼女が自分の中で自分の役目を決めつけ、ポンコツ気質を空回りさせつつ、今の今まで嫌われ者の憎にくまれ役を勝手に演じてきただけに過ぎない。

　だが──

　だからこそ、その告白は意識がないはずの『大賢者ワイズマン』の耳にも届いたのかもしれない。

「あれぇ……？」

　涙で顔面をぐしゃぐしゃにしながらも、小さく息を吞のむ副会長。

　今まさに目の前に迫せまっていたはずの怪異が、途と端たんに力を失って人型を維い持じできなくなり、鋳い型がたである篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギへと還かん元げんされていく。

「にゃ、にゃにが起こったのだ……？」

　張り詰つめていた緊きん張ちよう感かんから解放され、うまく舌も回らない様子の副会長は、へなへなとその場にへたりこんでしまう。

　そうして、怪異現象となって学園を脅おびやかしていた『大賢者ワイズマン』は自ら機能停止した。

　単に魔力切れを起こして自動的にキャストオフしただけなのかもしれないし、あるいは本当に、幼馴染であり生徒でもある副会長の言葉が、その胸を打ったのかもしれない。ただひとつ確かなことは、暴走状態から脱だつした聖遺物が、老教授愛用のサングラスともども、副会長の前に静かに置かれているという事実のみ。

　副会長は腰こしを抜ぬかしたまま、その光景をぼんやりと眺ながめていた。

　そうしてしばらく後、見知った顔が彼女の前に現れる。堕だ天てん使しの翼つばさを広げてアルテナタワーからウエノ学園まで急行してきたステラだ。

「副会長さん、お怪け我がはありませんか？」

　放心している副会長を見つけると、ステラは慌あわてた様子で駆かけ寄ってくる。

（ああ……こんなわたしを心配してくれるなんて、会長はいいひとだなぁ……。わたしなんて最初、このひとがブランドンを狙ねらう他国のスパイと勘かん違ちがいして、内情を探さぐるつもりで生徒会に入ったのに……）

「副会長さん、わたくしの声が聞こえていますか？　ご無事ですか？」

（おっぱい大きいなぁ……羨うらやましいなぁ……。でもちょっとエロすぎるよなぁ……なにがエロイムエッサイムだよぉ、エロいのは会長だよぉ……）

「副会長さんったら！」

　いつまで経たっても副会長が正気を取り戻さないので、ステラはその両りよう頰ほおを軽くつねった。すると副会長は放心状態から一転ようやく素面しらふに戻る。そして、自分が絶体絶命の窮きゆう地ちにいたことを思い出したのか、瞳ひとみを潤うるませながら今度はポンコツ顔に。

「か、かいちょおおおおおぉぉぉ……」

　副会長はべそをかきながら、すがりつくように目の前の爆ばく乳にゆうへと飛び込んだ。

　最初は疑ぎ惑わくと誤解からステラに近づいた副会長だが、今や彼女は学園の誰よりステラの人ひと柄がらに心しん酔すいしている。顔を見たことで安心感がどっと押し寄せてきたのだろう。

「よしよし。もう大だい丈じよう夫ぶですからね。それより、これがどういうことか教えてもらっても構いませんかしら？」

　副会長が落ち着くのを待って、ステラは傍かたわらに置かれたままの篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギとサングラスを指差した。

「……ぐしゅ。これというのは、なんのことでしょうか……？」

「それはですね……ええと、どう説明したものかしら……」

「まさか、先ほどまで暴れていたワイズマン教授の偽にせ者もののことでしょうか？」

「そ、そうです、教授の偽者さんです。誰かが倒たおしたんですか？　それにしては、副会長さんの他ほかに誰もいらっしゃいませんし……」

　おっとりと小首を傾かしげるステラと、床ゆかのサングラスとを見比べ、副会長はやおら懐ふところから扇おうぎを取り出し、ビシッと広げた。

「それなら、わたしが倒しておきました！」

　本調子が戻ったのか自信満々に胸を張る副会長。とはいえ、みっともなく泣き叫さけんでいたらいつの間にか消えたなどと、恥はずかしすぎて彼女でなくても口に出来ないだろう。

「す、すごいです副会長さん！　大金星です！」

　予想外の返答に、ステラは大喜びで副会長の手を取った。

「デュセルさんとも連れん絡らくがつきませんし、わたくしも手て一いつ杯ぱいだったので、大助かりです。きっと、ブランさんも副会長さんの活かつ躍やくを知れば感謝してくれるに違いありません」

「……えっ、ブランドンがわたしに感謝を？　照れるにゃあ……」

　ステラの言葉に、副会長は扇に隠しきれないニマニマとした笑え顔がおをこぼす。

　──が。

　そのとき突とつ如じよとして学館の廊ろう下かに、冷え冷えとした邪じや悪あくな魔ま力りよくが満ちていく。

　大悪魔メフイストフエレスローブを纏まとったまま瞬しゆん時じに身構えるステラと、笑顔を引きつらせる副会長。彼女たちの視線の先には、暗くら闇やみに溶とけ込む幽ゆう鬼きのように佇たたずむ、新たな人ひと影かげがあった。

「あれはウォーロックさんですね……！」

　その正体を看破したステラが、冷や汗あせを拭いながら対たい峙じする。

「副会長さん、そのお力を見込んで頼たのみがあります。あの敵を、わたくしと力を合わせていっしょに倒しましょう！」

「…………えっ」

　ステラの言葉に、副会長は真っ青な顔で全身を硬こう直ちよくさせた。

　改めて、ステラの言う敵とやらの姿を見る副会長。

　明らかにヤバそうな相手だ。なにせ瞳は魔ま獣じゆうと同じ緋眼堕ちレツドだし、全身の至るところが鏡面化していてどう見ても人間ではないし、殺気の量も半はん端ぱない。

　なにせ敵は、神器鋳型かつ、邪悪な禁きん呪じゆを習得した『黒魔導師ウオーロツク』なのだ。

　となれば一いち撃げきでステラたちの命を奪うばうような即そく死し呪じゆ文もんも使ってくるだろう。危険度では最強の分身シヤドウである『女王クイーン』に匹ひつ敵てきするか、あるいはそれ以上の脅きよう威いだ。

「それぞれ一体ずつ敵を倒したわたくしと副会長さんのふたりがかりなら、きっとなんとかなります」

　だが、ステラとしてもここで退ひくわけにはいかない。相手が危険ならば危険であるほど、早いうちに倒さなければ無関係な人々にまで危害が及およぶかもしれない。

「で、ですが、聖遺物がありません会長！」

　うろたえる副会長。確かに彼女の言うとおり、愛用の扇も篆隷万象名義もすでに魔力切れを起こしているようで、今しばらくは発動体としては使えそうになかった。

「では、こちらを！」

　ステラが副会長に預けたのは、先ほど奪だつ還かんしたばかりの辰シン砂シヤ石セキ。

　そしてステラ自身も、大規模召しよう喚かんでかなりの魔力を使ってしまった緑柱エメラルド石碑文タブレツトを手に、『黒魔導師ウオーロツク』へと向き直る。

　錬金術アルケミーの最上位発動体といわれる賢けん者じやの石と、錬金術アルケミーの奥おう義ぎが記されているというエメラルドの石版。アルケミストとメイガスの鋳型は、互たがいに共鳴し合うかのようにステラと副会長の手の中で輝かがやきを増していく。

　しかし、それでも。

　黒ずくめの『黒魔導師ウオーロツク』が垣かい間ま見みせた、『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔眼。

　その冷たくも禍まが々まがしい視線に晒さらされたステラと副会長は、なにもできず、ただ身をすくませる。ブランの制せい御ぎよを離はなれた邪悪な緋眼堕ちレツドの分身シヤドウを相手にすることの意味が、遅おそまきながらステラにも理解できた。

　ふたりがかりとはいえ、対峙するのが早すぎたのだ。せめてデュセルと合流してからでないと、即死の禁呪を駆く使しする魔術師を相手に誰だれひとり命を落とさず勝利を収めるなど、楽観視が過ぎる。

　震ふるえるステラたちの眼前で、『黒魔導師ウオーロツク』の周囲に邪気を帯びた稲いな光びかりが収束し始める。間違いなく、かの分身シヤドウがアンジェからラーニングした雷らい撃げきの禁呪だ。防ぎきれなければ、触ふれるだけで死は必至。

「逃にげましょう、副会長さん！」

　それでもステラの状じよう況きよう判断は早かった。敵かなわないと悟さとるや否いなや、いざとなれば帽ぼう子しの中にせめて副会長だけでも避ひ難なんさせるつもりで、彼女は切せつ羽ぱ詰つまった声で叫ぶ。

　だが次の瞬間には、人じん智ちを超こえた高速で迫る雷撃が、ふたりを撃うつ──

「っ!?」

　その、寸前。

　突如として上空から降ってきた人影が、学館の天てん井じようをぶち抜き、『黒魔導師ウオーロツク』とステラたちの間に割って入って自ら死の雷撃に身を投げ出す。

　が、呪のろわれた邪法が、ステラたちをかばった人物の命を奪うことはなかった。

　なぜならば、人影が肩かたに羽織った毛皮のコートには『即死呪文無効』の魔術効果が附ふ与よされているのだから。

「遅くなった。元気でいたか──俺のおス星テ様ラ」

　メトロポリタン合衆国大統領、スティーヴン・スティングレイ。その場に片かた膝ひざをついて着地したまま、彼は涼すずしげなポーカーフェイスで、こともなげにそう呟つぶやいた。

「パパ!?」

　想像もしなかった父親の登場に、さすがに驚おどろくステラ。

　なにせ、スティーヴンは先週本国へ帰国したはず。そして今は神しん獣じゆう教団の掃そう討とう作戦を指揮しているはずだ。それがどうして、遠く離れたアルテナに再びやって来たのか。

　天井の穴から夜空を見上げたステラは、魔力を帯びた暗視と遠視によって、大統領を単独でここまで運んできたらしい合衆国魔導空軍の高速戦せん闘とう機『ソーサラプター』の機き影えいを確かく認にんした。

「顔を見れば分かる。どうして俺がアルテナにやって来たのか不思議なのだろう」

　ゆっくりと立ち上がり、先日ブランに折られたままらしいギプスで覆おおわれた右みぎ腕うでをかばいながら、スティーヴンは娘むすめに代わって『黒魔導師ウオーロツク』へと向き直る。

「お前の報告を聞いたステファニーから長ちよう距きよ離り魔術通信による連絡があった。彼女が言いうには──どうもステラがアルテナで七詠唱セブンキヤスト絡がらみの厄やつ介かい事に自ら進んで関かかわろうとしているらしく自じ慢まんの娘とはいえ多感な年とし頃ごろですし念のため様子を見に来なさい貴方あなたも父親なら公務より娘を優先してくださいねもしも来なかったら離り婚こんですからね──とのことだ。だから瞬時に飛んで来た」

　妻からの通信内容をひと息で言い終えるスティーヴン。

　だが、あのステラに輪をかけたおっとり気質である大統領夫人に、それほどの長なが台詞ぜりふが果たして可能なのだろうか。

「……ママのスローテンポなお喋しやべりからそこまでの情報をくみ取れるのは、パパくらいなものだと思います」

「家族だからな。以心伝心は当然だ。だから娘の言わんとしていることもすぐに分かる。ひとまず──アレを倒してしまえば良いのだろう？」

　気を取り直して、スティーヴンは無事な左手で悠ゆう然ぜんと『黒魔導師ウオーロツク』を手招きした。

「いつかの早はや撃うち勝負のリベンジがしたいのならかかってくるがいい。俺はこのとおり利きき腕を骨折したまま。それに長距離高速移動の術式のせいで魔力も残り僅わずかだ。貴様にも勝機はあるぞ」

　そうして、慣れない左手で煩わずらわしそうに玉璽レガリア級聖遺物『双頭鷲二連銃』をホルスターから引き抜くスティーヴン。

「それとも──やはり貴様ひとりでは俺の相手は百年早かったか？」

　左目を覆う眼帯を取り去る素そ振ぶりも見せぬまま、見え透すいた挑ちよう発はつを口にする。

　瞬間、全身の鏡面に不気味な魔力の輝きを宿し、獣けものじみた咆ほう哮こうとともに『黒魔導師ウオーロツク』が襲おそい掛かかって来た。

「我はアイ・アム神意なり・プロヴイデンス」

　無論、スティーヴンも慣れぬ左腕で二に連れん銃じゆうを支えながら、これを迎むかえ撃つ。

　呪じゆ文もん詠えい唱しようとともに『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』の封ふう印いんを解除、右目の魔力を解放し、迫せまる分身シヤドウへと魔ま弾だんを放った。

　しかし、スティーヴンの一撃に晒されながらも、『黒魔導師ウオーロツク』は全身の鏡面で一いつ切さいの魔力を跳はね返し、無傷のまま微み塵じんも怯ひるむことなくステラたちへと向かってくる。

「どうした。お気に入りの銃は抜ぬかないのか？」

　魔銃を使うような理性が残っていないことを承知の上で、にもかかわらずあえて疑問をぶつけるスティーヴン。おそらく今の『黒魔導師ウオーロツク』の耳には、投げかけられる言葉の全すべてが耳みみ障ざわりな雑音として届いていることだろう。

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム！」

「色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき！」

　ステラの召喚した悪魔デヴイルの攻こう撃げきと副会長の魔術が、同時に炸さく裂れつ。しかし彼女たちの魔力も鏡面に跳ね返され、今の『黒魔導師ウオーロツク』にダメージを与あたえることは出来ない。

　ただそれでも、手負いのスティーヴンに助すけ太だ刀ちするステラと副会長の姿に、横よこ槍やりを入れられて苛いら立だっているのか、緋ひ色いろの魔眼が険しく細められる。

「俺との一いつ騎き打うちを邪じや魔まされて不満そうだな」

　と、スティーヴンは幽鬼の眼まな差ざしから少女たちをかばって立ちはだかり、なおも上から目線で挑発を続ける。

「確かにこれでこちらは三人がかりだ。しかし。相手がそれより多かろうと俺は卑ひ怯きようなどと口にはしなかったぞ？」

　その言葉が、駄だ目め押おしだった。

「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＢＲＡＨＡＤＡＢＲＡ!!」

　とうとう『黒魔導師ウオーロツク』はなけなしの自制心を自ら捨て去り、魔銃も使わずに即死の雷撃の二重起動デユアル・トリガーを強ごう引いんに発動させようとしながら、ステラたちもろともにスティーヴンを葬ほうむり去るべく獰どう猛もうに襲い掛かる。

　対して、スティーヴンはなおもポーカーフェイスを保ったまま──

　突とつ如じよとして骨折しているはずの右腕に魔力を集中させる。

　同時に、ギプスが粉こな微み塵じんに砕くだけた。

　どうやら魔力に反応して拘こう束そくを解く術式がギプスに組み込まれていたらしい。そして、剝むき出しになった右腕は、その実、折れてなどいなかった。

「蝶のフロート・ようにライク・ア・舞いバタフライ、蜂のようステイング・ライクに刺す・ア・ビー！」

　スティーヴンは禁呪が発動する寸前に『黒魔導師ウオーロツク』の腹部へとカウンターの拳こぶしを叩たたきこみ、呆あつ気けにとられるステラや副会長を尻しり目めに、分身シヤドウの肉体を窓から学館外へと殴なぐり飛ばす。さらに大統領は渾こん身しんのカウンターの直後には次の行動に移っており、殴り飛ばした敵をすかさず追撃、自らも窓まど枠わくから外へと飛び出す。

　空中で二連銃を利き腕へと持ち替かえ、空いた左手で眼帯をむしり取り、六条のスターエンブレムを宿した闇やみ色の両目を開眼させる。

「──利き腕が折れたままと言ったな。あれはブラフだ」

　眼下の地上に這はいつくばった『黒魔導師ウオーロツク』の、その腹部──先ほど魔力を込こめた拳でもって鏡面を粉ふん砕さいした箇か所しよへと照準を合わせ、スティーヴンはありったけの魔力を二連銃に注ぎ込み、解き放つ。

　砕けた鏡では魔力を反射させることは出来ない。学園の夜景が閃せん光こうに覆われ、次の瞬間には全すべて収束し、あとには三種の神器の八咫ヤタノ鏡カガミが残るのみ。

　神獣のコートを夜風になびかせ、再びヒーローじみた片膝着地を決めるスティーヴン。あえて着けたままにしていたギプスのハッタリが功を奏し、目もく論ろ見みどおりの結果になったにもかかわらず、彼はにやりともせずに神鏡を拾い上げた。

「やはり……俺から魔術王にリベンジを仕掛けるほうが楽しそうだ」

　さも不完全燃焼といった様子で、スティーヴンはほんの僅かなため息とともに、二連銃をホルスターに仕し舞まう。

　そのころには、腰こしが抜けて気絶した副会長を置き去りにし、ステラが急ぎ父のもとへと駆かけ寄ってきた。

「ステラ。今回の騒そう動どうの原因までは知らん。だがこれの回収が目的だったのだろう？」

　スティーヴンは息を切らした愛まな娘むすめに八咫鏡を託たくすと、上空のソーサラプターへ向けて、学園の中庭に着陸するよう手で合図を送る。

「残念だが魔力が尽つきかけているのは本当だ。これ以上はお前の役には立つまい」

「いえ、ありがとうパパ。本国での作戦も重要なのに……」

「部下たちには少し仮か眠みんを取ると断って抜け出してきた。そうだな……帰りの時間を考えればあまり長居は出来そうにない」

　どうやら魔力が枯こ渇かつ寸前なのはブラフやハッタリではないようで、今のスティーヴンの面おも持もちは疲ひ労ろうの色が濃こい。たかだか数時間でアルテナまで戦闘機を飛ばして来たのだから、相当の魔力を消費したのだろう。これ以上の加勢はどうあっても不可能そうだ。

「わたくし、この聖遺物をブランさんに届けてきます」

「ああ。うちの娘を巻き込むとはいい度胸だとよろしく伝えておいてくれ」

「うふふ、分かりました。では、パパがうちの娘をよろしくと言っておりましたと、そうお伝えしておきますね」

　父の言葉に、おっとりと頷うなずくステラ。

「……待て。それでは意味が違ちがう」

　珍めずらしく鉄面皮を僅かに崩くずしたスティーヴンだったが、すでにステラは副会長から辰砂石と篆隷万象名義を回収し終えていたらしく、そのまま大悪魔メフイストフエレスの黒い翼つばさを広げ、まずはデュセルと合流すべく彼女のもとへと飛び立ってしまう。

「……待って」

　残されたスティーヴンはしばらくの間、娘の飛び去った方向に向けて、右腕を力なく伸のばしていた。




　広域探索型分身シヤドウ『大賢者ワイズマン』及および、

　禁呪搭載型分身シヤドウ『黒魔導師ウオーロツク』撃破。

　あと二体。
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　地下迷めい宮きゆうシンジュク──

　新天地アルテナの東西に存在する二大迷宮のひとつ。

　ステラの魔力探知も届かない複雑怪かい奇きな魔ま窟くつの深部に、『案山子スケアクロウ』を追って魔ま獣じゆうの巣へと飛び込んだデュセルの姿があった。

　そこは月明かりが射さし込むことさえない、未み踏とうの領域。魔術師の都の地下に、よもやこれほど巨きよ大だいな規模の地下迷宮が広がっているなど、誰だれが想像しただろうか。

　休む間もなく続く魔獣たちとの連戦に、『案山子スケアクロウ』の姿を見つけられないまま、デュセルはすでに満まん身しん創そう痍いの状態だった。愛用の王おう笏しやくや借り受けた水晶髑髏クリスタルスカルの魔力はすでに底をつき、出口に戻もどろうにも、七十年前から照明が落ちたままの地下のどこをどう戻れば出口に辿たどり着けるのか、彼女にもすでに分からなくなってしまっていた。

「ふーんだ……。まさか、転移魔術さえ使えないエリアがあるなんてね……」

　暗視の魔術に頼たよるしかないデュセルの耳に届くのは、近くを徘はい徊かいしている魔獣の足音か、それとも、彼女の背後に冷たく忍しのび寄る死神の囀さえずりか。

　死を覚かく悟ごする──そんな大それたこと、デュセルには出来なかった。

「そーよ……こんなところで死んじゃったら、もうブランにもステラにも会えなくなっちゃうじゃない……」

　だが、否いやが応にも足が止まってしまう。

　ステラに噓うそをついて『案山子スケアクロウ』を追いかけてまで、この不始末。笑うに笑えない。

　しかしそれでも限界は訪おとずれる。

「……でも、このまま死んじゃったら、母さまや弟に会えるのかな……」

　意識さえ朦もう朧ろうとしていたデュセルは、気づくのが遅おくれてしまった。

　先ほど確かに、微かすかな音が耳に届いていたはずなのに。

　デュセルが今進んでいるのは、旧きゆう暦れき時代の地下鉄の線路全てのレールが魔力を帯びた磁力に歪ゆがめられ、螺ら旋せんのように捻ねじれアスレチックのように入り組んだ、進む道さえ本当の道なのか疑わしき、立体螺旋回かい廊ろう。

　その場所を彼女の終着駅とすべく、蜘く蛛もの巣のように張り巡めぐらされた頭上のレールから、三体もの大型魔獣たちが一いつ斉せいにデュセル目め掛がけて襲い掛かる。

「しまった──」

　そして、デュセルの意識は闇に吞のまれた。

　──ひたすら広く静かな暗闇の中。

　いつか見た髑どく髏ろの顔かんばせが、存在感のない水すい晶しようのようにうっすらと浮うかび上がり、虚うつろなデュセルの顔を見下ろしている。

（どんな死に方をした人でも『死者の復元ネクタル』があれば生き返らせられるのなら──あたしが死んだら、ブランはあたしのために魔法を究きわめようとしてくれるのかな）

　それは、駄だ目めだ。

　ブランは、姉のためにこそ魔法を習得しようとしているのだから。

　そのためだけに、彼は今まで自らの工こう房ぼうにひきこもり、我流で魔術の腕うでを磨みがきあげて、ついには三大国にも比ひ肩けんしうる魔術王にまでなったのに。

　親友の進むべき道を誤らせてまで、デュセルは生き返りたくなどない。そんなことをさせるくらいなら、むしろ今を生きている人々のために、その優ゆう秀しゆうな魔術の腕を惜おしみなく使って欲しいと思う。

　だって彼は、ちゃんと人助けできる、素す敵てきな男の子なのだから──

（あ、そっか）

　そしてようやく、彼女は気づいた。

（きっと死んだ母さまだって、生き返らせてくれだなんて、あたしに望みはしない）

　──そこで、デュセルは意識を取り戻した。

　気を失っていたのは、ものの数秒にも満たないだろう。

「そーだ……あたし、不意をつかれて魔獣に襲おそわれて……」

　ほとんど魔力の残っていないカリナンの王笏を握にぎり締しめ、デュセルは力なく立ち上がる。そして周囲の螺旋回廊を見み渡わたして、絶命している三体の大型魔獣の亡なき骸がらと、その屍しかばねの傍かたわらに立つ黒くろ髪かみの少年の姿を見つけた。

　紛まぎれもなく『案山子スケアクロウ』だ。

「……ふーんだ。暴走してるくせに、あたしを助けてくれたってわけ？」

　その姿を目にしたデュセルは、不満げに頰ほおを膨ふくらませた。

　危ないところを助けられたのは間違いないが、相手はブランとしての意思を失ったはずの分身シヤドウ。単に、先に厄やつ介かいな大型魔獣を始末して、今にも倒たおれそうなデュセルを後回しにしただけかもしれない。現に今、『案山子スケアクロウ』は立ち上がったデュセルに対して向き直り、拳を構えている。

「助けてくれたのなら、ありがとね。……でも、倒すのを後回しにしたって言うんなら、ふふーんだ、後こう悔かいさせてやるんだから」

　強がりを口にして、ふらつく足で踏ふん張り、デュセルも王笏を構えた。

　次の瞬間。

　先に動いた『案山子スケアクロウ』は、まるでニンジャのような動きで周囲の螺旋回廊を足場にし、闇の中を縦じゆう横おう無む尽じんに超ちよう高こう速そくで移動しながら、デュセルへと迫せまる。

　速すぎる──対応が間に合わない。

　デュセルがぎゅっと目を瞑つぶった、だがそのとき。

「お下がりなさい、デュセル！」

　突とつ然ぜん、背後から凄すさまじい魔力光がほとばしり、無む尽じん蔵ぞうに張り巡らされたレールごと、迫る『案山子スケアクロウ』を鋭するどい剣つるぎの一いち撃げきが切り裂さいた。

「そ、その声は……」

　驚おどろいて後方へと振ふり返るデュセル。彼女の目に映ったのは、聖剣ジュワユーズを構えた長ちよう姉しエトワールと、その後ろに付き従うエスポワールの姿だった。

「お姉さまたち！」

「……ふう。どうやらギリギリ間に合ったようですわね」

「そうそうそのとおりですわね」

　ふたりはデュセルをかばうように前に出て、後方に退く『案山子スケアクロウ』を警けい戒かいする。

「ど、どーしてここに？　だって、迷宮内は魔力反応を辿ることも不可能なのに」

「姉妹しまい愛の力ですわ！」

「そのとおりですわ！」

　驚きよう愕がくするデュセルの疑問に対し、説明になっていない説明を力強く口にするエトワールとエスポワール。

「さあエスポワール。せっかくのデュセルの可愛かわいさが台無しになってしまいますわ。早めにお色直しをしてあげてくださいまして？」

「お任せあれですわ！」

　エトワールに言われ、エスポワールは手にしていた大型ケースごと、デュセルの傍らに寄り添そう。

「良くて二十秒。それ以上は、わらわの実力ではもたせられませんわよ」

　そう言ってエトワールは一対一で『案山子スケアクロウ』と対たい峙じする。

　デュセルは未いまだ呆あつ気けにとられたまま、第一王女の背と、傍らの第二王女の顔を交こう互ごに見つめた。

「エスポワール姉さま、そのケースはいったい……？」

　デュセルに問われ、エスポワールはほほえみとともにケースを開く。

　瞬間、光源もないのに、暗闇の中で燦さん然ぜんと輝かがやくダイヤモンドの煌きらめきが、確かにデュセルの目に映った気がした。

　王女姉妹がデュセルのために用意したのは、カリナンの王笏の大ダイヤと同じ原石から削けずり出されたダイヤモンドがあしらわれた、アルビオンの玉璽レガリア級聖遺物『カリナンの戴たい冠かん宝器』であった。

　デュセルの持つカリナンⅠの黄金の王笏を始めとして、カリナンⅡの王冠、ⅢとⅣをふたつ合わせたペンダント、Ⅴのブローチ、Ⅵのネックレス、ⅦとⅧを合わせたブローチ、そしてⅨの指輪。あしらわれたダイヤの数を合わせれば、合計九つ。

「カリナンの戴冠宝器……まさかあたしのために？」

「そのとおりですわ。もちろん王冠の呪のろいも解かい呪じゆ済みですのよ」

　王笏と王冠を除けば、全すべてルーヴル本国で厳重に管理されていたはずの聖遺物だ。

　戸と惑まどうデュセルを尻しり目めに、エトワールが必死に時間稼かせぎしている間、急ぎエスポワールが戴冠宝器を妹に装備させていく。

　右手に王笏、左手に王冠。

　ネックレスを首から下げ、ふたつのブローチはそれぞれ胸むな元もとに。そして最後に指輪は、ダイヤモンドの石言葉である永遠の愛に通ずる、左手の薬指へと。

　絶大な魔力を有する玉璽レガリア級聖遺物の数々でその身を完全武装させたデュセル。カリナンの全てのダイヤが互たがいに共鳴し合い、尽つきていた王笏の魔力の輝きはすぐにも満たされ、さらに限界を大きく超こえてデュセルの魔力量を引き上げていく。

　そのお色直しが終わるまで『案山子スケアクロウ』の猛もう攻こうに耐たえ続けていたエトワールは、妹の晴れ姿を見届けると、言葉もなくその場に両りよう膝ひざをついてうずくまる。

「ありがと、お姉さまたち」

　デュセルはふたりの姉に小さく頭を下げると、選手交代とばかりに前に出る。

「この一撃に、あたしの全身全ぜん霊れい全魔力をかけるわ」

　そうして、左手に王冠を抱かかえたまま、右手に構えたカリナンの王笏の大ダイヤを、目の前に佇たたずむ『案山子スケアクロウ』へと突つきつける。

　唱えるは『万能詠唱オールマイテイー』。

　呪じゆ文もん詠えい唱しようと同時に、デュセルの『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳ひとみと、そして彼女が身に着けた九つのダイヤが、地下迷宮の全てを照らし出すかのように圧あつ倒とう的な輝きを宿していく。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス──」

　こちらに向け、暗くら闇やみを疾しつ駆くする『案山子スケアクロウ』。

　が、デュセルの術式完成が僅わずかに早い。

「光になれえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ!!」

　炸さく裂れつする極限の閃せん光こう。

　デュセルの魔ま力りよくの輝きが最大限に達し、さらに限界を超えて迷宮全域を光で満たす。

　その直撃を間近で喰くらった『案山子スケアクロウ』の肉体は一瞬で蒸発し、鋳い型がたである三種の神器の草クサ薙ナギノ剣ツルギへと戻もどる。

　そして魔力を使い果たして気を失う寸前。

　デュセルは、倒れる自分の体を優やさしく抱だき留めてくれる、ふたりの姉の姿を見た。




　近接格闘型分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』、撃破。

　これで、残るはあと一体。
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　ブランが姉モリガンとの戦いの場に選んだのは、『御インペリアル所・パレス』であった。

　影かげを生む遮しや蔽へい物がほとんどなく、霊れい脈みやくによる天然の結界の効果で害を為なす魔力干かん渉しようの類たぐいを遮断できる。

　この『御インペリアル所・パレス』だけは一度として魔ま獣じゆうの出現が目撃されたことがないという事実も、戦せん闘とうに余計な邪じや魔まが入らないので都合が良い。

「くそっ……強すぎるぜ、ねえちゃん」

　月明かりの庭園で、ブランは目の前に佇む『女王クイーン』に対して完全に攻せめあぐねていた。デュセルやステラと別れてから早々に『女王クイーン』をこの場所におびき寄せたというのに、今の今まで戦い続けてなお、決着がついていないのだから。

　ブランに残されているのは自前の七シチ支シ刀トウと、アンジェから託たくされた七星剣グランシヤリオ、そしてウォーロックの魔ま銃じゆうが一丁と、回復弾だんが一発のみ。陰おん陽みよう術じゆつの護ご符ふは使い尽くし、魔術攻こう撃げき遮断の指輪も、度たび重かさなる『影絵シヤドウアート』の攻撃を受けてすでに砕くだけてしまっている。

「おれの前じゃ、今までちっとも底を見せてくれなかったからな」

　七支刀と七星剣グランシヤリオを二刀流に構え、『女王クイーン』が繰くり出す影分身の群れを次々と斬きり伏ふせながら、姉の絶大な戦闘力に舌を巻くブラン。

　そのとき。

「……おいでなすったか」

　背後に膨ぼう大だいな魔力を感じ、ブランは不敵な笑えみこそ絶やさなかったが、冷や汗あせを浮うかべながら後ろを振り返る。これがデュセルやステラなら、どれだけ心強かっただろうか。

　しかし、彼女らに先んじてこの場に現れたのは、『魔法使いアルテイマグス』イアンであった。

　今まで極限の中で対峙してきたアンジェやスティーヴンとは別格の魔力の質と、そして得体の知れなさ。そもそもブランは、イアンが何者であるのかも知らないし、彼がなぜ自分を殺そうとしているのかさえ見当もついていない。

「やれやれだ」

　イアンは、ブランと『女王クイーン』の激闘を見やり、ため息をこぼす。

「少し手を止めてくれ、『女王クイーン』」

　そして、自らの魔力で動いている『女王クイーン』に停止命令を出した。当然、今まで彼女が暴走していたのは、イアンの曖あい昧まいな命令が原因だ。それが解除されたのなら、もうブランと戦う理由はない。

　もっとも、それがいつまで続くかは分からない。イアンがその気になれば、『女王クイーン』はすぐにも再びブランへと襲おそい掛かかってくるのだから。

「どういう風の吹ふき回しだ？　おれを殺すつもりなんだろ？」

「先に、念のため確かく認にんを取っておこうと思った。それだけだ」

　イアンは単眼鏡モノクルの下に鋭い視線を秘ひめ、ブランへと眼まな差ざしを向ける。

「──ブランドン・ブラックバーン。『魂の定着コキユートス』を諦あきらめて『不老不死アンブロシア』の習得を目指す気はないか。アンジェラ・アンブロシアは嫌いやがるだろうが、彼女から緑柱エメラルド石碑文タブレツトを奪うばい、その記述を解読することが出来れば、きみの実力なら習得まで十年とかからないだろう。もしもそうしてくれるなら、きみの命は奪わないし、きみの姉さんもお返しする」

　そんな、拍ひよう子し抜ぬけするような、突然のイアンの申し出。

「はあ？　今までずっとおれを殺す気だったくせに、今度はおれに永遠に生きろだって？　真逆にもほどがあるっていうか、企たくらみがひっくり返りすぎだろ」

　ブランの指し摘てきに、イアンは再び「やれやれ」とため息をこぼした。

「きみを救おうと懸けん命めいに戦う少女たちの姿を、今まで見せてもらっていた。僕は別に、彼女たちまで傷つけようと思っていたわけじゃない。きみが死ねば、彼女たちの心が傷つく。だから僕としても不本意ではあるが、こういう解決策もアリだと考え直した」

　ブランも、まさかデュセルたちのことを引き合いに出されるとは思っていなかったのだろう。イアンの言い分から彼女たちの無事をそれとなく察しつつも、敵の心変わりに眉まゆをひそめる。

　もっとも、イアンの心境の変化に付き合ってやるつもりなど、ブランにはない。

「──おれはアンジェラ・アンブロシアという不老不死の女のことを知ってしまったから、『不老不死アンブロシア』なんて禁断の果実はひとの手には余ると理解している」

「そう。だからこそだ。魔術が人を幸せにするとは限らない」

　イアンがこぼした聞き覚えのある台詞せりふに、ブランは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

　だが、イアンはそんなブランの反応に気づかず、言葉を続ける。

「それは、アンジェラ・アンブロシアにこそ相応ふさわしい話だ。僕の身の上話を誰だれかにするのは初めてだが、聞いてくれるな？」

　有う無むを言わさず同意を求めてくるイアン。

　これを断れば、彼はすぐにも『女王クイーン』をけしかけてくるだろう。それに、未いまだ謎なぞに包まれたイアンのことが少しでも分かるならと、ブランは静かに頷うなずいた。

「最初にふたつ断っておく。僕はこの時代の人間ではない。そして、僕はそもそも人間ではない」

　唐とう突とつな告白に、しかしブランは驚おどろかない。前者はともかく、後者はそんな予感があった。なぜなら魔法使いはこの世に存在しないのだから。

　だが、それはあくまで今の世の話。もしかすれば、アンジェが生きてきた千年よりも遥はるか過去、あるいは今の世よりも遥か未来なら、魔法使いがいたかもしれないし、今後生まれるかもしれない。そう考えれば、連れん鎖さ的に前者の理り屈くつにも納なつ得とくがいく。

「僕は、今より数百年後の未来、アンジェラ・アンブロシアが錬金術アルケミーを用いて造り出した人造生命体ホムンクルスだ。材料のひとつとして用いられたのが、彼女自身の遺伝子──」

　イアンは単眼鏡モノクルを外し、己おのれの出自ともども『緋緋色金レツドオリハルコン』の左目を明らかにした。

　──『人造生命体ホムンクルス』。

　不老不死を目指した魔術師たちの手で生み出された、姿は人に酷こく似じしながらも人ならざる存在たる魔導生物。彼らはフラスコの中で産うぶ声ごえを上げ、育つという。錬金術アルケミーを究きわめたアンジェなら、完全な人型サイズの人造生命体ホムンクルスを創造するのも容易だろう。

「……時代を遡さかのぼってきた、ってのか」

「ああ。そのために僕は長い月日をかけて『時間の逆行タイムリバース』を習得したのだから」

　人造生命体ホムンクルスの寿じゆ命みようは短い。しかしアンジェの魔力と遺伝子を使って生み出されたのなら、不死とまではいかないまでも、不ふ老ろう長ちよう寿じゆであったとしてもなんら不思議はない。

「それで、どうしてわざわざ未来からこの時代に？」

「──きみは、想像したことがあるか？　自分が死んだ後、アンジェラ・アンブロシアのこれからを」

　問われ、ブランは言葉に詰つまった。

　その不ふ吉きつな想像は、きのうアンジェの店で脳のう裏りを過よぎったばかりだ。

「教えてやる。彼女は……母さんは……きみを失って、心が折れる」

　そしてイアンの言葉は、ブランの不吉な想像をものの見事に言い当てていた。

「今までの千年、彼女は死の研究に没ぼつ頭とうし、大切なものはなるべく作らないよう心掛けてきたようだ。大切なものが増えれば増えるほど、それを失ったとき、哀かなしみが増す。そう、僕の家庭教師を務めてくれた彼女の化身アバターから聞かされたことがある」

　──やめろ。

「だが、きみという同じオリハルコン位階の魔術師と出で逢あい、師し弟てい関係を結んだことで、彼女は千年の失望と倦けん怠たいを忘れられた。それはとても喜ばしいことだったろう」

　──その先は聞きたくない。

　ブランの顔がそう物語っていたのだろう。彼の心中を推おし量はかったイアンは、未来世界のアンジェの終わらない末路を語ることなく、口を閉じた。

　代わりに、再び要件を口にする。否いな。要望、あるいは希望と呼ぶべきか。

「分かってくれるな？　だからこそ、だ。きみが彼女の永遠の伴はん侶りよであってくれるのなら、僕はもうなにも求めない」

　イアンはただ、冷え冷えとした目でブランを見つめるのみ。

「彼女が僕に託した本来の願いは、彼女が不老不死となる以前の時代──つまり錬金術アルケミーの奥おう義ぎ『不老不死アンブロシア』が記された緑柱エメラルド石碑文タブレツトを手に入れ、その解読に成功する前に遡り、自身の命を奪ってくれというものだ」

　──だから、実の息子むすこも同然の人造生命体ホムンクルスに学ばせたというのか。

　時間遡そ行こうを可能とする『時間の逆行タイムリバース』を。

　そして、母が息子に、自殺するためにお前を造ったのだと、そう打ち明けたのか。

　その事実を聞かされたとき、イアンはどう思っただろうか──

「だが、僕は彼女には生きていて欲しい。だから時間遡行が可能になっても、彼女の命令を無視して、彼女を救うべく独自に動くことにした」

「……それで、おれを殺すためにおれの前に現れたってことか」

　腑ふに落ちた。

　アンジェを救うことが、どうしてブランの抹まつ殺さつに繫つながったのか。

　そして──

　どうして永遠の生を約束すれば命までは奪わないとイアンが言ったのかも。

　しかし、今はそれ以上に、気に入らないことがあった。

「だが、どうして今を選んだ？　そうなれば、デュセルやステラを巻き込むことになるのは分かりきっていただろうが」

　静かな怒いかりとともにブランはイアンを問い質ただす。

「今このときしかなかった。今より前にきみを葬ほうむっていれば、七詠唱セブンキヤストの介かい入にゆうが消えて、母さんはデュセル・デュランダルを犠ぎ牲せいにしてアルテナを滅ほろぼしていただろう。だが今より後では、彼女の中できみという存在が大きくなりすぎる──」

　だが。

　自らの非を悔くいるようにブランの怒りを甘んじて受け止めたイアンは、ブランに対し、より大きな怒りを剝むき出しにする。

「──そう、貴様の存在が、アンジェラ・アンブロシアの永遠の人生に、たかが百年にも満たない幸福で満ち足りた時間を与あたえた！　自分が死んだ後、遺のこされた彼女の心がどうなるかを知りもせずに！」

　イアンの慟どう哭こくが響ひびく。

「貴様さえいなければ、母さんの千年の失望が、絶望に変わることもなかった！」




　──死にたい。

　死にたい。

　死にたい。

　死にたい。

　殺してくれ。

　殺してくれ。

　殺してくれ。

　私を、殺してくれ──




　イアンが母から聞かされた言葉は、たったそれだけ。

　名づけられながらも、生まれた瞬しゆん間かんを除けば、ただの一度としてその名で呼んでもらえなかった。

「返答を聞こう。母さんのため、未来を変えるため、『不老不死アンブロシア』を究めてくれるな？」

「──駄だ目めだ。おれは、ねえちゃんを見捨てない」

「そのためなら、母さんは見捨てても構わないと？　不老不死を求めた愚おろかな女は、死ぬことも許されず永遠の孤こ独どくと絶望に暮れるのがお似合いだと、そういうことか？」

「永遠の人生が孤独と絶望しか生まないっていうんなら、なおさら駄目だ。おれが死ねばねえちゃんも死ぬ。つまりそれは、おれが死ねない体になれば、ねえちゃんも死ぬことすら許されなくなるってことだ。永遠にその魂たましいを分身シヤドウに封ふうじられたまま、な」

「……そうか。それが貴様の返答か」

　ブランの言葉を、イアンは静かに聞き届けた。

　その双そう眸ぼうに、隠かくしきれない殺意を滲にじませて。

「──ならば、我が名ブライアン・ブラックバーンの名にかけて、貴様という存在をここで葬り去る！　そのために僕は、遥か未来からやってきたのだから！」

　単眼鏡モノクルに封じていた母譲ゆずりの『緋緋色金レツドオリハルコン』の左目。

　自ら封ふう印いんを解いた、父譲りの『青生生魂ブルーオリハルコン』の右目。

　伝説のオリハルコン位階の、青と紅のオッドアイ。七支刀を構えたイアンの両の瞳ひとみが、凄すさまじい憎ぞう悪おとともに、激しく猛たけ々だけしい魔ま力りよくを帯びていく。

　──イアンはアンジェの魔力と遺伝子から造られた人造生命体ホムンクルスであると同時に、間ま違ちがいなくブランの魔力と遺伝子をも有している。

　だからこそ、ふたりの分身シヤドウと化身アバターを奪うばい取ることも可能だったのだ。

　ブランは驚かない。

　もしも本当に未来のアンジェの心が砕くだけたというのなら、以前より遥かに大きく膨ふくれ上がった自じ滅めつ願望を叶かなえるため、人造の『魔法使いアルテイマグス』を生み出すべく、彼女はどんな手段をも講じるだろう。オリハルコン位階の魔術師の遺伝子を掛かけ合わせ、魔法使い誕生の確率を上げようとしてもおかしくはない。

　それが、父母への愛憎に猛る敵、ブライアン・ブラックバーンの生まれた理由。

　だが、ブランは立ち尽つくすばかりではない。

　戦う理由なら、彼にもある。

　十年前に、あの謎めいた恩人に救われてから、ブランの人生は定まったのだ。

　魔術でひとの命を奪った代だい償しように、魔術でひとの命を救うと。

「──お前にはひとつ言っておきたいことがある。でもな、そんな頭に血が上った状態じゃ、おれの言葉なんて耳にも届かないだろう。それが、憎にくたらしい父親だって言うんならなおのことだ」

　ブランは相変わらずの不敵な笑えみを浮うかべ、一歩前へ。

　眼前に立ちはだかる魔法使いの少年と、彼に操あやつられた『女王クイーン』へと向かって──

　その瞬間。

　突とつ如じよとしてブランの周囲に、合計五つの聖遺物が現れた。

　草クサ薙ナギノ剣ツルギ、殺セツ生シヨウ石セキ、辰シン砂シヤ石セキ、篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギ、八咫ヤタノ鏡カガミ。デュセルとステラが、そして彼女らとともに戦ってくれた人々が取り戻もどしてくれた、ブランの分身シヤドウたちの鋳い型がただ。

　わざわざ転移魔術で転送されてきたということは、デュセルかステラのどちらか、あるいはその両方が、すぐには駆かけつけられないほどに疲ひ労ろうしているのだろう。

「ありがとな、デュセル、ステラ。確かに受け取った」

　彼女らが決死の戦いの末に届けてくれた五つの聖遺物。そこに、アンジェから託たくされた七星剣グランシヤリオを加える。欠けたままの姉の席を埋うめるべく、師の化身アバターを借りるために。

「──キャストオン、七詠唱セブンキヤスト!!」

　七支刀の六ろく叉さに分かたれた刀身を用い、ブランは『青生生魂ブルーオリハルコン』の右目を輝かがやかせ、六つの聖遺物に己おのれの魔力を送り込む。すると瞬時にブランを中心にして、オリハルコン位階の魔術師たちがその姿を現す。

　即すなわち『案山子スケアクロウ』『魔女ウイツチ』『錬金術師アルケミスト』『大賢者ワイズマン』『黒魔導師ウオーロツク』の五体のブランの分身シヤドウと、アンジェと瓜うり二ふたつの化身アバター『女帝エンプレス』。

　そして『魔術王ウイザードロード』たるブランを加え、合計七人。

「それが噂うわさの──一人七役にして七体一役の魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』か」

　数の差に怯ひるむことなく、イアンは冷然と切れ長の瞳を細めさせた。その傍かたわらでは、本来七詠唱セブンキヤスト最強の役を担になうはずの『女王クイーン』が、ブランたちの敵となったまま、無表情に弟たちの姿を眺ながめている。

　今回はイアンが分身シヤドウたちを奪おうにも、聖遺物に施ほどこされたブランとアンジェのプロテクトや魔力干かん渉しように影えい響きようを及およぼす『御インペリアル所・パレス』の霊れい脈みやくのせいで、それを実行するにはイアンの魔力が回復しきっていない。

　ゆえに七対二。

　だが、それでも。

　未来予知『七秒先トレース・の魔術セブンカウント』、時間停止『七秒間フリーズ・の大魔術セブンカウント』、魔法『七秒前リバース・の時魔法セブンカウント』、それら三つの我流術式を駆く使しするイアン。そして心を封じられ、優やさしさという最大の足あし枷かせを外されたことで存分にその力を発揮するであろう『女王クイーン』。

　そのふたりを相手取るとなれば、ブランたちの劣れつ勢せいは必至。

「やれやれ。勝てる気でいるのか」

「まあな」

「──ならば凌りよう駕がしてみせるがいい、魔法使いアルテイマグスの二十一秒を！」

　己の七支刀を紅ルージユの輝きに染め、イアンが吠ほえる。

　対してブランも自らの七支刀を青ブルーの煌きらめきに染め、不敵に一言。

「あいよ」

　──瞬間、ふたりの頭上に大きく浮かぶ満月が、僅わずかに欠け始めた。

　地球の影かげが月の姿を覆おおい隠す、皆かい既き月食。この日、昼間の日食に続いて二度目となる、荘そう厳ごん雄ゆう大だいなる天体現象。その始まりが開戦の合図となった。
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　全すべては二十一秒で決する。

　イアンの我流術式が効果を発揮する、それぞれの七秒間。それらの合計二十一秒間が、彼が戦局そのものをも支配する、絶対の無敵時間。

　二十一秒を超こえてその先に辿たどり着けなければ、ブランたちの勝利はない。

　だからこそ魔術王と魔法使いの戦いは──二十一秒以内に決着がつくか、その一秒先で決着がつくかの、ふたつにひとつ。

「我が意に従い、アブラ・我らの姿はカダ汝らの座標へ、ブラ・汝らの姿はアラ我らの座標へカザム！」

　ブランは戦せん闘とう開始とともに即そく座ざに、変則フエアリーチェスをもとに転移魔術を独自にアレンジした術式で、自分を含ふくめた全ての分身シヤドウたちの位置をシャッフルさせる。

　イアンを惑まどわすための作戦だろう。

「『七秒先トレース・の魔術セブンカウント』」

　それを予期していたかのように、イアンは出し惜おしみなく、ブランとほぼ同時に未来予知の術式を完成させていた。

　これでイアンは、消えた七詠唱セブンキヤストの姿が現れてから七秒先までの未来を完全把は握あくする。当然、彼らが再度現れてから取る行動も、七秒間は筒つつ抜ぬけ。どの分身シヤドウがどこに現れるか、なによりブラン本人がどこに現れるかさえも、全て認にん識しき済み。

「そこだ！」

　イアンの声に応じ、『影絵シヤドウアート』を操る『女王クイーン』の攻こう撃げきが七詠唱セブンキヤストへと迫せまる。

　すかさずワイズマンが防ぼう御ぎよ結界を張り、影から放たれたレーザーを防ぐ。これもイアンには予測済み。

　それより気をつけなければならないのは──

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

　容よう赦しやなく即そく死しの雷らい撃げきを放つ、ウォーロックだ。

　現れたのはイアンの左後方。本来なら視界の範はん囲い外がい。

　不ふ老ろう長ちよう寿じゆの人造生命体ホムンクルスといえどもまともに直撃を喰くらっては命を落とすだろう。ゆえにイアンは、まずはこの攻撃を防ぐことに集中する。七支刀に雷属性耐たい性せいの魔力附ふ与よを行い、迫る雷撃を切り裂さく。

　ここまでですでに五秒。把握しているのはここから二秒先まで。

「我が身は加速する！」

　攻こう防ぼうの隙すきをついて加速魔術とともに近接戦を仕し掛かけてきたのは、スケアクロウではなく、アンジェと同じ赤毛を三つ編みにしてメガネをかけた、学生服姿のエンプレスだ。

　当然、これも予知どおり。七支刀による操作を受けた『女王クイーン』が広がっていた影を硬こう化かさせ、イアンの周囲に障しよう壁へきを張はり巡らす。

　近接殲滅型化身アバター『女帝エンプレス』の凄まじい破は壊かいの魔力を宿した拳こぶしが繰くり出され、影の障壁はガラス細工のように木こつ端ぱ微み塵じんに砕け散る。が、これでエンプレスの攻撃を防ぎきれることをイアンは熟知している。

　ここまでが、未来予知で把握したとおりの七秒間。

「我が身は加速する！」

　八秒目、イアンの予知した未来を超こえ、スケアクロウが追撃をかける。

「『七秒間フリーズ・の大魔術セブンカウント』！」

　同時に、時が止まった。

　イアンを除く全ての時間が──遥はるか頭上で完成したばかりの月食さえもが、停止する。

　時間が停止した世界では、敵がどれほどのスピードであったとしても、恐おそれるほどではない。しかし停止時間は七秒と限られている。イアンは拳を構えたまま硬直しているスケアクロウを無視して隣となりを素す通どおりし、ブランへと襲おそい掛かる。

　が、その行く手を阻はばむ、透とう明めいな壁かべ。

　アルケミストが錬金術アルケミーでもって、あらかじめ設置しておいたのだ。『七秒先トレース・の魔術セブンカウント』の予知では把握できなかった以上、おそらく先の七秒は錬れん成せい陣じんを描えがくにとどめ、八秒目のスケアクロウの攻撃と同時に術式を発動させたのだろう。時間が静止している間、イアンが分身シヤドウを無視してブラン本体を狙ねらうと見み越こした上での行動だ。

「小こ賢ざかしい！」

　魔力を込こめた七支刀を振ふり上げ、透明な壁を粉ふん砕さいするイアン。しかし、思わぬロスですでに五秒が過ぎている。

　残り二秒、イアンは返す刀でブランへと斬きりかかる。

　残り一秒、イアンの七支刀が、ブランの胸へと突つき立てられた。

　そして、時間は動き出す。

「ざーんねんでしたー」

　直後、胸に刃やいばを突き立てられて致ち命めい傷しようを負ったはずのブランが、イアンをおちょくるような小こ悪あく魔まめいた面おも持もちで、あっかんべーと舌を出した。

　すぐにもその姿は、倒たおれる寸前に正体を現し、銀ぎん髪ぱつメイドのウィッチのものとなる。

　イアンがブランを狙うと見越しての、二重の罠わな。アルケミストが透明な壁で守護していたブランは、最初からウィッチが変へん化げ魔術で化けた偽にせ者ものだったのだ。

　おそらくは、予知の範囲内である七秒間の範囲外、ブランがシャッフルによる転移魔術術式を発動させた時点で、再出現前に化けていたのだろう。

　そしてウィッチが撃破されたことで、その幻げん術じゆつが効果を失う。

　つまり、七詠唱セブンキヤストの奥に控ひかえていたウィッチの姿が、蜃しん気き楼ろうめいた揺ゆらぎとともにブラン本来の姿へと戻る。

「やってくれる！　だが、これで種は割れたぞ──『七秒前リバース・の時魔法セブンカウント』!!」

　イアンの奥おう義ぎが発動し、時間は無む慈じ悲ひにも七秒前へと逆流する。

　月の姿を吞のみ込んだ太陽の影が逆回りに動き、月は再び満ち始め、月食の開始時点へと戻っていく。

　七詠唱セブンキヤストたちの位置も、戦闘開始直後の状態へ──




「我が意に従い、アブラ・我らの姿はカダ汝らの座標へ、ブラ・汝らの姿はアラ我らの座標へカザム！」

　呪じゆ文もんを唱え終えたばかりのブランの顔が、歪ゆがむ。

　その表情は、まさに自らの失策を呪のろっている様子を物語っていた。

「どうやら、僕と同じオリハルコン位階だけあって、魔法発動前の七秒間の記き憶おくの継けい承しようはされているようだな。しかし、もう遅おそい！」

　術式発動後では、シャッフルによる転移先を変へん更こうすることは出来ない。

　よって七詠唱セブンキヤストの再出現ポイントは、全てが先ほどどおり。ウィッチの幻術によって女性体の分身シヤドウの姿に化けているブランは、やはり最後列に現れた。

　イアンは先ほどどおり左後方に現れたウォーロックの雷撃の禁呪を防ぎつつ、『女王クイーン』の『影絵シヤドウアート』の攻撃をウィッチに化けたブランひとりに集中させる。

　これを受けてワイズマンとアルケミストは、それぞれが発動準備に入っていた術式を放ほう棄きし、身を挺ていしてブランをかばう。ブランに変化していたウィッチも、遅おくればせながら自ら進んで主あるじの盾たてとなる。

　が、『影絵シヤドウアート』の攻撃は三体の分身シヤドウを一撃で薙なぎ払はらう。

　先ほどの経過時間とは違ちがい、前倒しにウィッチを撃破。幻術が解け、最後列にいた銀髪メイドの姿がブランへと変じる。やはり、ブランがシャッフルと同時に仕掛けていた二重の罠の構造は、時間改変前のままだ。

「これで終わりだ、ブランドン・ブラックバーン！」

　未来予知の七秒を搔かい潜くぐり、時間停止の七秒さえをも凌しのいだが、やはり仕掛けの種が割れてからの魔法による時間逆流は、ブランにも防ぐことは出来なかった。

　イアンが狙うのは、全ての策が水すい泡ほうに帰きし、七支刀を力なく握にぎり締しめるも、敗北を前に呆ぼう然ぜんと立ちすくむ無防備なブランの姿──

「我が雷のままにアブラハ生は消え去り、ダブラ・我が雷のままにアブラ死は訪れるクサス！」

　七支刀と、そしてアンジェのもとから拝借していた紀元前機械アンテイキテイラを用い、イアンは雷撃の禁呪の二重起動デユアル・トリガーを唱える。

　加速魔術でイアンに接近しようとしていたエンプレスとスケアクロウも、雷撃がほとばしらせた圧あつ倒とう的な稲いな光びかりの魔力に、近寄ることすらままならない。

　もしも彼らが身を挺してブランのもとへと高速で駆かけつけていれば、敗北を先延ばしにすることが出来たかもしれない。だが、改変前の時点でイアンに対しての格かく闘とう戦を命じられていたであろう二体には、最も早はやどうすることも出来なかった。

　二重起動デユアル・トリガーの禁呪は、誰だれもが止める手段を持たないまま、ブランを襲う。

　逃のがれようのない直撃。魔法使いの魔力を帯びて放たれた即死の雷撃は、七支刀を取り落としたブランの肉体を蹂じゆう躙りんし、その魂たましいさえをも焼き焦こがす──

「な、に」

　──はず、が。

「馬ば鹿か、な」

　間違いなく直撃を受けて即死したにもかかわらず、ブランの口元には、やはりあの不敵な笑えみが浮うかんでいた。

　そして直後。

　命を落としたブランの肉体が、光の粒子となって消えた。

「ま、さか──」

　イアンは驚きよう愕がくの面持ちで、消しよう滅めつしたブランの体から視線を背そむける。

　そうして振り返った先でイアンが目にしたのは──

　今までの二十一秒間、彼がずっと、ブランの姿をそっくり真ま似ねただけの案カ山カ子シと侮あなどって無視し続けていた、メガネをかけた黒くろ髪かみの少年。

「歯ァ、食いしばれ!!　ブライアンッ!!」

　黒髪の少年は加速魔術を唱えたまま、変装用のメガネを放ほうり捨て、振り上げた鉄てつ拳けんをイアンの顔面に躊ちゆう躇ちよなく叩たたきこんだ。頭ず蓋がい骨こつさえ陥かん没ぼつさせてしまえそうなその重い拳は、加速魔術に身体強化呪文を併へい用ようさせた代しろ物ものだ。ならば──神器鋳い型がたとなった今でも加速魔術しか搭とう載さいしていないスケアクロウでは、ありえない。

　ゆえに。イアンの雷撃が葬ほうむったのが、メガネを外したスケアクロウ。そして、今しがたイアンに一撃を叩きこんだのが、メガネをかけたブランに他ほかならない。

　もしもイアンに、両者を見分けられるデュセルのような直感力が備わっていれば。あるいは彼が、いかなる時代においても変わらぬ姿の母とその化身アバターをひと目で見分けられたように、父とその分身シヤドウの区別がついていたのなら──まるで通用しなかった手だろう。

「いったい、いつの間に……」

　二十一秒間の無敵時間を超こえて予期せぬところから飛んで来た物理攻こう撃げきに、イアンはそのまま吹ふっ飛ばされる。

「最初から。本物の魔法使い相手にこんな勝ち方で悪いが、ただの手品だ」

　──ブランは、イアンが自分だけに狙いを絞しぼってくることを予想していた。転移魔術によるシャッフルは配はい置ち換がえが目的ではなく、スケアクロウとの衣い装しようの交換シヤツフルを隠かくすためのカムフラージュだ。

　ブランがメガネをかけ、スケアクロウが七支刀を手に魔術ローブを羽織る。そのためにブランが最初に発動させた転移魔術は、彼らふたりに限り互たがいの裸ら身しんのみをシャッフルさせ、一いつ瞬しゆんで衣装交こう換かんを終えるためのアレンジ術式。

　そしてその本命のシャッフルを、イアンの未来予知に悟さとられることのないよう、戦せん闘とう開始直後の最序じよ盤ばんで行った。そのうえでウィッチを化けさせたのも、それをアルケミストに守らせたのも、全すべてはイアンの二十一秒を使い果たさせるための三重の目くらまし。

　ブラン本体の姿を捜さがしてイアンが魔術を行使するたびに、彼の意識と注意は囮おとりの案カ山カ子シへと引き寄せられていったのだ。

「キャストオフ、草クサ薙ナギノ剣ツルギ、七星剣グランシヤリオ!!」

　──イアンを殴なぐり倒したブランは、加速魔術のスピードを維い持じしたまま、叫さけぶように呪じゆ文もん詠えい唱しよう。次の瞬間には、スケアクロウとエンプレスの鋳型である神剣と魔剣が、それぞれブランの両手に握られていた。

「待たせた、ねえちゃん。今すぐ助ける!!」

　身体強化呪文は今も持続中。ブランはひきこもりとは思えぬ常人離ばなれした動きで二刀流を巧たくみに操あやつりながら、暴走する『影絵シヤドウアート』の影かげの触しよく手しゆを斬り伏ふせ、一時の主であるイアンが倒れたことで動きの精せい彩さいを欠いた『女王クイーン』のもとへと、最速で駆け寄る。

　無表情で立ち尽つくす『女王クイーン』の影から、弟の姿を模した影かげ法ぼう師しが次々に現れ、主を守るように立ちはだかる。が、ブランはその全てを一いち網もう打だ尽じんに叩き斬っていく。

「……ごめんな、ちょっと痛いぜ」

　そうしてブランは、優やさしい顔で最愛の姉へと語りかけ──

　彼女の小さな体を、十字に構えた神剣と魔剣でもって、両断した。

　──全知全能型分身シヤドウ『女王クイーン』、撃破。

　姉の体が光の粒子となって消え、その鋳型として用いられている八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマがブランの足元に転がり落ちる。

「まったく、うちのねえちゃんを奪うばうなんざ、曲がりなりにも息子むすこでなかったら殴り飛ばすだけじゃ済まさなかったところだぞ」

　ブランは両手の剣を手離し、姉の魂が宿った勾玉を大切そうに拾い上げる。

　そんなブランの呟つぶやきに相あい槌づちを打つかのように、勾玉は優しい光をたたえていた。

「キャストオン」

　ブランが呪文を唱えると、魔力光が勾玉を包み、ゴシックロリータ調のドレスを身に纏まとったモリガンの姿へと変わっていく。

「……うぅーん、さすがのおねえちゃんも、きょうはちょっとタイヘンだったかなー」

　ブランの制せい御ぎよ下に戻もどり、自身の意識と感情を取り戻したモリガンは、何事もなかったかのように大きく伸のびをした。

「ねえちゃん、あそこにいるイアンとかいうやつ、思う存分しばいていいぞ」

「遠えん慮りよしとくー。おねえちゃんは基本的に暴力反対だよー」

　モリガンはイアンのもとへと歩み寄り、ブランに殴り飛ばされた頰ほおを優しく撫なでる。

「いたいのいたいの、とんでけー」

　いつの間にか月食は終わっており、月明かりが魔術師の都へと降り注いでいる。

　イアンはその場に仰あお向むけになって倒たおれ伏したまま、自分の頰を撫でるモリガンの顔と満月を静かに眺ながめていた。

　と、そのとき。イアンの姿が、薄うすぼんやりと輝かがやき始める。

「おいおい、お前なんか光ってるぞ」

　だらけきった足取りでイアンに近寄ったブランは、訝いぶかしげに首を傾かしげた。

「……ああ、魔力を使いきったせいだ。魔術が人を幸せにするとは限らない。それは魔法であっても同じこと……いや、魔法だからこそと言うべきか。母が永遠の孤こ独どくに突つき落とされたように、そしてきみが十年前に左目のオリハルコン位階を失ったように、魔法使いとなったにもかかわらず、僕にも『呪のろい』が存在する……」

　そう呟いて、イアンは発光する自分の手のひらを見た。

「時間に干かん渉しようする魔法使いである僕は、時間軸じくに縛しばられない。だから一度でも魔力を枯こ渇かつさせてしまうと、今いる時間軸から弾はじき飛ばされるんだ。要は、強制的な時間跳躍タイムリープ。いついかなる時代に飛ばされるかは、僕自身にも知りようがない。まったく、やれやれだ」

「……じゃあ、お前消えるのか」

「まあ、死ぬわけじゃない。今ではないいつかに流れ着き、それを繰くり返すだけ。だから、早とちりでそんな悲しそうな顔をするなよ、父さん」

「か、悲しそうなんかじゃねえよ！　あと父さんとか呼ぶな！」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるブラン。

「……やれやれ、チョロいやつだ」

　その様子を目にし、呆あきれたようにため息をこぼすイアン。

「でも、僕も結構チョロいよな……」

　誰にも聞こえないような小さな声で、彼はそう一言付け加えた。

　なにせ、先ほどまで本気でブランを殺そうと思っていたのに、敗北と強制時間跳躍タイムリープのせいでその機会を失ったと悟さとるや、不思議と憎ぞう悪おの念が消えていた。

「そうだ。これ余ったから持ってけよ」

　と、ブランはイアンが消える前に、彼に残数一発の回復弾だんを土産みやげに持たせてやった。

「でもって、頭が冷えたのなら、さっき言わなかった台詞せりふをくれてやる。いいか、おれにやり遂とげられなかったからって、お前が諦あきらめるんじゃねえよ」

「それはどういう……」

　戸と惑まどうイアンに対し、ブランはその場で大きく深呼吸。

「──おれに出来ないことは、お前がやれよ!!」

　そして、『御インペリアル所・パレス』中に響ひびき渡わたるような大声で、そう言い放った。

「お前、時間跳躍タイムリープでこれから色んな時代に飛ばされるんだろ？　今より千年前まで、そして今から未来の彼方かなたまで、お前の母親はいつも独り寂さびしくいじけているわけだ。だったら、その時代時代に飛ばされるたびに、お前がアンジェを元気づけに行ってやるんだよ。お前には──お前にだけは、不老不死でなくとも、永遠の機会がある」

　不老長ちよう寿じゆでしかないイアンは本来、不死たるアンジェに寄り添そうことは出来ない。

　だが、ありとあらゆる時代に流れ着くのがイアンの『呪い』なら、そのたびにアンジェに会いに行くことが出来る。千年前の過去だろうが、何千年先の未来だろうが、ひょっこり顔を出してお前はまだ独りじゃないと言ってやれるはず。

　ブランがこれから、この現代においてアンジェの人生を充じゆう足そくさせていくように。

　イアンが過去未来問わず、今のブランのようにアンジェを幸せにしてやればいい。

「ねえねえブランくん。それってアンジェおばちゃんにとっては、今年に十年後のイアンくんに会ったのに、来年には数か月前のイアンくんが現れちゃうとか、そんなことにもなりうるの？　ううん、おねえちゃんＳＦってよく分かんないなあ」

「なるなる。だからアンジェの時系列的には、イアンが寿じゆ命みようで死んだ後でも、生きているころのイアンがあいつに会いに行ける。いつでもな。だから永遠の機会って言ったろ」

　ブランの無責任な言葉に、しかしイアンは静かに聞き入っていた。

「そんなこと……考えもしなかった」

「魔ま術じゆつが人を幸せにするとは限らない。だけど、必ずしも人を不幸にするだけとも限らない──ってな。受け売りだが。おれはその言葉を聞かされて、そのひとに救われて、おれも誰だれかを救えるような誰かになりたいって思ったんだ」

　気き恥はずかしそうにそう口にし、満面の笑みを浮かべてみせるブラン。

「やれやれ……まさかわざわざこんな時代にやって来て、最後に父親から父親らしい台詞を聞いて帰るなんてな……」

「だーかーらー！　おれを父親呼ばわりするんじゃねえよ！」

「ブランくん照れてる？　その顔はちょっぴり嬉うれしい顔っておねえちゃん知ってるよ？」

　姉きよう弟だいの会話が、いつの間にかイアンの耳にも遠くなり始めていた。

　この時代との別れが近いのだ。

「……母さんには、僕のことは内ない緒しよで頼たのむ」

　ブランたちもそれを悟ったのか、仰向けになったままのイアンへと大きく頷うなずく。

「あいよ。それじゃあな、アンジェのことを頼んだぞ、ブライアン・ブラックバーン」

「またね、ブライアンくん」

　またこの時代に還かえって来られる保証はないというのに、「またね」はないだろうに──まったく、やれやれだ──

　と、そんな捨て台詞を口にする前に、イアンの姿はブランたちの目の前から跡あと形かたもなく消えたのだった。
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　そしてイアンは、新たな時代に流れ着く。

　まぶたを開き、身を起こして、目の前に広がる世界の光景に──絶句した。

　今がいつかも分からない。ここがどこかも分からない。

　ただひとつ確かなことは、視界に映る何もかもが今まさに滅びようとしていることだ。空は歪ゆがみ、風は荒あれ、空気は淀よどみ、大地も灼やけるように熱い。どす黒い瘴しよう気きに似た魔力が周囲一帯に満ち満ちていた。

「これはいったい……なにが起きたというんだ……」

　イアンは慌あわてて、近きん隣りん一帯の魔力反応を探さぐる。が、近くに巨きよ大だいな魔力反応があるせいで仔し細さいは摑つかめなかった。

　なんとか見つけられたのは、周囲の残ざん骸がいの中、倒れていたひとりの少女。

　歳としのころは七歳くらいで、幼女と呼んでも差し支つかえがないだろう。

　黒くろ髪かみを丁てい寧ねいに切り揃そろえ、八や重え歯ばが目立つも、面おも立だちは幼いながらに愛らしい。しかし今は事故にでも巻き込まれたのか、息も絶え絶えで、ひと目で瀕ひん死しの状態と見て取れる。

「そうだ、ブランドンから渡されたこの回復弾で──」

　イアンは餞せん別べつとして持たされていた回復弾を魔力源に用い、少女の傷ついた体を癒いやす。

「……ブ、ブラン……ドン……？」

　と、少女は『水宝玉アクアマリン』の瞳ひとみに微かすかな光を取り戻し、力なくイアンの腕うでにすがりついた。

「……ブランドンが、たいへんなんだ……だれか……だれか助けて……」

「ブランドンだと？　じゃあ、ここは──」

　慌てて周囲を見回すイアン。光景こそ変わり果てているものの、目に映る旧きゆう暦れき時代の遺い跡せき群の景色は、確かに先ほどまでいたアルテナの魔都に似ていた。

　だが、確証を得るには今しがた回復の兆きざしを見せ始めた少女に尋たずねるしかない。

　イアンは口を開こうとして──左目の『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔眼を晒さらしたままだったことを思い出す。少女を怯おびえさせるわけにはいかず、懐ふところから単眼鏡モノクルを取り出そうとするも、ブランに殴なぐり飛ばされた際の衝しよう撃げきで、レンズが砕くだけて使いものにならなくなっていた。

　慌てて周囲に散らばる残骸の中から、顔の上半分を覆おおう仮面を拾い上げて着用し、再び少女へと向き直る。

「きみ、今はいつだ？　ここはどこなんだ？」

「……いまは、魔法暦六〇年……ここは、ウエノの実験場……」

　その言葉に。

　予知したわけでもないのに、イアンは自らの予感と不安が的中したことを悟さとった。

　魔法暦六〇年に、当時七歳だったブランが八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマを暴走させて多くの人命を奪ったことは、未来世界で父のことを調べていたイアンも知っていた。

　が、まさか自分がその時代を訪おとずれることになろうとは。

「なら、この異常な魔力反応の元げん凶きようは……」

　イアンは、八重歯の少女を転移魔術でここから少しでも離はなれた場所へと送り届けると、混こん沌とんの坩る堝つぼと化している魔力暴走の中心へと赴おもむく。

　この時代のウエノの地に、まだ魔術学園の面おも影かげは微み塵じんも存在しない。あるのは真理たる魔法への到とう達たつを夢見て、幼い子どもに実験を強要してきた挙句、暴走に巻き込まれて命を落とした哀あわれな魔術師たちの死体ばかり。

　そしてその中心──

　ウエノの地の『地じ獄ごくの門』の前で、力なくうずくまる、幼い少年の姿を見つけた。

　イアンの知るアルケミストとまったく瓜うり二ふたつの幼少期の姿。それゆえに、泣き喚わめく七歳児の少年が、ひと目でブランだと知れた。

　地獄の門は大きく開き、中から現れた無数の影のような黒い腕が、ブランの姉モリガンの体を摑み、今まさに門の中へと引きずり込もうとしている。その光景に、神器の勾まが玉たまの魔力制せい御ぎよに失敗した幼いブランは、声にならない声でただ泣き叫さけぶばかり。

「『七秒間フリーズ・の大魔術セブンカウント』!!」

　咄とつ嗟さのイアンの叫びが、最悪の結末へと突き進む時間の刻みを止める。

　歪む空も、荒れる風も、ブランも、モリガンも、彼女を引きずり込もうとする地獄の門の暗くら闇やみの腕も。なにもかもが静止する。

　しかし、たった七秒では、地獄の門まで駆かけつけ、さらに得体の知れない魔力の奔ほん流りゆうからモリガンを救いだすことは敵かなわない。

　魔法使いのイアンでさえ初めて目にするものだったが、あの暗闇には近寄ってはいけないと、誰よりも深く魔術の深しん淵えんに到達しているイアンには本能的に直感できた。おそらくは、摑まれた時点でもう抜ぬけ出すことも助け出すことも出来はしない。

　そうして時間停止の七秒が終わり、時が動き出す。

　一時停止されていた世界の全すべてが再び動き始める中、ただひとつの異変といえば、幼いブランの傍かたわらに、いつの間にか仮面の少年が立っていたこと。

「立て！　ブランドン・ブラックバーン！」

「で、でも、ねえちゃんが……！」

　憔しよう悴すいし、今にも気絶してしまいそうなブランの顔。

　その両目ともが、確かに『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳だった。

　──イアンは即そく座ざに、その目の前に自らの七シチ支シ刀トウを突つき立てる。

「おれが魔術に失敗したせいで、ねえちゃんが……ねえちゃんが……っ！」

　だが、ブランはすでにそれどころではない。今まさに地獄の門へと引きずり込まれていくモリガンの最さい期ごを指差し、半はん狂きよう乱らんで泣き叫ぶ。

「姉の肉体は救えなくても、せめて魂だけなら救う術すべはある！　きみが手にした勾玉に彼女の魂を封ふうじろ！　この世界に存在する『七つの魔法セブンキヤスト』のひとつ、『魂の定着コキユートス』の奇き跡せきでもって！」

「セブンキャスト──」

　イアンの言葉に、涙なみだに濡ぬれたブランの『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳が、淡あわく輝かがやく。

「でも、魔法なんて使い方も知らない……それにねえちゃんはもう……」

　すでにモリガンは門の中へと引きずり込まれ、手を伸のばそうとも届くことはない。

「使い方など僕が知るか！　だが、僕の知るきみは確かにやってのけた！」

　もう時間はない。イアンは戸惑うブランに構わず、この時代に持ち込んでしまっていた紀元前機械アンテイキテイラを取り出し、叫ぶ。

「だから願え!!　そして絶対に忘れるな、この七秒を!!」

　イアンの魔力を受け、世界最古の機械の歯車が動き出す。

「『七秒前リバース・の時魔法セブンカウント』!!」




　世界の全てが、逆流する。

　幼いブランの目の前に、今、イアンの七支刀が突き立てられた。

　顔を上げたブランの瞳に映ったのは、暗闇の腕の群れによって門の中へと引きずり込まれようとするモリガンの姿。先ほど確かに扉とびらの向こうへと連れ去られたはず──

　──だが、まだ間に合う。

「ねえちゃんを──おれのねえちゃんを返せぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　考えるより先に動いていた。先の時間軸じくから継けい承しようしていた七秒間の記き憶おくが、小さな体を動かしていた。イアンから託たくされた七支刀を右手で引き抜き、左手に勾玉を手にしたまま、ブランが叫ぶ。

　オリハルコン位階と呼ばれるあまりに稀け有うな魔力の全てを放出し、その願いがもたらした奇跡がモリガンの肉体と魂の繫つながりを断たつ。抜け殻がらの肉体は暗闇の腕に引きずられて門の向こうへ。だが魂だけは、ブランが強く握にぎり締しめた勾玉へと宿る。

　代だい償しように、ブランは左目の輝きを失った。

　そしてイアンもまた、ろくに回復していない魔力を考えなしに酷こく使ししてしまったせいで、再びその姿はこの時代から消えようとしていた。

「──ブランドン・ブラックバーン。その勾玉には、確かにきみの姉さんの魂が封じられている。だからせめて、彼女に人間らしい姿を与あたえてやってくれ」

「……うん。……それよりも仮面のにいちゃん、体が──」
















「ああ、心配はいらない。今回は短い逗とう留りゆうだったというだけの話だ」

　モリガンの魂を宿した勾玉は、彼女の意志の力で暴走を抑おさえ込み、魔都そのものを吞のみ込もうとしていたウエノの地の異変は収束しようとしていた。暗闇に包まれた向こう側の世界を垣かい間ま見みせていた地獄の門も、あっけなく閉じていく。

　イアンは、魔力暴走に吞まれて壊かい滅めつしたウエノの地をゆっくりと見み渡わたす。ブランに実験を強要した魔術師たちは、おそらくその全員が命を落としたことだろう。

「魔術が人を幸せにするとは限らない。だけど、必ずしも人を不幸にするだけとは限らない──だそうだ」

　魔術がもたらした惨さん憺たんたる光景を前に立ち尽つくすブランへと、イアンはぶっきらぼうに口を開く。が、その声は限りなく優やさしさに満ちていた。

「だからこそ、ここに学まなび舎やを……誰だれもが誰かを救える誰かになるため、正しく魔術を学べるような、魔術学園を創つくるのはどうだろう」

　予知など必要なかった。なぜなら、イアンはすでに未来を知っている。たった数日しか籍せきを置いていなかったが、確かにこの地に、ウエノ学園はあったのだから。

「じゃあ、仮面のにいちゃんが学園長先生になるの？」

　思わぬブランの言葉に──イアンは確かに運命を感じた。

　そして同時に、理り屈くつではなく直感で理解できた。

　十年後のウエノ学園で、アンジェの復学やイアンの転入を認めながら、ついぞ最後まで姿を現さなかった、謎なぞの学園長。その正体が果たして誰なのか。

「やれやれな大任だな。だけどまあ、言いだしっぺは僕だからな」

　この時代から消えようとしているにもかかわらず、イアンは力強い面持ちでブランの幼い姿を見下ろす。

「僕は必ず、この魔法暦六〇年にまた還かえってくる。だから少しの間だけ待っていてくれ」

　そして幼い少年に、自らの七支刀を託した。

　ブランは訳も分からないまま、それでもこの仮面の怪かい人じん物ぶつの言い分を信じることにした。なにせ相手は、自分と姉の命を、そしてアルテナに住まう人々の命さえをも救ってくれた、恩人なのだから。

「にいちゃん、なんて名前なの？」

　ブランの素そ朴ぼくな質問に対し、まさか母が名づけてくれた本名を口にするわけにもいかず、ブライアン・ブラックバーンは消える前に大きく苦笑いを浮うかべた。

「──僕はただの、通りすがりの時間漂流者タイムドリフターだ」








終章　続とおりすがり時間漂流者









　未来世界の魔法使いアルテイマグスとの激げき闘とうから一夜明けた、魔法暦七〇年のウエノ学園。

　きのう目もく撃げきされた謎の怪かい異い現象の原因究明のため、本日は急な臨時休校となっている。にもかかわらず、ひと気のない学館の廊ろう下かを歩く四名の生徒たちの姿があった。

　その誰もが、枯こ渇かつした魔力も回復しきっていないふらふらの状態で、おぼつかない足取りとともに廊下を進んでいる。

　それぞれブラン、デュセル、ステラ、そしてアンジェ。誰もが昨夜の激闘を戦い抜いた魔術師たちだ。

「あれ、なんで……？　なんでおれ、ひきこもりなのに休校日に限って生身で登校させられてんの？」

　中でも最も意い気き消しよう沈ちんしているのは、目の下に大きなクマを作ったブランであった。

　学生服を着ているその姿は、珍めずらしいことにブラン本人のもの。というのも、学園長から急な呼び出しがあったのだが、七詠唱セブンキヤストは全員修復中で動けなかったのだ。

「恩人の呼び出しじゃなかったら、絶対無視してたぞ……」

　ぶつぶつと文句をこぼし続けるブラン。

「まったく……どうして私まで……」

　彼に次いで消しよう耗もう度が高いのが、その隣となりにいるアンジェだ。

　やはり彼女も四魔王フオーテリブルは修復中なのか、瓜二つの化身アバターではなくアンジェ本人がメガネをかけた女学生ルックで登校している。

「それに、化身アバターの数がひとり足りないままだし……。ブラン君、本当に心当たりはないのかい？　紀元前機械アンテイキテイラがどこにも見当たらないのだけれど」

「──あー、そういえば」

　イアンが使っているのを目にした、と言いかけて、ブランは慌あわてて口を閉じた。

　教えたところで、あの未来から来た転入生はどこか別の時代へすでに時間跳躍タイムリープしてしまっている。いくらアンジェが不老不死の大魔術師とはいえ、時を超こえて取り戻もどすことなど不可能に近いだろう。

『おねえちゃんは、すぐまた会えると思うなー。だっておねえちゃんの勘かんは、他の女の子たちとはひと味違ちがうよー？』

　などとモリガンはお気楽そうに言っていたが──

　そもそも、イアンが未来世界の魔法使いと知っているのは、ブランとモリガンのみ。

　せっかくイアンを叩たたきのめして改心させて追い返したという安易な説明を三人とも信じているというのに、下手に詳くわしく語ったら、ブランとイアンの関係まで言げん及きゆうされるかもしれない。それどころかアンジェが自身とイアンの関係に気づき、人造生命体ホムンクルスの錬れん成せいを取りやめるようなことになってしまっては、未来が変わってイアンが消えてしまう。

「──なあ、師し匠しよう」

「なにかな……？」

「これはもしもの話なんだが、おれとお前の間に子どもができたとしたら、なんて名前にする？」

「………………ふえっ？」

　疲つかれていたところに突とつ拍ぴよう子しもない質問を投げかけられ、アンジェはズレたメガネを直すことも出来ず、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「はあああああああああああああ!?」

「ええええええええええええええ!?」

　その隣では、今まで黙だまっていたデュセルとステラが、ふたり並んで目を丸くして、なにやら盛せい大だいに叫さけんでいた。

「ど、どういうことですか!?　どうしていきなりそんな質問を!?」

「ふーんだ！　ふーんだ！」

　涙目で叫ぶステラに、顔を真っ赤にして拗すねるデュセル。うろたえるふたりを尻しり目めに、アンジェは満まん更ざらでもない様子でミステリアスな微び笑しようを浮かべる。

「そうだね……男の子ならブライアン、女の子ならブランジェ……なんてどうかな？」

「も、もしもの話なんでしょ？　だったらあたしも！　あたしも考える！」

「わ、わたくしも僭せん越えつながら案を九つほど用意させていただきます！」

　がやがやと騒さわがしい少女たちとともに、ブランは目的地である学園長室を目指す。

　その途と中ちゆう、廊下ではしたなく爆ばく睡すいしている副会長の姿を見つけたが、どうしてこんなところで居い眠ねむりしているのか分からなかったので、ブランは見なかったことにした。無論、デュセルもアンジェも気にも留めなかった。

「ああっ、副会長さん！　わたくしったら、きのう副会長さんが気を失った後、そのままにしていたんでした！　どうしましょう、ごめんなさいです！」

　ステラはそんな薄はく情じような人間ではないので、地べたで丸くなっている副会長をなんとか揺ゆり起こそうと試みる。もっとも、副会長はそれでも起きなかったが。

「あ、そうだ」

　と、学園長室の扉を開ける前に、ブランは友人たちへと振ふり返った。

　今回の騒そう動どうで七詠唱セブンキヤストを奪うばわれたブランのために、分身シヤドウたちに代わって戦ってくれた、かけがえのない親友たち。

　生きつ粋すいのひきこもりであり、幼いころのトラウマもあってか、今まであまり他人のことを信用してこなかったブランだったが、彼女たちは別。だから──

「今後また、こんな厄やつ介かいな事件が起きたとき、もしかしたらみんなの力を貸してくれ、なんて情けないことを言うかもしれない。それどころか、そんな泣き言を口にする暇ひまもないピンチがあるかもしれない。だからその、これ、渡わたしておこうと思って」

　そう言って気き恥はずかしげにブランが取り出したのは、お揃そろいの三つの鍵かぎだった。

「はいこれデュセル。これステラ。で、ほらよ師匠も」

　青ブルー、金ゴールド紅ルージユの色違いの鍵を、それぞれデュセル、ステラ、アンジェに手て渡わたす。

「ねーブラン、これなあに？」

「おれの家の合鍵」

　シンプルなブランの返答に、思わず顔を見合わせる三人の少女たち。

「……ふぅん。まあ、弟子でしのものは師匠のものだからね……」

「素す敵てき！　嬉うれしい！　あたし友だちと鍵の交こう換かんって憧あこがれてたの！」

「ええええええええええええええええブランさんのご自宅の合鍵なんですか!?」

　気のない様子で鍵を胸の谷間に仕し舞まうアンジェ。頰ほおを上気させ、言葉どおり心底嬉しそうに両手で鍵を握にぎり締しめるデュセル。そしてなにか深読みしたのかはたまた早合点したのか、顔を耳まで真っ赤にして目を回しながら絶ぜつ叫きようするステラ。

「お、男の子から合鍵を預かってしまうなんて、どうしましょう、どうしましょう、どうしましょう～～～～～!?」

　四人の中でステラひとりだけが完全に狼ろう狽ばいしており、あまつさえ手にした鍵を取り落としてしまっている。マイペースな彼女にしては珍しい反応だった。

「むにゃむにゃ……わたしのぶんがないよぉ……」

　足元で副会長が寝ね言ごとを発していたが、ステラの叫びに搔かき消されてしまって誰の耳にも届いていなかった。

「そーだ。あたしからもブランに報告しとくね」

「ん？　どうしたデュセル」

　そんな中、さりげなくブランの服の裾すそを軽く引っ張るデュセル。

「あたしね、『七つの魔法セブンキヤスト』の専せん攻こう科目の選せん択たく、ブランと同じ『魂の定着コキユートス』にするって決めたから」

「え？」

「勘かん違ちがいしないでね。ブランと同じのがいいって理由じゃないから。ちゃんと自分の意志で決めたの。あたしも、おねーちゃんさんの力になりたいって。死んだひとのためになにかをするんじゃなくて、今を生きているひとの力になろうと思って」

　デュセルの『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳ひとみが、清らかに輝かがやく。

「あたしもね、ちゃんと人助けできる、素敵な女の子になりたいの」

　そうして彼女は群ぐん青じよう色いろのポニーテールをふわりと揺らし、憑つき物が落ちたような柔やわらかな微笑を浮かべた。

「デュセル…………お前っていいやつだなー！」

「えっ、えっ、ちょっと待ってブラン！」

　ブランはなにやら感動したらしく、突とつ然ぜんデュセルの体を抱だきしめた。彼女お得意の親友への挨あい拶さつである恒こう例れいの抱ハ擁グ＆頰タッチビズ。それをブラン側から行ったのだ。

「ほ、ほんとちょっと待ってブラン！　ストップ！　だめ、なんかだめなの！」

　なのに、普ふ段だんは平気な顔で抱だきついては巨きよ乳にゆうを押し当ててくるはずのデュセルが、今は顔中を赤面させて妙みようにうろたえている。自分からなら平気でも、相手からやられると恥ずかしいのだろうか。

「……三人とも。私は早く家に帰って眠ねむりたいんだ……。ここにいるのも……間接的とはいえ今回の事件を招いた仮面学園長とやらが、さてどんな顔をしているのか見てやろうというつもりなだけなんだよ……？　だから早く中に入らないかい……？」

　いちゃつくブランとデュセル、そして悶もだえるステラを、冷めた目で眺ながめていたアンジェ。さすがに付き合っていられないのか、彼女は勝手に学園長室の扉とびらを開けてしまう。

　室内でブランたちを待ち構えていたのは、全身を宝石のような煌きらびやかな衣い装しようで飾かざり、左右の両手首にいくつもの腕うで時計を巻いた、顔の上半分を仮面で覆おおった怪かい人じん物ぶつ。

「──やれやれだ。ひとの部屋の前だというのに、なんとも騒がしいやつらめ」

　ウエノ学園の七不思議に数えられる、彼こそが仮面学園長。

「久しぶりだな、学園長。相変わらず変人そうでなにより」

「そこは元気そうでなにより、じゃないか？　なあブランドン。ともあれ、そちらこそ元気そうでなにより。実に八年ぶりの再会だ」

「おいおい、この前会ったのは二年前だろ。年ねん齢れい不ふ詳しようだろうとボケるには早いぞ」

　ずいぶんと気の合う調子で挨拶を交かわすブランと学園長。

「……おや？」

　と、眼前の光景に奇き妙みような点を三つ見つけ、アンジェは小首を傾かしげた。

　ひとつ目。学園長は初めて目にするはずの相手だというのに、なぜか古い記き憶おくが呼び起こされた。千年に及およぶ彼女の長い人生においても、ここまで奇き天て烈れつな格好をした人物はそういない。見覚えがあるというのなら、まさかどこかで一度会っているとでもいうのか。

　ふたつ目。学園長の机の上に、失なくしたと思っていた紀元前機械アンテイキテイラを見つけた。不思議と、きのうまでより随ずい分ぶんと年季が入った様子で古ぼけている。

　そして彼女がそれら以上に驚おどろいた三つ目が、聖遺物の隣に置かれてあった一本のワインだった。ラベルは新しく、『ラ・プルミエ・エリクシール』の名が読み取れる。

　アンジェは慌ててワインボトルのもとへと駆かけ寄った。

「ありえない……だってこれは、三百年も昔のワインで……」

「三百年物とは失礼だな。れっきとした旧きゆう暦れき一七五九年産のエリクシールの三十年物だぞ。せっかく、今まで長いこと借りてきた紀元前機械アンテイキテイラのレンタル代にと、わざわざ足を運んで貴婦人の頃ころ合あいのワインを取り寄せてきたというのに」

「……わけが分からないけれど、これは私が貰もらってしまってもいいのかいっ……？」

　アンジェは乙女おとめのように表情を輝かせ、ワインボトルを愛いとしげに抱きしめる。

「やれやれ好きにしろ。これからも度たび々たびきみの人生で顔を突つき合わせることになるだろうから、そのときはきみにもてなしてもらうぞ」

「……？　それはどういう──」

　訝いぶかしむアンジェの疑問に今は応こたえようともせず、学園長は軽く咳せき払ばらいを交える。

「さてと。ここにきみたち四人を呼んだのは他ほかでもない。そろそろ僕も、いつまでも謎なぞの学園長では示しがつかないと思い立ったからだ」

　そうして彼は、顔の上半分を覆っていた仮面を外す。

　現れたのは、ほんの少し成長した、ブランたちのよく知る転入生の顔。単眼鏡モノクルをかけたその顔を、きのうのきょうで忘れるはずもない。もっとも、不老長ちよう寿じゆの人造生命体ホムンクルスが少し成長しているとなれば、彼自身の時間はきのうのきょうで随分と進んだのだろう。

「名前は──そうだな、イアン・サンジェルマン伯はく爵しやくとでもしておこう」

　この場の誰だれもが学園長の素顔を目にし、揃って固まってしまっていた。

　特にブランは、十年にわたり恩義を感じ続けていた相手の正体を知り、間の抜ぬけた表情で絶句している。そしてアンジェもまた、三百年前の仮面舞踏会マスカレイドの伯爵カウントのことをようやく思い出したのか、ブランの隣となりで彼と同じような顔をしている。

　そんな父母の姿に、してやったりと、魔法使いは不敵で謎めいたミステリアスな笑えみをこぼした。
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　お久しぶりです。あるいは初めまして。岬みさきかつみです。

　やってきました三巻。プロット考案時は前後編にすべきエピソード量になってしまうかもなどと考えていましたが、起承転結の結の部分まで一気に疾しつ走そうしたくもあり、ギュッと凝ぎよう縮しゆくさせスピード感に重きを置きました。分身シヤドウが全すべて敵として立ちはだかるという展開は『セブンキャストのひきこもり魔ま術じゆつ王おう』を始めるにあたり、本シリーズでしか使えないし絶対やってやるぜと考えていたネタでしたので、入にゆう魂こんさせていただいております。

　そしてもうひとつの本筋として用意しましたのが、今回登場のイアン君。色々と謎なぞの多い彼ですが、ここで秘密を語るわけにもいかないので、誕生秘話とかまるで語れません。ちょっぴりネタバレすると妹がいるそうですよ。名前だけは作中にチラッと出ていたりしますが。そうそう、妹といえば、どうして『黒魔導師ウォーロツク』が妹属性に目覚めているのかというと、彼だけは緋眼堕ちレツドの分身シヤドウなので位階や瞳ひとみの色だけじゃなくてブランの持つ姉属性も反転してしまっているんですねー。うわー、どうでもいい情報ですねー。

　その理り屈くつでいくとアンジェなんかは瞳が青くなると「生きているって素す晴ばらしい！」とか生命賛美を始めるわけで。デュセルもグレて瞳が赤くなると「友だちなんて利用するだけ利用してポイよ」とか言い出して、ステラはエロくなくなり、副会長は賢かしこくなります。噓うそです。そんなの絶対ありえない。

　そんなこんなで謝辞です。お世話になっております、担当編集のＡさま、イラスト担当のmmuさま、ファンタジア文庫編集部の皆みなさま、本作に関かかわってくださっている皆さま。そして、いつもありがとうございます本書を手に取ってくださっている読者の皆々さま。変わらぬ月並みな謝辞で申し訳ありませんが、本当にありがとうございます。




　さてさて。四巻プロットもすでに担当編集さまにお渡わたししておりまして、次回はどうもとうとう副会長がストーリーの主しゆ軸じくに絡からんでくるようです。おいおいおい、大だい丈じよう夫ぶなのか。そして気になる学園行事は合宿らしいですよ。




　では今回はこのへんで。また近いうちにブランたちともどもお会いできれば幸いです。





二〇一六年ミステリ記念日　岬かつみ










岬かつみ

●みさきかつみ



第26回夏期ファンタジア大賞にて《金賞》を受賞。改題「オー・ドロボー！」にてデビュー。

魔術学園を舞台にするからには、必ず触れておきたいのが学園の設立理由と謎めいた学園長の存在。今回はそんなエピソードです。魔法使いの校長と言われると、真っ先に思い浮かべるのは「ハリーがよくやったのでスリザリンに[image: まいなす]１０００００点!!」とかぬかす外道ジジイですね。えこひいきよくない。
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